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			ビルドエラーの盾僧侶⑤

			有馬五十鈴

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			１　帰還

			２　再会

			３　生命の花

			４　閑話～再戦の兆し～

			５　無茶振り

			６　龍の道

			７　龍王

			８　空間接続

			９　閑話～大集結～

			10　ビルドエラーVSニーズ・フィヨルド

			11　終結

			12　宴

			13　お別れ

			14　ゴロツキVS龍王精霊王死霊王混成チーム

			15　ケンゴの弟子

			16　温泉再び

			17　休息の終わり

			18　レベルの差

			19　意固地

			20　思い出

			21　デートと新たな波乱

			22　Noah's Ark

			23　見られる？

			24　参加条件

			25　前振り

			26　決闘大会中高生部門開始

			27　決闘大会中高生部門１回戦

			28　１回戦結果発表

			29　波乱の２回戦

			30　難敵

			31　２回戦結果発表

			32　準決勝

			33　決勝戦への意気込み

			34　シンVSフィル

			35　三連発

		

	
		
			１　帰還

			　

			　俺たちはミーミル大陸へ飛ばされたものの、無事、ウルズ大陸への帰還を果たした。そして、その道中で合流したケンゴたちと別れ、聖堂都市クロスからウルズの泉を経由し、ついに始まりの町へと戻ってくることができた。

			「長い道のりだったな」

			「そう……ですね」

			　長かったといっても、始まりの町を離れた期間は、せいぜい４ヶ月だ。

			　しかし、その間、いろいろな奴と会い、いろいろな物を目にした。俺たちにとって、この４ヶ月は大冒険だった。だから、ここへ無事に戻ってこられたというのは、感慨深い。

			「とりあえず、ガルディアを外に出そう」

			「ん」

			　フィルはアイテムボックスを開け、ガルディアを出した。

			「がるがるっ！」

			　数分ほどではあったがアイテムボックスの中に入っていたガルディアは、特に問題もなかったらしく、元気よく鳴き声を上げている。

			　今の彼女は獣形態だ。

			　こっちのほうが頼りがいがあるから、普段はこの状態でいてもらっている。

			「ここがミレイユの町ですね、ご主人様！　なんというか田舎ですね、ご主人様！」

			「…………」

			　ガルディアは獣状態のままで喋(しやべ)り始めた。お前、その状態でも普通に喋(しやべ)れたのかよ。

			　というか、田舎とか、失礼な奴だな。まあ、クロスとかアクラムより田舎であることは確かなんだが。

			「……獣状態のときは喋(しやべ)るな。それと、俺のことはシンと呼べ」

			「わかりました、ご主人様！」

			　なにがわかったんだよ。全然わかってないじゃねえかよ。

			「はぁ……とりあえず、皆のとこに行くか」

			「……ですね」

			　俺たちはガルディアの言動に頭を抱えながら、地球人(プレイヤー)が貸切にしている宿のほうへ歩いていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「無事帰ってきたな、一之瀬君」

			　俺はフィルと一緒に、早川先生のもとを訪れた。

			「ええ、ただいま帰ってきましたよ」

			「八(や)重(え)君のほうも元気そうだな」

			「は、はい……」

			　早川先生は、続いてフィルのほうへ目を向けた。

			　八(や)重(え)って、フィルの苗字か。今まで聞く機会もなかったから、何気に初めて知ったな。

			　まあ、俺とフィルは他のゲームからの付き合いだし、そういったリアルネームを教え合うのはどうにも抵抗があったからなんだが。

			「私としては、君が一番心配だったんだ。旅の途中で一之瀬君になにかされなかったか？」

			「って、心配するところはそこですか」

			　心配だったのは、フィルの命じゃなくて貞操かよ。

			　多分、俺の力を信用していたから命にかかわる事態にはならないだろう、とか思ってたんだろうけど。

			「大丈夫でした……残念ながら」

			「そ、そうか。残念ながらか」

			　フィルの返事に、早川先生はたじろいだ。

			　こんな含みのある言い方は、ちょっと予想外だったのだろう。俺も予想外だったが。

			「……一之瀬君。君はずいぶんと後輩に慕われているようだな？」

			「…………」

			　俺は早川先生になにも言い返さない。フィルもこちらを見ているが、スルーだ。

			「まあ……いいだろう。だが、不純な行為は慎むように。君たちはまだ学生なのだからな」

			「わかってますよ」

			　今更そんなことを言われるまでもない。

			　いろいろ謎な交流をしてしまった俺たちだが、一応はまだピュアな関係を保てている。

			「念を押してもう一度言うぞ。恋愛とかそういうのは、君たちにはまだ早い。だから――」

			「そんな何度も言う必要ないでしょう。俺とフィルは友達同士という健全な関係です。それに、もし俺たちが恋愛をしたとしても、大して珍しいことでもないのでは？」

			　小学生でも彼氏彼女がいる、という話は今時普通にある。

			　恋愛をするのに早すぎると講釈をたれるのは、旧時代的な思考だ。

			「そ、そうは言ってもだな……やはり10代でそういうことをするというのは、なんというか早すぎると言うかなんというか……いや、そうだ、そもそも私は教職に就く身だ。性の乱れに苦言を呈するのは、不思議でもあるまい？」

			「性の乱れって……まあ、教師という立場上、釘を刺しておきたくなる気持ちもわからなくはありませんが」

			　どうも早川先生は、そういうことに厳格な人のようだな。過去に辛い思い出があったか、それとも家が厳しいのか、ただ単にそういう経験が少ないから僻(ひが)んでるのかは知らないが。

			　こうして、俺たちは早川先生への報告を終わらせて、その場を後にした。

			「……ミナたちはまだ狩りの途中、か」

			　早川先生の次にミナたちに会おうと思っていたのだが、何度か通信した結果、『今は忙しい』と袖(そで)にされてしまった。どういうことだろうか。

			　ミナは百歩譲って納得してもいいけど、サクヤは俺が帰ってきたら真っ先に寄ってきそうだと思ってた。なのに、２人ともわりと冷たい。

			　感動の再会とかそういうのを期待していたわけじゃないものの、ちょっとショックだ。

			「まあ、いっか……先にクレールに挨拶しにいこうぜ」

			「ん……了解」

			　ミナとサクヤの件を保留にして、クレールがいるであろう大墓地へと向かった。

			　クレールはすぐ見つかった。

			　墓地に足を踏み入れた瞬間、クレールは怒(ど)涛(とう)の勢いで、俺の胸にダイビングしてきた。

			「うおおおおおぉぉぉぉ！　会いたかったぞ、シン殿ぉぉぉぉ！」

			　少し熱烈すぎる気がするものの、こっちは予想通りの反応だ。

			　俺はそれを受け止め、首元でわんわんと号泣するクレールをあやすように揺らす。

			「おーよしよし……元気にしてたか、クレール？」

			「全然元気などではなかったぞ！　心配をかけさせおって！」

			「そうか」

			　俺たちを心配してくれていたというクレールに申し訳なかったという気もしたが、同時に、これだけ心配してくれていたことを嬉しいと思ってしまう。

			「ぐす……フィルもよく無事に帰ってきたな。貴様は小さいから、特に心配したぞ」

			「心配かけてごめんなさい……」

			　やっと俺から離れたクレールは、次にフィルのほうへと抱きついた。

			　小さいとか言ってるけど、こうして見るとクレールも大して身長が変わらないんだが、とかいうツッコミはしないでおこう。

			　見た目的に同い年っぽく見えるからか、フィルとクレールはそれなりに仲が良い。

			　クレール的には、フィルは友達という認識なんだろう。

			「それで、ヒールのほうはいるか？」

			「うむ……盛大にかけてくれ」

			　ようやくグズるのをやめたクレールに、俺はヒールをかけた。

			　今はまだ少女の姿を維持しているが、ダメージヒールを受けられないと、それもいつまで持つかわからない。

			　俺たちとの再会が骨の状態じゃなくてよかったな、クレール。

			「ぁ……ふぅ…………シン殿。もしや貴様のデスヒール、さらに磨きがかかっていないか？」

			「わかるか」

			「当たり前だ。久しぶりであるとはいえ、我が貴様のデスヒールの味を忘れることなど、あるはずはないのだ！」

			「ほ、ほぅ」

			　な、なるほどな。いつの間にか、クレールはデスヒールソムリエになっていたようだ。

			「それで、後ろにいる生き物はなんなのだ？」

			　俺がヒールをかけていると、クレールは気持ち良いのか体をくねくねさせながら、ガルディアのほうを見た。

			「ああ、こいつはガルディアっていうんだが……とりあえず人化して、挨拶してくれ」

			　紹介するなら、獣族であることも教えておいたほうが良いだろう。

			「はーい！」

			　獣から人の姿へと変身したガルディアを見て、クレールは目を丸くした。

			　ちなみに、今のガルディアは全裸ではなく、白いマントで体を隠している。

			　これは、精霊族の国で見つけた、本人の意思に沿って布面積が変化するというスカーフを使った応急措置だ。

			　マントの中身は相変わらず裸という、いわゆる裸マントではあるが、獣状態のときにこのスカーフを首に巻いておけば、今みたいにその辺で人化しても素肌を晒(さら)さないようにできる。

			「ほぅ……『獣化』であったか」

			「知っているのか、クレール」

			「うむ」

			　さすがはクレール先生だ。

			　もしかしたら驚くかもしれないと思ってたけど、これも年の功というやつか。

			「しかし、『獣化』は初代獣(じゆう)王(おう)の直系が、稀(まれ)に使えるようになる技能であったはずなのだが」

			「あ、私のパパンは今、獣(じゆう)王(おう)やってますよ。多分、血統としては初代に一番近いです」

			「むむ、そうであったか」

			　獣(じゆう)王(おう)の娘であるガルディアを死(し)霊(りよう)王(おう)たるクレールに会わせていいものなのか、少し悩んだ。

			　一応、ガルディアは『パパンも、精霊王と懇意にしている死(し)霊(りよう)王(おう)と事を構える気なんてないですよ』と言っていた。獣(じゆう)王(おう)と精霊王は同じ大陸のよしみで、それなりに交友があるらしい。

			　それに、元々精霊族も魔族と小競り合いを起こすことが多かったらしいので、敵の敵は味方、というような感じなのだとか。

			　だから、ガルディアをクレールに会わせても問題ないはずなのだが……。

			「シン殿、もしやこやつもハーレムに加える気か？」

			　別のことを心配されていた。

			「そんなんじゃねえよ」

			　俺はクレールの発言を否定しつつも、ホッと息をついた。

			　どうやら、問題ないようだ。でも、ハーレムとか認識されるのは問題だ。

			　少女姿のガルディアはフィルやクレールより小さいし、多分小学生くらいの年だろう。

			　まあ、胸は全然小学生じゃなかったわけだが。

			「シンさん」

			「……俺はなにも見てないぞー」

			　フィルに反応して、俺はガルディアの胸に向きそうな視線をあさっての方向に投げた。

			　俺はロリコンではないから、ガルディアの胸が大きかろうが小さかろうが、特になにも思ったりはしないのだ。

			　だから、ジト目で見るのはやめてくれ、フィル。

			「……ああ、そうそう。そういえば、ミナとサクヤは最近どうしてたんだ？　さっきも連絡を入れたんだけど、忙しいからって言われて会えなかったんだが」

			　とりあえず俺は、場の空気を変えるべく、クレールにミナたちのことを訊ねた。

			　何気に、この話題はとても重要なことだ。

			　だから、ジト目で見るのはそろそろやめてくれ、フィル。

			「うむ……あやつらか……」

			「俺たちがいない間に、なにかあったのか？」

			「いや、別になにか悪いことがあったわけではないのだが……その辺りについては、本人たちに聞くと良い。我は口止めされているゆえな」

			「？　わかった」

			　どうも歯切れの悪い言い方だが、クレールの言葉に従って、俺は直接ミナたちに聞くことにした。

			　そして、俺たちは墓地から町まで戻ってきた。

			　夕日が沈みかけているその頃、ミナとサクヤも、ちょうど町まで戻ってきたらしい。

			　彼女たちは、ウルズの泉近くにいた。

			　ミナとサクヤは全身泥(どろ)まみれでボロボロで……とても疲れたという様子だった。

		

	
		
			２　再会

			　

			　ミナとサクヤを見た俺は内心で驚いた。

			　２人は全身泥(どろ)だらけだ。

			　さっきまで狩りをしていたというのは、どうやら本当らしい。

			　だが、よほどハードな狩りをしないとできないような汚れ方だ。

			　それに、２人とも相当疲れているように見えるな。

			　どれだけの狩りをこなしたのか、見当もつかない。

			　ちなみに、サクヤもミナも、この数ヶ月で装備もだいぶ更新したようだ。

			　サクヤは、黒のローブだったのが学生服のようなものに黒マントを羽織った姿になり、武器も木でできた杖から金属製のステッキに変わっている。

			　ミナは主要武器が片手剣から大剣に変化したようだ。自分の身長ほどもありそうな大剣を２本も背負っていて、とても重そうだ。
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			「……どうしたんだ、ミナ、サクヤ」

			「あ……シン様！」

			「……げ」

			　俺の声に反応して、２人はこちらを向く。

			　サクヤは途端に笑顔となり、ミナは苦虫を噛み潰したような表情を作った。

			　なんでミナはそんな渋い顔してんだ。

			　しかも『げ』ってなんだ。サクヤみたいに喜んでくれるもんだと思ってたんだけど。

			「シン様ー！」

			　俺がミナの挙動に首を傾げていると、サクヤが駆け寄ってきた。

			　それを見た俺はヤレヤレと思いつつ、安全に受け止めるため、腰を若(じやつ)干(かん)落とす。

			　せっかくの再会なんだ。今回だけは俺の胸に飛び込んできても別にいいと思うよ、うん。

			　そして、そのあと俺がサクヤに軽く文句を言って無理やり引き離す。

			　これが俺たちなりの再会の仕方と言えるだろう。

			「……っ…………」

			　と、俺がサクヤを受け入れる準備を整えていたのに、彼女は目の前で急ブレーキをかけた。

			　サクヤは俺のすぐ目の前で立ち止まった。

			「……どうしたんだ、サクヤ？　普段のお前なら、ここは飛び込んでくると思ってたんだが」

			「え、えへへ……今はちょっと汚いから、私」

			「ああ、そっか」

			　サクヤは現在、全身泥(どろ)にまみれている。

			　このまま抱きつかれてたら、俺が身に着けている鎧(よろい)のメンテがメンドウになっていたな。

			　彼女はそれを気にしてくれたのか。

			「…………」

			　しかし、久しぶりに間近でよく見たが、やっぱりサクヤってかなり可愛(かわい)いな。

			　前髪が長いせいで素顔が少し隠れているが、こうしてすぐ傍(そば)で見ると、その整った容姿がよくわかる。

			「……それで？　サクヤたちはさっきまで狩りをしてたんだよな？」

			　俺は周囲をキョロキョロ見回しつつ、内心を悟られないよう誤(ご)魔(ま)化(か)した。

			「あ、うん。そうだよ」

			「そっか。でも、戻ってきたのは２人だけなんだな。もしかして、俺たちのためにサクヤたちだけ先に戻ってきてくれたのか？」

			「う、うん。まあ、そんなとこ」

			　ユミやマイ、ついでに氷室とか、そういう奴らとは別れてここに来たのだろうか？

			　多分、今までずっとあいつらと一緒に狩りをしてたんだと思うんだが。

			「それよりシン様、後ろにいる子は誰かな？」

			「ああ、こいつか」

			　サクヤは俺の背後にいるガルディアに視線を向けた。

			「初めまして！　私の名前はガルディア・スフィンシスといいます！」

			　ガルディアはサクヤに元気よく挨拶をした。

			「今はご主人様たちの足代わりを務めさせてもらってます！」

			「……ご主人様？」

			「はい！　この人です！」

			　ガルディアは元気よく俺のほうを向いた。それにつられて、サクヤも俺のほうを向く。

			　違うんです。

			「どういうことかな、ご主人様？」

			「こいつが勝手にそう呼んでるだけだ。あと、サクヤまでご主人様言うな」

			「でも、私はまだご主人様の所有物です！　ここに来るまで、ご主人様は何度も私に乗りましたよ！」

			「ほ、ほー……の、乗った？　……んだね。しかもシン様の所有物なんだね？」

			「はい！」

			「誤解を生みそうな発言はやめてくれ、マジで」

			　俺に少女を所有物にして乗るような趣味はない。

			　ていうか、乗るってなんだよ。

			「私でさえシン様に乗られたことないのに……」

			「いや乗らないから。どういうふうに乗るのかは知らないけど、俺は乗らないから」

			「でも、ご主人様は『ガルディアの乗り心地は抜群だな』とよく言ってくれましたよ！」

			「だから誤解を生みそうな発言はやめてくれ、ホントお願いします」

			　こいつ、わざと言ってるんじゃないだろうな。

			　しかも、声でかいし。周りの人たちが、俺たちを見てヒソヒソ話し始めちゃってるし。

			　もう駄目だよ、完全に聞かれちゃったよ。

			　小さな女の子に乗って悦(えつ)に浸(ひた)る変態だと思われちゃったよ。

			「ぐぅ……わ、私のほうが乗り心地いいもん！　さあ、シン様！　思う存分私の乗り心地を確かめて！」

			　さらには、サクヤがその場で四つんばいになって、俺に乗れと叫んでいる。

			　なに、この状況。俺、もう逃げていいですかね。

			「……いつまで馬鹿なことやってるのよ、あなたたちは」

			「あうっ」

			　周囲から向けられる鋭い視線に耐えられなくなってきたところで、ミナがサクヤの首元をつかんで、無理やり立たせた。

			「本当はちゃんと綺(き)麗(れい)にしてから会いたかったんだけど……しょうがないわね。で、その子のことをもうちょっと詳しく聞かせてもらえる、シン？」

			「あ、ああ、もちろんだとも」

			　さっきミナが『げ』って言ったのは、身だしなみを整えていなかったからか。

			　別に俺は、ミナたちの身だしなみが乱れてても、そこまで気にしないのに。

			　そんなことを思いながら、俺はミナの誤解を解くべく説明を行ったり、ガルディアをその場で獣化させたりした。

			「まあ……大陸横断のときに足代わりとして使っていたっていうのは、本当っぽいわね」

			　ミナは眉(み)間(けん)に寄せたシワを徐々に緩め、『はぁ』とため息をつく。

			　とりあえず、獣状態であるガルディアを見て、納得してくれたようだ。

			「それで、シン様。この子には手を出したりとかしてないよね？」

			「してねえよ馬鹿ヤロウ」

			　サクヤのほうは微妙に怪しんでいるようだ。

			　小学生くらいの子に手を出すとか、発想が酷(ひど)いな。俺って、サクヤからそんな信用されてなかったんだろうか。

			「じゃあ、フィルちゃんにも手は出してない？」

			　しかし、今の問いは答えづらい。

			「そ、そんなことしてねえよ」

			　なにもやましいことがなかったかと聞かれれば、そうでもなかったからな。

			「……フィルちゃん、シン様となにかあった？」

			　俺の微妙な様子を感じ取ったのか、サクヤは次にフィルへと話を振った。

			「オレは……………………」

			「!?」

			　……フィルが俺の腕に自分の腕を絡め、そっと寄り添ってきた。

			　俺に好意を抱いていることを誤(ご)魔(ま)化(か)す気はないのだろう。

			「そ、そうなんだ……で、でもシン様はフィルちゃんとそういう関係になったわけじゃあ……ないんだよね……？」

			「あ、ああ。俺はフィルとそういう関係になったわけじゃあないぞ」

			「な、ならいいんだよ、うん」

			　サクヤはカタカタと体を震わせつつも、俺の言葉を聞いてホッと息をついていた。

			　濁(にご)した言い方なのは、サクヤなりの自己防衛なのだろう。

			　だから、俺も彼女に合わせて、直接的な表現は控えておく。

			「なんだ、フィルもシン殿のことが好きだったのか。気づかなかったぞ」

			　……今まで沈(ちん)黙(もく)を貫(つらぬ)いていたクレールが混ぜっ返してきた。

			「へ、へー……そ、そうなんだー……フィルちゃんもシン様のこと、好きなんだー……」

			　フィルは俺のことが好き。

			　それを完(かん)璧(ぺき)に理解したらしきサクヤは、露骨にうろたえ始めた。

			「…………」

			　サクヤの問いかけに、フィルは黙(だま)ったままコクリと頷く。

			　すると、サクヤはフラフラと宿のほうへと歩き出した。

			「そ、そろそろ体洗いたいし……宿のほうに戻るね……」

			　そしてサクヤはそう言って、俺たちの下を去っていった。

			　なんで、あんなにショックを受けてるんだ。

			　クレールのときは、あんな感じじゃなかったと思うんだが。あのときとなにが違うっていうんだろうか。

			「あー……それじゃあ、私も宿のほうに行くわ。またね」

			　ミナも、サクヤを追いかけるようにして走って行った。

			「……なんなんだ、あいつらは」

			　サクヤにしろミナにしろ、どうも様子がおかしかった。

			　たった数ヶ月の別れが、この溝を作り出したのだろうか。

			　こうして俺は、微妙な気持ちを抱いたまま、フィルと一緒にログアウトすることにした。

			　ちなみに、ガルディアはクレールに任せた。

			　次にログインできるのは地球時間で最速でも約半日後。

			　つまり、アースでは約２週間後ということになる。

			　それくらいなら、クレールも町で暮らせるだろう。

			　また、俺は学校でミナたちともう一度話してみようとも考えていた。

			　……しかし、それは無理だった。

			　彼女たちは、どうも俺を避けているようで、ロクに会話をすることもできなかった。

			　それは、俺としても良かったのかもしれない。

			　なぜなら、あの２人と会話をする場合、レベル差についてとパーティーを改めて組むかどうかについても、話さなきゃいけなくなるんだから。

		

	
		
			３　生命の花

			　

			　俺は今、フィル、ガルディア、クレールを連れてテキサスという村まで来ている。

			　なぜ俺たちがここに来たかというと、早川先生から、とある調査を任されたからだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「生命の花？」

			　アースにログインし直した俺は、早川先生に呼び出された。

			「ここから北西へ進んだところにテキサスという名の村がある。その村自体は特に目立ったものがあるわけではないのだが、最近になって、近隣の山脈に『生命の花』が生えているという情報が手に入った。君にはその真偽を確かめに行ってもらいたい」

			「はぁ」

			　俺は早川先生の説明を聞き、生返事する。

			『生命の花』といえば、わりと重要な植物だ。

			　その花が蓄えている蜜を飲むと、生命力――俺たちで言うところのＨＰだ――が増えるというチートアイテムなのだとか。

			　もしそんな花が自生しているのだとすれば、調査しないとだろう。

			　地球人(プレイヤー)は、その花を量産するために品種改良をしていたりするって話も聞いたことがある。こういった理由から、天然物がどのような環境下で育っているのかという情報を、アースのいたるところから集めているらしい。

			「でも、なんでそんな調査を俺に？」

			「君はしばらく暇(ひま)そうだったからな。こうして仕事を振ってみたというわけさ」

			「……なんで俺が暇(ひま)そうなんですか。俺だって、それなりに暇(ひま)じゃなかったりしますよ？」

			「嘘(うそ)をつくな。どうせ、しばらく本格的なレベリングをする気なんてないのだろう？　しかも君は、学校の授業をほとんど免除されている身のはずだ。いったいなにをするという？」

			「う……」

			　さすが先生だ……俺の現状をきちんと把(は)握(あく)していらっしゃる。

			　実際のところ、今の俺は始まりの町周辺で狩りをする旨味が少ない。

			　少し足を延ばせば、適正レベル30～40ほどの狩場もあったりするが、60オーバーの俺では、得られる経験値も雀の涙ほどだろう。

			　金のほうも、今は困っていない。

			　だから、積極的な狩りをする理由がない。

			　狩りにおけるプレイヤースキルも、レベル差がありすぎてあまり鍛(きた)えられないだろうしな。

			　加えて、学校の授業もあまり気にしなくていい。

			　時々、始まりの町に設立された校舎で授業を受けていたりするが、アースにおける俺たちは、生徒というよりも調査員として扱(あつか)われている。

			　なので、俺たちはアースで生き抜くだけの力を蓄えられたら、アース調査を任せられることになっていた。

			　今の俺は、もう調査員として活動をさせても問題ない、と早川先生は判断しているんだろう。

			　まあ、それでもここには、まだやれること――迷宮攻略とかがあったりするんだけどな。

			　でも、俺は今の状況でそれをやっていいものなのかすら、悩んでいたりもする。

			　……あと、ミナたちの件も、ひとまず保留にしている。向こうがあえて俺を避けているように見受けられるからだ。

			　今は無理に話しかけようとせず、向こうから話しかけてくれるようになるのを待とう。

			　できれば、なるだけ早く声をかけてほしいな。

			「いやなに。今回の調査は子どものおつかい程度の難易度だ。そう気を張らなくてもいい」

			「……別に俺は緊張しているとか、そういうわけではありませんよ」

			　ミナたちとのことに思いを馳せていると、その様子を見て、早川先生は誤解したようだ。

			　緊張しているとか思われるのは癪だ。

			　今までだって、訪れた町や村についてや、その周辺で現れるモンスターの分布や習性などのレポートは書かされたりしていた。今回の調査も、その延長線上にあるものにすぎない。

			「気が乗らないように見えるから言ってしまうが、君は私に恩を返すべきなんじゃないか？　アクラムにおける空き巣事件の際に君が起こしたＰＫ紛いの行為は、私がひたすら頭を下げることで有耶無耶になったのだからな」

			「え……そ、そうだったんですか」

			「ああ。そうだったんだ」

			「へー……」

			　どうやら、早川先生は俺がミーミル大陸でやりすぎた一件でお咎(とが)めをくらうのを阻止してくれていたらしい。こんな話を聞くと、ますます断りづらくなってしまうな。

			「……わかりました。行ってきますよ」

			「そうか。では、くれぐれも慎重に事を進めてくれ。たとえミーミル大陸から無事帰ってきた君でも、油断をすれば命を落としかねないのが、この世界なのだからな」

			　こうして俺は、早川先生から依頼を受けることになった。

			「ああ、あと、これを君に渡しておく」

			「？　なんですか、これ」

			　と、そこで早川先生からカードサイズの青いプレートを手渡された。

			「『スキルジャマー』という、この世界に存在する技能(スキル)封じのアイテムを元にして改造した『アビリティジャマー』だ。これを割ると、およそ１分間ほど、半径３メートル内で発動される異能を阻(そ)害(がい)できる」

			「異能阻(そ)害(がい)……『アンチアビリティ』ですか？」

			「似たようなものだ。とりあえず、これがあれば、空間転移系の異能者に出くわしても、以前のようにはいかないだろう？」

			「そうですね」

			　異能の発動を阻(そ)害(がい)する装置『アンチアビリティ』が地球にはあるのだが、まさかアースでもそれに近い物を作り出せるなんてな。

			　これを使うと、俺のアビリティも一時的に使えなくなるだろうけど、そうなったら異能なしで戦ってやるまでだ。

			「では、話もこれくらいにして、早速調査に向かってくれ」

			「了解」

			　こうして俺は、同じく調査を任されたフィル、足役のガルディア、そしてクレールとともに、テキサスへと向かった。

			　ガルディアは足役だが、クレールは別に来なくてもよかった。

			　しかし、俺とフィルが２人で旅をしていたことが羨(うらや)ましかったらしく、『貴様たちだけでまた旅をするなんてずるい』と言って、ついてきた。移動中は俺の影に入る、というトンデモ技を用いて。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　開拓の村テキサスには、始まりの町から３日程度で着くことができた。

			　本来なら１週間はかかる道のりだったらしいが、ガルディアの足ならその半分以下で済む。

			　ガルディア様々だな。

			　そして、俺たちはテキサス周辺をひたすら歩き回り、さらに３日が経過したところで、ようやく『生命の花』を見つけることができた。

			「さすがに、そこまで多く咲いているわけでもなかったか」

			　テキサスから西のほうにあるグアダルーペ山脈の奥に、その花は生えていた。

			　そこには『生命の花』が12輪ほど生えているのみで、どうやらこれで全部のようだ。

			　まあ、この花が１００とかあったら、もっと騒がれていてもいいはずだからな。

			　山奥という立地条件も絡んでいるだろうけど、10もあったら御の字か。

			「で、だ。本当に俺が飲んでいいのか？」

			「オレは良いと思……います」

			「我にとっては、むしろ毒であるしな」

			　生命の花は、摘(つ)み取ってはいけないらしい。

			　しかも、適した環境でないとすぐ枯れるうえ、蜜も直接啜(すす)らないと効果が悪いのだとか。

			　栽培が難航している原因でもある。

			　そういうわけで、俺たちはこの花が生えている周辺の環境情報を調べればいいのだが、ＨＰを上げるという花の蜜は、俺たちが貰っていいことになっている。

			　今回の報(ほう)酬(しゆう)的な扱(あつか)いだ。

			　この場合、俺たち４人が飲んでいいということになる。

			　だが、それをフィルとクレールは辞退した。

			　クレールのほうは不死族の都合によるものだが、フィルは普通に俺へ譲るというのだ。

			　タンクである俺としては、ＨＰを上げられるのなら、是非上げておきたいところだが……。

			「でも、それだと不公平じゃないか？　ここまで４人で探しに来たわけだし」

			「なに、我はこうして外の世界を見られるだけで十分だ」

			「攻撃力を上げられるものなら別だけど……ＨＰならシンさんが上げるほうが良いから」

			　そういうことなら、ありがたく頂くとしよう。

			「……そっか、ありがとな」

			『生命の花』周辺をスケッチし出したフィルと、彼女の描く絵を見て『おお！』と驚いているクレールに、俺は感謝の言葉を告げた。

			「わ、私の分はあげませんよ！」

			「ああ、はいはい」

			　フィルやクレールは辞退したが、ガルディアは花の蜜に興味津々のようだ。

			　こいつの場合は、ＨＰ（生命力）云々ではなく、ただ単に食い意地がはっているだけだな。

			「それじゃあ、失礼して……」

			　食いしん坊なガルディアから視線を外した俺は、『生命の花』に顔を近づけ、花びらの基部に溜め込まれた少量の蜜をそっと啜った。

			「お……」

			　爽やかな甘さが口の中に広がる。それと同時に、なにか力が漲るような感覚に襲われた。

			　メニュー画面からステータスを見る。すると、ＨＰが１増えていることが確認できた。

			　ＨＰを上げる、という話は本当だったようだな。

			「これなら、定期的にここへ足を運ぶのも、悪くないかもしれないな」

			『生命の花』が十分に蜜を溜め込むには、１ヶ月以上かかるらしい。

			　でも、レベルを上げずにＨＰを上げられるなら、来る手間をかける価値は十分ある。

			「んん～美味しい～」

			　ここには『生命の花』が12輪あったが、ガルディアは６輪分の花の蜜を飲んで、幸せそうな表情をしていた。

			　彼女のなかでは、俺と半々という計算になっていたようだ。

			「あの～ご主人様～、もしあれでしたら、もうちょっと飲――」

			　飲み足りないのか、ガルディアはねだるような声をあげた。

			「残りは渡さん」

			　が、俺はそれをスッパリ切って、残った花の蜜を急いで飲んだ。

			　ただのお菓子ならあげてもいいけど、今回のはわりと重要な強化手段なので、これ以上渡すわけにはいかない。

			「そんなに美味いのか。なら、我も味見程度はするべきか」

			　俺が蜜を全部飲み干したところで、クレールがそんなことを言い出した。

			「いや……もう全部飲んじゃったよ。そういうことは、もっと早くに言ってくれ」

			「ふふふ、まだ残っていそうなところがあるであろう？」

			「なに？　それはどこに――」

			　俺が首を傾げていると、クレールは俺の首元に両腕を絡めてきた。

			　クレールは、俺の口元を見ながら自分の唇を舌で舐めている。

			　これは、つまり……口移し的なあれですか。

			「だ、駄目っ！」

			　クレールの唇が俺の唇に接触しようとした瞬間、フィルがその間に手を割り込ませてきた。

			「ぐみゅっ!?」

			　さらにフィルは、クレールの顔を手の平で押す。

			　顔が潰れたクレールから、変な声が上がった。

			「……前にも一度したのだから、別に良いではないか」

			「だ、駄目なものは駄目！　し、シンさんは軽々しくそういうことはしないって決めてるんだから！　で、でしょ！　シンさん！」

			「あ、ああ、まあな」

			　今、ナチュラルにキスをされそうになっていて気後れしたが、俺はフィルに、その辺についてはしっかりした男になるって誓ったんだった。

			　前に一度、クレールには不意打ちをされているけど、だからといって、ここでそういうことを許容しちゃいけないな。

			「あ、で、でも……オレもちょっとだけ味……いや、なんでもないです……」

			　フィルが何事かを呟(つぶや)いた。

			「？」

			　けれど、俺がそれを聞き終える前に、彼女は再びスケッチ作業に戻っていった。

			　なんだかよくわからないが、とりあえずクレールにはきっぱり断っておこう。

			「クレール。もし蜜の味見をしたいなら、ガルディアと口移ししてくれ」

			「む……わ、我にはそういう趣味はないからな……」

			「そっか」

			　どうやら、やっぱりクレールの本命は蜜ではなく俺であったようだ。

			　相変わらず、こいつには隙を見せられないな。

			「んー？　残ってるかわかんないけど、味見したいならいいよー」

			　と思っていたら、俺たちの会話を聞いていたガルディアが、突然クレールにキスをした。
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			「んんっ!?」

			「!?」

			　しかも……ねっとり濃厚な舌を絡めたディープなキスだ。

			　そこはかとなくエロい。

			　なにやってんだ、ガルディアは。

			「ん……美味しかった？」

			「…………よ、よくわからなかった」

			「そう？　じゃあ、もう一回――」

			「！　いや！　もういい！　もう十分味わったから！　ご馳走様でした！」

			「んー？　そう？」

			　天然なのかわざとなのかよくわからないガルディアに、クレールは押されていた。

			　ガルディア的には、今のは別に大したことじゃないみたいだが、クレールは顔を赤くして、彼女から距離を取っている。

			　こういう反応をするから、クレールは精霊王に遊ばれていたんだろう。

			　ちなみに、精霊王に会ったことはクレールに話してあるが、彼女は『そ、そうか……』と顔を引きつらせながら呟(つぶや)くだけで、あまり多くを語らなかった。

			　かつて、クレールと精霊王の間になにがあったのか、ってそんなことはどうでもいいか。

			　にしても……今のは本当に不意打ちすぎたな。

			「……シンさん、顔がにやけてる」

			　フィルから指摘が飛んできた。

			「……気のせいだ」

			　美少女２人のキスシーンを見て、つい顔が緩んでしまったようだ。

			「それじゃあ一度、村に戻って休もう」

			　そうして俺は、心中で『ごちそうさま』と呟(つぶや)きつつ、帰路についたのだった。

		

	
		
			４　閑話～再戦の兆し～

			　

			　フヴェル大陸一の大国であるニヴルヘイムに帰還したグリム・ハザードは、現魔王が構える王城内の玉座前で、蛇のような男から罵(ば)声(せい)を浴びせられていた。

			「ヒャハハ！　てめえ、よくノコノコ戻ってこれたなぁ？　えぇ？　グリムぅ？」

			「…………」

			　グリムの目の前に立つ男の名は、ニーズ・フィヨルド。

			　現魔王、ニドルク・フィヨルドの息子であり、魔軍第一部隊の隊長を務める魔族だった。

			「やっぱり、俺様が出向くべきだったなぁ。せっかく獣(じゆう)王(おう)を仕留められるってところだったのによぉ…………このオトシマエ、どうつけるつもりだ？　あぁ!?」

			「……申し開きのしようもございません。いかような処(しよ)罰(ばつ)も受ける覚悟です」

			　ニーズに責め立てられるグリムの顔には、一切の焦りも恐怖も浮かんでいない。

			　言葉の通り、今回の一件による処(しよ)罰(ばつ)を甘んじて受ける、という意思のみがそこにはあった。

			　しかし、その態度だけでは、ニーズの腹の虫は収まらない。

			「そうかぁ……だったら俺様の手で直々に――」

			　ニーズがグリムに向かって拳(こぶし)を振り上げた、そのとき。

			「まあまあ、いいではありませんか。今回失敗したなら、次成功すればいいのです」

			「…………っ！」

			　１人の女性が、優しげな声を静かに発した。

			　黒いマントで身を包んだその女性は、魔族ではない。

			　彼女の肌は白く、目と髪は黒。百人に訊ねれば百人が美しいと答えるであろう美貌を持つ、人族であった。

			「ルヴィ。何度も言ってっけど、俺らの問題に口出すなや」

			　そんな女性――ルヴィに、ニーズは忌(いま)々(いま)しいというような表情を向ける。

			「あら、いいではありませんか。魔王様もそう思いますよねえ？」

			「……ああ、そうだな」

			　しかしルヴィは、玉座に座る現魔王、ニドルクの許しがあって、ここにいる。

			「…………チッ」

			　そのことを再認識させられたニーズは、舌打ちしながらもグリムのほうへと視線を戻す。

			「とにかくだ、これ以上、グリムに任せる気なんざねぇ。獣(じゆう)王(おう)の首は、俺様が頂くぜ」

			　ニーズはそう宣言し、今度は魔王のほうへと目をやった。

			「親父もそれでいいだろぉ？　俺様はグリムみたいに、人族１匹に後れをとるようなヘマなんかしねえぜぇ？」

			「む……そうだな。ならば――」

			「なりません。あなたにはこの魔王城を警護する役目がありますし、次代の魔王候補なのですよ？　もし戦で死なれでもしたら、大変です」

			「むぅ……確かに。ニーズ、行ってはならんぞ」

			「親父ぃ……」

			　途中までは自分の主張を肯定していた魔王が、ルヴィの言葉であっさり覆(くつがえ)した。

			　その様を見て、ニーズはやりきれない気持ちになった。

			　どうして、自分の親はこうも骨を抜かれてしまったのか、とニーズは思う。

			　しかし、そんな魔王の変化には心当たりがいくつかあった。

			　１つ目は、魔女と名乗るルヴィの存在。

			　彼女は10年ほど前に魔王城へと訪れ、魔王をたらしこんだ。

			　その結果、魔王はルヴィの言うことであれば、ほとんどを受け入れるようになってしまった。

			　２つ目は、ニーズの兄であるニルグの急死。

			　ニーズよりできのいい兄は、次期魔王として有望視されていたにもかかわらず、謎の奇病を患って、３年前に亡くなってしまった。

			　考えてみると、父はその頃からさらにルヴィの言葉へ耳を傾けるようになった。

			　他にも理由はあるかもしれないが、大きな理由として、この２つが挙げられるだろう。

			　と、ニーズは頭の中で整理し、目の前にいる女性を睨(にら)んだ。

			「……あんま、調子乗るんじゃねえぞ？　親父のお気に入りだからって、俺様がてめえを殺さないっつぅ保証はないんだからよぉ」

			「あら怖い。その睨(にら)みだけで、私は失禁してしまいそうです。さすがは《狂乱中(ちゆう)将(じよう)》」

			　ニーズは射殺すかのような視線を向けるが、ルヴィはそれを軽く受け流した。

			　口元を両手で覆(おお)うルヴィの仕草は、怖がっているというよりも、おちょくっている、と言ったほうが正しい。

			　そんな彼女の様子に、ニーズは怒りを抱く。

			　魔族の中でも一位二位を争うほどの実力者であるニーズにとって、侮(あなど)られるのは許せることではなかった。

			「…………」

			　が、ここでルヴィをひねり殺すほど、ニーズは分別を弁(わきま)えていないわけでもなかった。

			　ルヴィが魔族に明確な害を及ぼしたことはなく、人族ではあれど、魔王が彼女の存在を認めている。

			　ニーズは、勝手に彼女を殺すわけにもいかなかった。

			　自分は、次期魔王として、理にかなった行動をしなければならない。

			　けれど、それでこの話を終わらせる気も、ニーズにはなかった。

			「でも、俺様は行くぜぇ。城の警備なんざ、他の奴らにでも任せりゃいい。そして、俺様を殺せる敵なんざ、もうどこにもいねぇ。獣(じゆう)王(おう)だろうが剣王だろうが法王だろうが、今や俺様の敵じゃねぇんだよ」

			　ニーズは玉座に背を向け、歩き始めた。

			　己の敵を打ち倒しにいくために。

			「これだから、血気盛んなボウヤは……魔王様、あの子だけでは心配です。あの子の持つ戦力以外の軍も同行させるべきかと」

			「そうだな……グリム。ニーズのことは頼んだぞ。お主の処(しよ)罰(ばつ)については、此度の戦果によって決定することとする」

			「ハハッ！」

			　魔王はルヴィの助言を聞きいれ、玉座の間で跪(ひざまづ)いたままでいたグリムを、ニーズの補佐として指名した。

			　こうして、魔軍は再び獣族へと攻撃を仕掛けるべく、動き始めたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　魔王城の、とある一室。

			　ルヴィは全身を映す鏡を見ながら、１人の男と会話をしていた。

			「なかなか難儀しているようですね、ルヴィさん」

			「ええ、それもこれも、あなたのせいですよ。カミカゼ」

			　椅子に座り、ティーカップに注がれたハーブティーを優雅に啜(すす)るその男、カミカゼは、柔和な笑みを浮かべて、ルヴィのほうを向いた。

			「あれは、仕方がなかったんですよ。迷宮でいきなり腕を捕まれて、僕も動揺していたんです。だから、あのとき咄嗟に魔族と獣族が争っている戦場へ飛んだのも、そこで《ビルドエラー》が猛威を振るったのも、僕のせいではありません」

			「まあ、あなたが動揺していたかどうかは置いておきますが、《ビルドエラー》が私たちの予想以上に厄(やつ)介(かい)な相手であるということは、確かなようですね」

			　ルヴィは、そこで『はぁ』とため息をつく。

			　それを見て、カミカゼはさらに言葉を続けた。

			「せっかく、僕が妨害工作をせっせと行っていたというのに、《ビルドエラー》とその仲間は平然と迷宮攻略を続けているんですもん。参っちゃいますね」

			　迷宮攻略を目立たない程度に妨害する役目を任されているカミカゼにとって、《ビルドエラー》と呼ばれる少年の存在は、疎(うと)ましいものであった。

			　しかし、内心でそう思うものの、笑顔は絶やさない。

			　常に笑顔でいることは、彼の処世術であった。

			「そういえば、今も迷宮攻略は進んでいるそうですが、そちらについてはどうなっているのですか？」

			「いやあ、あれはもう僕の力では止められませんね。どうも開発局は、アースにおけるアンチアビリティを完成させたようで、迷宮内にそれを大量に設置しているみたいです。しかも、生徒たち全員にそれの簡易版を携帯させているうえ、迷宮内の警備をする名目で、調査員も何人か巡回しているようです。相手によっては、僕でも返り討ちにあうかもしれませんよ」

			　カミカゼは、綺(き)麗(れい)にセットされた頭を軽くかき上げながら、ルヴィに現状の報告を行う。

			　その内容は、迷宮内におけるＰＫ(プレイヤーキル)の犯行を示唆するものであった。

			「中高生以外のプレイヤーが迷宮内に入るということで、組合のほうも動かしてみたんですが、どうも入るのはレベル80越えの一流プレイヤーであるらしく、迷宮の利権と絡めることも難しい、という理由から、上手く止められませんでした」

			　地下30階ほどしか攻略できていない現状で、レベル80オーバーのプレイヤーが地下迷宮内に潜(もぐ)る利点はない。

			　完全な警備目的である以上、異能者共同組合は、この提案を強く否定することもできず、迷宮内での妨害工作は非常に行いにくくなった、とカミカゼはルヴィに説明した。

			「あらそう。なら、もっと直接的な妨害が必要になるということですね……たとえば、迷宮の道をどうにかして塞(ふさ)ぐとか……リアルアタックも有効かしら？」

			「それは、なかなかリスクが大きいのでは？　一応、僕たちはあまり目立ってはいけないことになっているでしょう？」

			「けれど、そうでもしないと迷宮が攻略されてしまいます。背に腹はかえられません」

			　これまでも、ＭＰＫ(モンスタープレイヤーキル)やＦＰＫ(フラグプレイヤーキル)紛いの手段を用いて、中高生プレイヤーの迷宮攻略とレベリングを遅らせてきたカミカゼであるが、《ビルドエラー》は、それをすべてかいくぐった。

			　ゆえに、《ビルドエラー》の排除、それに、最近また迷宮攻略を活発に行い始めるようになったギルド【流(りゅう)星(せい)会(かい)】への妨害工作の手段を、新たに模索する必要があった。

			「しかし、攻略されたと言っても、地下30階層程度です。焦る必要はありませんよ、ルヴィさん」

			「そうですね。では、今後の活動については、サードやヴォルスたちと相談して決めなさい」

			「わかりました」

			　とはいえ、彼女たちは特に焦っているわけでもなかった。

			　地下迷宮の最下層まで、あと70階層近く存在する。

			　しかも現在、異能開発局に所属している地球人(プレイヤー)の最高レベルは85。

			　地下１００階層を攻略するために必要なレベルは１００を超えると予想しているルヴィたちは、まだリアルアタック等のリスクが高い行為をする段階ではないと判断した。

			「私たちをお導きくださった魔女様のために、今できることをしましょう」

			「そうですね。僕たちは魔女様の忠実なる手足として、己に課せられた使命を果たしましょう」

			　そして、カミカゼは立ち上がり――その瞬間、部屋の内部から消え去った。

			　すると、ルヴィは『うふふ』と薄い笑い声を上げ、口元をゆるく歪(ゆが)ませた。

			「すべては魔女様のため……ええ、そうです。すべては魔女様のためなのですよ……」

		

	
		
			５　無茶振り

			　

			　テキサスへと戻ってきた俺たちは、ウルズの泉を使って、始まりの町へと戻った。

			　そして、早川先生に、『生命の花』が咲いていた場所の土や水、それに周辺の気温や湿度、また、フィルの描いた絵といった資料を渡したところで、ログアウトした。

			　そして、またログインしたら次の調査を言い渡され、俺たちはその調査をするために現地へと向かう、というようなことを２回ほど繰り返した。

			　この間、俺は自分の異能との付き合い方について考え直していたりもしたが、その日々は、とても穏やかだった。

			　そんなある日、夢でクロスと出会った。

			「よう、久しぶりだな。どうかしたか」

			「…………」

			　クロスは眉(み)間(けん)にシワを寄せて、黙(だま)りこくっている。

			　なんか、不機嫌っぽいな。

			　どうかしたんだろうか。

			「……のう、お主はウルズ大陸に戻ったら、迷宮攻略を進めるのではなかったのか？」

			「え？」

			「え？　ではないわ！　迷宮攻略をほっぽりだして、お主はなにをしておるんじゃ！」

			「ど、どうどう」

			　突然怒り出したクロスを見て、俺は落ち着くよう促(うなが)した。

			　つまり、あれか。

			　クロスは、俺が迷宮攻略とはまったく関係のないことをしてたから、怒ってるのか。

			「わしは、お主が戻ってきたら、真っ先に地下迷宮へ潜(もぐ)ると思っておったのに……」

			「あ、ああ……そうだったのか？」

			「そうじゃそうじゃ！」

			　なるほど。

			　そういえば、ここしばらく迷宮に入るということもなかったな。

			　迷宮は現在、地下34階までマッピングが完了しているのだとか。

			　俺がいない間に、地下30階層のボスを倒していたそうだ。

			　これは、あまり詳しく聞いた話じゃないが、その際のレイドパーティーには、ミナやサクヤ、それにユミやマイ、氷室なんかも入っていたらしい。

			　何気に、あいつらもメキメキ強くなっている、ということなのだろう。

			「お主が迷宮攻略に挑めば、地下60階までは問題なく進めると思うのじゃが……」

			「だろうな」

			　今の俺とフィルのレベルは64。

			　それに、俺たちとパーティーを組んでいるクレールやガルディアも、レベルという概念はないが、相当強い。

			　迷宮は、その階層の数字と同じレベルのパーティーで攻略するのが適正である、というようなことが、かつてのクロクロ運営ホームページに書かれていたから、まあ、人数不足でも地下60階辺りまではいけるだろう。

			　でも、それはどうなんだという気持ちが、俺の中にはある。

			　レベルと装備でごり押しして、そこまで進む意味があるのか、と思わずにはいられない。

			「別に、今すぐに最下層まで進めるわけじゃないんだから、あんまり焦らなくてもいいんじゃないのか？」

			「そ、それはそうなんじゃが……なんだかお主、あんまり迷宮を攻略することに熱心ではないのう……」

			「まあ、それは否定しない。元々、迷宮を攻略するのは、他者と競うゲームみたいなものだったからな」

			　ただの作業として見てしまうと、迷宮攻略も、あんまりやる気が起きない。

			　それに、俺たちだけガンガン攻略を進めるのは面白くないという連中も出てくるだろう。

			　変なやっかみを受けてまで、やりたくはないな。

			「お前も、今すぐ助けてもらわないと困るってわけじゃないだろ？」

			「むむぅ……」

			　クロスは悩むような表情で、うなり声を上げた。

			「神であるわしが、なんでも願いを叶えると言っておるのに……それだけでは、お主を迷宮攻略に駆り立てさせぬのか？」

			「とはいっても、その『なんでも』ってところが曖(あい)昧(まい)すぎて、イマイチ惹(ひ)かれないな」

			　神からの報(ほう)酬(しゆう)目当てで迷宮を攻略していたわけではない。

			　ただ単純に、迷宮で得られる経験値やアイテム、金といったもののために潜(もぐ)っていた。

			　だって、神からの褒(ほう)美(び)なんて想像もつかないんだから、しょうがないだろ。

			「実際のところ、迷宮から解放されて自由になったお前は、具体的になにができるんだ？」

			　今更であるが、俺はクロスに訊ねた。

			　この辺が曖(あい)昧(まい)すぎるのが、俺のモチベーションに繋がらない原因だと思うからな。

			「ふむ、わしは転生を司る神であるゆえ、叶えられる願いも、その辺りが関係するのう」

			「というと？」

			「お主が望むなら、地球で死を迎えた場合、記憶を保持したまま、アースで第二の人生を送ることができるぞい。もしくは、アースで死んでしまった場合、一度だけ復活する機会を設けても良い。わしが迷宮攻略者にやれる褒(ほう)美(び)とは、そういったものじゃ」

			　なるほど。

			　具体的に聞くと、その褒(ほう)美(び)は凄(すご)いな。

			　アース限定ではあるようだが、クロスから褒(ほう)美(び)を貰えば、本当に転生することができるし、生き返ることだってできる、ということか。

			　それらの行いは、まさしく神の御業と言える。

			「しかし……お主が今はその気にならないというのであれば、無理強いはせん。わしは迷宮が攻略されるのを気長に待つし、それで攻略した際の褒(ほう)美(び)を渋るということもない」

			「へえ、ずいぶん太っ腹じゃないか」

			「まあのお。しかしその代わり、わしからお主に、別のお願いがあるのじゃが」

			「？　別のお願い？」

			　迷宮攻略以外のお願いとは、珍しいな。

			　とりあえず、聞くだけ聞いてみるか。

			「最近、また魔族の動きが活発化してきているようじゃ。おそらく、魔族は再び軍を率いて、獣族、あるいは人族へと攻撃を開始するじゃろう。じゃから、お主にはその軍を、なんとかして止めてもらいたいのじゃ」

			「おいおい……ちょっとそれは荷が重すぎるぞ」

			　いくらなんでも、そのお願いを聞くのは厳しい。

			　戦争を止めろとか、無茶振りもいいとこだ。

			　一応、俺はただの高校生なんだぞ。

			「アースの秩序を維持することが、わしの使命なんじゃ。それが今現在果たされぬ状況なのじゃから、誰かが代わりにやるしかあるまい」

			「でもなあ……」

			　俺にも、できることとできないことがある。

			　クロスの頼みなら、聞き入れてやりたいところではあるんだが。

			「おそらく、魔族は今回もミーミル大陸を攻めるじゃろう。そうなれば、獣族はこのままだとおそらく負け、ミーミル大陸の民は、多大な被害を被るはずじゃ」

			　ミーミル大陸が、か。

			　ここで『ウルズ大陸にいる俺たちは関係ありません』、という面も、できなくはない。

			　けど、あそこには、俺にも少ないなりに知り合いがいる。

			　そいつらが困る事態になるというのは嫌だし、獣族が負けるということは、獣(じゆう)王(おう)が死ぬということだろう。

			　獣(じゆう)王(おう)はガルディアの父だ。

			　当然、獣(じゆう)王(おう)が死んだら、ガルディアは悲しむ。

			　あんな幼い子に、親が死んでしまう悲しみを背負わせたくはないな。

			「もし、お主では手に負えないと思うのであれば、龍王の手を借りるがよい」

			「なに？　龍王？」

			「そうじゃ……まあ、あやつが素直に手を貸すとも思えんのじゃがな」

			　龍王か。

			　確か、龍王のいる国は、この前行ったテキサスより北のほうにあるんだよな。

			　俺が魔軍の侵攻を止めることはできずとも、龍王なら、なんとかできるかもしれない。

			「まあ……お前の頼みだからな。行くだけ行ってみる」

			「おお、引き受けてくれるか」

			「お前には、いろいろ世話になっているからな。お安い御用とはいかないけど、やるだけやってみるさ」

			　今すぐにはクロスを迷宮から解き放てない以上、こいつが魔族を止めることはできない。

			　なら、誰かが代わりに止めるしかない。

			　もしも、魔族がウルズ大陸に攻め込んできたら、俺たちも困るからな。

			　ここで戦争回避を模索するのも、やぶさかではない。

			　まあ、やることは、ただ龍王にお願いをしに行くだけなんだが。

			「というか、龍王って、俺みたいなのが直接会えたりするものなのか？」

			「お主なら問題ないじゃろう。龍王は、玉座にたどり着けた者の話はとりあえず聞くからの」

			「それって、つまり強行突破で無理やり会いにいけと？」

			「そういうことになるのう」

			　なかなかハードな面会の仕方だな。まあ、俺たちなら多分問題なく会えるだろうけど。

			「でも、お願いを聞き入れてもらえなかった場合は、どうすることもできないぞ？」

			「それも、おそらく大丈夫じゃ。お主がわしの名を冠する『神器』を携えて事情を話せば、もしかすると力になってくれるやもしれん」

			「もしかすると、か……わかった」

			　クロスと龍王は、知り合いかなにかなのだろう。

			　龍王は１０００年前からずっと生き続けているらしいから、それも不思議じゃないか。

			　とりあえず、クロスがそう言うなら、悪いことにはなるまい。

			　こうして俺は、龍人族の王であり、八大王者中最強の存在である『龍王』に会うべく、ウルズ大陸の北側に位置するアースガルズへと赴(おもむ)くことになったのだった。

		

	
		
			６　龍の道

			　

			　龍人族の暮らす国、アースガルズへは、始まりの町から２週間ほどでたどり着いた。

			　本来なら、この道のりも１ヶ月はかかるものとされているようなのだが、俊足のガルディアにかかれば、それも半分以下の時間に抑えられた。

			　相変わらずのガルディア様々である。

			　まあ、足が速いのは元々だが、彼女は親の命がかかっているかもしれない、という俺の説明を聞いたからか、結構急いだみたいだ。

			　それで疲れた様子など一切見せないあたり、彼女の健気さが窺(うかが)える。

			　この健気さが、普段からあればいいんだけど。

			　ちなみに、今回は１週間以上かかる旅ということで、早川先生からＬＳＳ（生命維持装置）の使用を許可してもらった。

			『魔族と獣族の戦争を止めるため、ちょっと龍王に会ってきます』と説明すると、早川先生は『そ、そうか……まあ……頑張りたまえ……』と言って、快くＬＳＳを使わせてくれた。

			　ＬＳＳも、使用時のデータがそれなりに揃ったから、許可も下りやすくなっているらしい。

			　そうして、俺たちはアースガルズにやってきたわけだが……。

			「なんだか、国っていうより、村とか里って感じだな」

			「龍人族は、あまり文明の発展等には興味がないようだからな。他の国々より遅れていると感じても、それは普通のことであろう」

			　俺の呟(つぶや)き声に反応して、クレールが補足説明をしてくれた。

			　魔法があったりで、一概に言えるものでもないのだが、この世界の科学レベルは地球でいうと中世あたりだ。

			　だから、俺たち地球人(プレイヤー)から見たら、どこも発展が遅れてると思えてしまうのだけれど、ここには石や木でできた建物がポツリポツリとあるだけで、賑わいがない。

			「それに、龍人族は他種族との接触を極力避けているうえに、少数の種族だ」

			「なるほど。それなら、ミレイユの町と比べて活気がないのも、頷けるか」

			　そもそも国の総人口が少ないというのであれば、賑わうこともない。

			　当たり前の結論だな。

			「一応、必要最低限の交易はあるそうだから、我らが国に入っても、問題はないであろう」

			「ならいいけど」

			　ここで精霊の国のように好奇の目に晒(さら)されないのは、そのためか。

			　魔族ほどではないが、龍人族と俺たちでは、身体的特徴がそこそこ違う。

			　けれど、龍人族が俺たちに好奇の視線を向けてくることはない。

			　また、龍人族は寿命が長い種族だ。

			　外界との接触が少ないとはいえ、人族や獣族を見る機会は、それなりにあるのだろう。

			「まあいいや。とりあえず、龍王のところへ急ごうぜ」

			　今は、龍人族の国をゆっくり観光している場合でもなければ、龍人族の生態について理解を深めているときでもない。

			　現在、ヴァルハラ近くにいるというケンゴたちと通信したところ、魔族は、再びヴァルハラを通ってミーミル大陸に進軍しているとのことだ。

			　時間的に余裕はない。

			　もしかしたら、タイムリミットをすぎているかもしれないが、それでも俺たちにできることを精一杯行おう。

			　俺はそんな意志を固め、クレール、フィル、ガルディアとともに、アースガルズの中心へと歩を進めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アースガルズに入ってから３日が経過した辺りで、とある山脈地帯に到着した。

			　元々、アースガルズの土地はほとんど山脈なんだが、ここは今までより段違いに険しい。

			　しかも、この辺りで出現するモンスターも、ワイバーンやグリフォンといった空を飛ぶ強敵ばかりで、倒すのに手こずる。

			　事前に聞いた情報によれば、この地は早川先生曰く適正レベル70以上らしい。俺が今まで経験したなかでも、最難関のフィールドだと言えるだろう。

			「何者だ」

			　と、そこで俺たちに声をかけてくる男がいた。

			　男の目は鋭く、背中にはコウモリめいた翼、そして、トカゲのような尻尾(しつぽ)を生やしているところから察するに、おそらくは龍人族だ。

			　その男は、空を飛びながら、俺たちを見下ろしている。俺はそれを見て、フィルと獣状態のガルディアを背に隠す。ちなみに、クレールは現在、俺の影の中だ。

			　話しかけてくる龍人族なんて今までいなかったのに、ここに来てどうして声をかけてきたんだろうか？

			「何用でこの『龍の道』を訪れた？　用件を言え」

			　なるほど。

			　どうも、国としての形を成していなさそうではあるが、一応、要所要所に受付というか、門番的な奴はいたということか。

			　俺たちが今いる場所は、龍王のいる玉座があるという谷へと続く一本道。

			　ここに１人配置するだけで、地上を歩く俺たちみたいな生き物へなら、簡単に対応ができる、というわけだ。

			「……俺たちは龍王に用があって来た。できれば、面会をさせてもらいたいんだが」

			　とりあえず俺は、龍人族の男に、ここへ来た目的を話した。

			　すると、男は『ほう……』と漏(も)らし、周囲に視線を送った。

			「いいだろう。龍王様はこの先にいらっしゃる。この道を通れば、お会いできるだろう。ただし、それには１つ、条件がある」

			「条件？」

			「我々の追撃を、玉座まで防ぎきることだ」

			「な!?」

			「シンさん！」

			　男が右手を上げ――それと同時に、十数人ほどの龍人族が、こちらへと飛んできた。

			　俺とフィルは、それを見て驚きの声を上げる。

			「龍王様は、弱者にはお会いにならない。よって、貴様たちの力を計らせてもらう！」

			「……そういうことか。走れ！　ガルディア！」

			「…………っ！」

			「がるがるっ！」

			　俺は、フィルと一緒にガルディアへ飛び乗り、龍の道を進む。

			　ここは強行突破だ。

			　ガルディアの俊足で龍人族を撒(ま)ければ、それで一件落着――。

			「我々を甘く見るな！　人族よ！」

			「！！！」

			　龍人族の男は、俺たちに向かって叫んだ瞬間、赤い竜へと姿を変貌させた。

			　……ガルディアの獣化と似たようなスキルである『龍化』か。

			　一応、これについては、事前に詳しく調べてきたので、驚いたりはしない。

			　けれど、この場に現れた龍人族が全員龍と化したことには、さすがに驚いた。

			　今の一瞬で、アースにおける最強生物である龍に取り囲まれてしまったのだから、驚くなというほうが無理な話だ。

			「うおっ!?」

			　龍と化した龍人族は、俺たちに向けて、次々と炎のブレスを吐いてくる。

			　なんの対策もなければ、この攻撃で火(ひ)達磨(だるま)になっているところだ。

			「ぐぅっ！」

			　だが、俺には炎攻撃を無効化する付与が施された死霊の大盾に加え、たとえ炎を防ぎきれなくとも、その威力を大幅に減少させる死霊の鎧(よろい)がある。

			　俺は、背後から迫るブレスを大盾で防ぎ、左右からくる火の粉を体で受け止め、ガルディアとフィルを守った。

			「シンさん、前！」

			「！」

			　しかし、俺だけでは全方面を守りきれない。

			　前方では、１人の龍人族が龍となって、俺たちの進行を妨害してきた。

			　脇を通ることができれば問題ないのだが、おそらくは、そう易(やす)々(やす)と通してくれまい。

			「チッ……ガルディア、いったん速度を緩めて――」

			「その必要はないぞ！」

			　影の中からクレールが突然現れた。

			　彼女は、俺たちの前に飛び出して、龍と対峙する。

			　すると、俺たちの進む道を塞いでいた龍の足が突然ふらついて、その場に倒れた。

			「クレール！」

			「ただの催眠だ！　命に別状はないぞ！」

			「そうか！　ならいい！」

			　クレールが龍人族を殺してしまった、と思って少し焦ったが、どうやら違うらしい。

			　こんなお遊びを始めたのは龍人族のほうだ。

			　だから、誰がどうなっても文句は言われないだろうけど、できることなら穏便に龍王の下へ行きたいからな。

			「それより急ぐぞ、シン殿！　背後から龍人族が追ってきている！」

			「ああ！」

			　そして、クレールは再び俺の影に潜(もぐ)り込み、ガルディアが龍の道を走り抜ける。

			　いかに空を舞う龍といえども、ガルディアのスピードにはついてこれないらしい。

			　追いかけてくる連中との距離は、どんどん離れていく。

			　時折、前から来る龍人族は、クレールが無力化してくれるし、遠距離からのブレス攻撃は、俺がほとんどシャットアウトできる。

			　初めは少し肝(きも)を冷やしたが、俺とガルディア、クレールの３人がいれば、この場は完(かん)璧(ぺき)に切り抜けられそうだ。

			　唯一役に立っていないフィルが、やや居心地悪そうにしているが、近距離戦特化である以上、彼女がなにもできないのはしょうがない。

			　それに、そんな居心地の悪そうな時間も、そこまで長くは続かなかった。

			　どうやっても俺たちを倒せないと見たのか、龍人族は背後から追うのをやめて、周囲に散らばっていった。

			「……諦めた？」

			　そんな龍人族の様子を見て、フィルが呟(つぶや)いた。

			　多分そうだと思うんだが、ずいぶん引き際があっさりしているな。

			「……いや、諦めたというより、追う必要がなくなったと言ったほうが正しいであろう」

			「？　どういうことだ、クレー――!?」

			　影の中からクレールの声が聞こえてきたので、俺は彼女に問いかけようとしたが、その瞬間、全身から嫌な汗が噴き出してきた。

			　なにか、とんでもないものが近くにいる。

			　俺は、無意識に体から発した危険信号を受けて、周囲を見回す。

			「がるがるっ！」

			「！」

			　俺たちの進む一本道の先には、険しい山脈で囲まれた、広くて丸い空間が存在していた。

			　そんな空間の中央には、岩で作られたように見えるも、装飾に黄金がちりばめられた、豪(ごう)奢(しや)な座具――玉座が置かれている。

			「余になんの用だ。命知らずの小僧ども」

			　そして、その玉座の上には、龍人族の美女が頬(ほお)杖(づえ)をつき、足を組んで鎮座していた。

		

	
		
			７　龍王

			　

			「余になんの用だ。命知らずの小僧ども」

			　龍の道を駆け抜けた俺たちは、その先で１人の龍人族と出会った。

			　その龍人族の女性は、鋭い目つきながらも端整な顔立ちをしていた。髪と瞳は燃えるような真紅色で、見た目は20歳くらいだ。

			　俺はその女性を見たとき、美しいと思うよりも先に恐ろしいと感じた。

			　その姿からではわからないが、俺は、直感で、この人物が強いと断定した。

			「……ほう、久しいな、クレール」

			「う…………」

			　龍人族の女性は、影の中にいるクレールを看破したようだ。

			　クレールの知り合い。

			　しかも、龍王がいるとされている道の先にあった、玉座に座っていた。

			　ということは、つまり、この女性こそが――龍王なのだろう。

			「……久しぶりであるな、火(か)焔(えん)。元気にしていたか？」

			「退屈しておるが、余はまだまだ壮健だ。むしろ、そなたのほうが不調なのではないか？」

			「ぐ……ま、まあ、それについては、だいぶ改善された。シン殿のおかげでな」

			「シン？」

			「この者の名だ」

			「む……」

			　龍人族の女性は、影から出てきたクレールの言葉を受けて、俺のほうを向いた。

			　ただ視線を向けられただけだというのに、とんでもない威圧感だ。

			　しかし、俺はその視線から逃げず、その場に踏みとどまった。

			「ほう。余の目を直視できるとは。なかなか見込みのある男だ」

			　なぜか褒(ほ)められた。

			　相手から目を逸らさないことは、戦闘の基本だろうに。

			「し、シンさん……」

			　だが、フィルのほうは、かなりツライようだ。

			　直接視線を向けられているわけでもないのに、不安そうな声を上げている。

			　そんな彼女の頭を優しく撫(な)でながら、俺は火(か)焔(えん)と呼ばれた女性に問いかけた。

			「俺はシンといいます。クレールの知り合いのようですが、あなたが龍王でしょうか？」

			「いかにも。余は初代龍王、火(か)焔(えん)だ」

			　初代龍王。

			　目の前にいる美女は、自分が龍王であることを肯定して、口角をつり上げた。

			「ひっ……」

			　龍王が微(び)笑(しよう)を浮かべると、クレールが怯えた声を漏(も)らした。

			　そういえば、クレールって、精霊王と一緒に龍王と戦ったことがあるんだよな。

			　精霊王の話によれば、龍王にはまるで歯が立たなかったらしいから、もしかしたらクレールはトラウマになっているのかもしれない。

			　でも、ここでビビるなよ、死(し)霊(りよう)王(おう)さんよ。

			　元からだけど、威厳もなにもあったもんじゃないな。

			　そんなことを思いつつも、俺は神器を見せ、龍王にここへ来た理由を説明した。

			「……ほう、クロスか。確かに、余はクロスの友人と言っていいだろう」

			　俺の話を聞き終えた龍王は、口元を緩ませた。

			　どうやら、手ごたえアリのようだな。

			「それじゃあ、俺たちに手を貸し――」

			「しかし、だからといって、余が動く理由にはならんな」

			「…………」

			　龍王は、そう簡単には俺たちの力になってくれないようだ。

			　話が違うぞ、クロスー。

			　お前の名前出しても、全然協力してくれないじゃんかー。

			「……そこをなんとか頼めませんか？　一応、これはクロスの頼みなんですけど」

			　とりあえず、俺は龍王に、もう一度懇願してみた。

			　別に俺は、魔族と獣族がどうなろうと知ったことではない、と言える立場である。しかし、ガルディアはそうではない。

			　今回の交渉が破綻すれば、ガルディアの父であるという獣(じゆう)王(おう)は、今度こそ死んでしまうかもしれない。

			　だからこそ、彼女はここまでの道のりを、精一杯急いで来たのだ。

			　そのことを、俺はこいつに乗って移動している間に察した。

			　ここで引き下がるわけにはいかない。

			　俺はそう思い直して、再び口を開こうとするが――。

			「いくら友人の頼みといえど、魔族と獣族が勝手に始めた戦争を止める義理などない……だが、条件次第では、助けてやってもいい」

			　先に龍王はそう言って、玉座から立ち上がった。

			「余を楽しませてみろ。それができたら、そなたらの頼みも聞いてやろう」

			「!!」

			　そして、龍王は龍と化し、俺たちを見下ろしてきた。

			　今目の前にいる龍は、さっきまでの龍人族とはレベルが違う。

			　大きさは３倍以上。身を守る竜皮は、どこまでも深く濃い真紅。その威圧感は、先ほどまでとは桁違いで、他の生物と比べるのもおこがましいほどだ。

			　そんな生き物が、俺たちを見下ろしている。

			　クレールなんかは『あわわわわ……』と言って、ガタガタ震えている始末だ。

			　もうお前、後ろに下がってていいよ。

			「そこの小僧。余と戦え。まあ、怖いのであれば、仲間の助力を得ても構わんが？」

			「……わかった。それじゃあ、俺が１人で相手してやる」

			「！　シンさん！　オレも――」

			「いや、俺１人でいく」

			　今、龍王は俺を挑発してきた。

			　ならば、俺もその挑発に乗ってやる。

			　もとより俺は、売られた喧嘩は買う主義だ。

			　相手がたとえ龍王であろうと、それは変わらない。

			「……ほう。１人で挑むか。いいぞ、余はそなたを気に入った。だからといって、殺してしまわない保証などないがな」

			「そうか……でも、俺は簡単には死なないぞ！　龍王！」

			　俺は龍王に向けて叫ぶと、異能をフル発動した。

			　それにより、俺の体感時間は数十倍に引き延ばされ、周囲の動きは停(てい)滞(たい)する。

			　今回は、ここに来るまでに異能をほとんど使っていない。

			　つまり、俺の調子は絶好調。

			　さらに言うなら、俺はケンゴと戦って以来、異能を使う訓練も数年ぶりに再開し、それによって、異能を使うのもだいぶスムーズになった。

			　まだ使いこなせているという実感など全然湧かないが、ミーミル大陸を旅していた頃と比べると、異能を扱(あつか)う技術は格段に上昇している。

			　それに、どうもアースでのほうが異能は使いやすい気がする。

			　多分、身体能力の違いが関係しているのだろう。

			「うらぁ！」

			　龍王との間合いを一瞬で詰め、俺は挨拶代わりに『エクスヒール』を当てる。

			　しかも、それは死霊の大盾と神器『クロス』を手に持った状態での攻撃だ。

			　異能によって不意をつき、フルパワーの回復魔法攻撃を与えるというコンボが決まれば、どんな相手でも――。

			「その程度か？　小僧」

			　龍王は耐えた。それも、何食わぬ顔で。

			「…………」

			　というよりも、ＨＰバーが見えなくて、攻撃が通じたかどうかすらわからない。

			　アースにおける俺たち地球人(プレイヤー)は、集中すると生き物のＨＰバーが見える。

			　これは、アース人には見えないものなので、おそらくは俺たち専用のルールなのだろう、と早川先生から教わった。

			　だが、たまにＨＰバーがない生物というのも存在する。

			　身近の例では、クレールもＨＰバーが見えなかったりするのだが、このＨＰバーが見えないという現象には、諸説ある。

			　１つ目は、俺たちに適用されるルールの誤作動である、という説。

			　稀(まれ)にではあるが、ＨＰバーが見えないアース人もいて、それは屈強な冒険者であったり町に住む普通の少女であったりで、今一つ傾向がつかめない。

			　そして、２つ目の説、アースの上位者には俺たちのルールが通じない、という説もある。

			　これはつまり、クレールや龍王が真の強者であるという説を証明するものだ。

			　とはいっても、俺の最大出力によるダメージヒールも、そこまで甘い攻撃ではないはずなんだが……。

			「次は余の番だ」

			　龍王は苦しむ様子をまったく見せず、口を開いて炎の息を吐いてきた。

			　俺はそれを見て、咄嗟に大盾を前へとかざす。

			　……これが、以前精霊王が口にしていた、『灼(しやく)熱(ねつ)のブレス』か。

			　その名に恥じない威力だ。

			『炎無効』という最強クラスの耐性付与が施されているはずの大盾が溶け始めている。

			「くっ！」

			　だが俺は、ブレス攻撃になんとか耐え抜くことができた。

			　大盾のほうも、まだ大丈夫。

			　自動修復も機能している。

			　まあ、あと３回くらい連続で今のブレスを受けたらオシャカになりそうだが、そうなる前に決着を付けよう。

			　そう思った俺は、龍王に対し、回復魔法を立て続けにぶち当てていく。

			　標的がでかいから、魔法を当てるのも非常に楽だ。

			　けれど、それで龍王がひるむ様子もない。

			　龍王の体力は桁外れか。

			　おそらく、アースのなかでもっともタフな生き物なのだろうから、それも当然と言えるが。

			「今のは少し効いたぞ。やればできるではないか。さすがはクレールが連れてきた者だと褒(ほ)めておこう」

			「……そりゃどうも」

			　龍状態でも変わらない流(りゆう)麗(れい)な女性の声音で、龍王は俺を褒(ほ)めてくれた。

			　でも、ダメージをくらった様子がまるで見られない以上、それは嫌味にしか聞こえない。

			　俺はブレス攻撃をこれ以上まともにくらわないよう、高速で移動しながらも、龍王へ向けてダメージヒールを放つ。

			「しかし、これではいい的だな。少々趣向を変えるか」

			　龍王はそう言って、人の姿に戻る。

			　いつの間にか右手に日本刀のようなものを携え、切っ先を俺に向けた。

			「……別に、人に戻らなくてもよかったんじゃないか？　龍の状態で空高くに飛んでブレスを吐かれたら、俺も対処できなかったぞ」

			「馬鹿め。そんなことをして、なにが楽しい？」

			「…………」

			　……つまり、俺とは対等な条件で戦ってくれるってわけだな。

			　舐めプだと言ってしまえばそれまでだが、こちらとしては都合がいいから、まあいいさ。

			　それに、相手がそういう戦いをするのであれば、俺はその足元をすくわせてもらおう。

			「すぅ…………フッ！」

			　俺は、前々から密かに特訓していた《時間停止》の任意発動を、龍王に向けて行った。

			　わざわざ的を小さくして、効果範囲内に収まってくれたからこその発動だ。

			　これは、まだ俺も完全に制御し切れている力ではないが、射程３メートル以内の物体を数分間止めるくらいのことはできる。

			「む？　なんだこれは？」

			　……が、おそらく直感で、龍王は俺の《時間停止》を回避した。

			「!?」

			　龍王は、俺が《時間停止》を使用するべく睨(にら)みつけた途端、体を右に動かしたのだ。

			「腕が動かんな……」

			　俺の《時間停止》は、龍王の左腕を仕留めたようだ。

			　それを見て、俺はホッと息をつく。

			《時間停止》を任意で発動させるのは、さっきの１回で精一杯だ。

			　これ以降は警(けい)戒(かい)されるだろうし、もう当てることはできないだろう。

			　なんとか、相手の腕は、しばらく使えない状態になった。

			　ならば、ここは一気に畳みかけ――。

			「ふんっ」

			　……と思っていたら、龍王は突然自分の腕を刀で切り飛ばし、そこから新しい腕を一瞬で生やした。

			「な……」

			「さあ、続きといこうか」

			「……やれやれだな」

			　俺は目の前にいる化け物に対抗するため、『クロス』をアイテムボックスに入れてメリー特製の小盾を手に持った。

			　相手が人型であるなら、こちらは守りながらの攻撃をしたほうがいいと判断してのスタイルチェンジだ。

			「ほう、なかなか様になっているな。もしや、それがそなたにとって本来の戦法か？」

			「まあな。ここから先は、俺を傷つけることなんてできないぜ！」

			「フン！　そうだ！　その意気だ！　そうでなくては面白くない！」

			　龍王は俺の態度にご満悦のようだ。こっちは必死こいて戦ってるっていうのに。

			「いくぞ！」

			　俺は、舌打ちしたい気持ちと、１０００年以上生きたという龍王の剣技に期待する気持ちを半々ずつ持ちながらも、攻撃を待ち構えた。

			　

			　こうして、俺たちはその後も戦い続けた。そして、およそ半日が経過した頃になって、龍王はようやく満足したのか、高笑いをあげながら玉座に座り直した。

			　そんな姿を、俺は戦闘でボロボロになりながらも、立ったまま観察する。

			「カッカッカッ！　なかなか骨のある男だ！　……いいだろう。ここまで粘った褒(ほう)美(び)に、余はそなたらの頼みを聞いてやらんこともない」

			「そりゃ……どうも…………はぁ……」

			　俺は上機嫌な龍王を見て、『なるほど。こいつは俺と同類、バトルマニアだったってわけか』と思いながら、大きくため息をついた。

			　そして俺たちは、ようやく龍王にクロスの頼みを聞いてもらえることになった。

		

	
		
			８　空間接続

			　

			「カッカッカッ！　人族にしてはよくやる。いや、そなたは地球人とやらであったか？」

			「……どうも、ちなみに俺は地球人だ」

			　龍王と戦った俺は、ボロボロになりながらも立っていた。

			　ＨＰとＭＰは半分以上消耗しているうえ、アイテムボックス内の回復薬も切れている。

			　後は、俺がどれだけ気力を保ち、異能を使い続けられるか、というギリギリの状況だった。

			　負けたわけではないが、勝ったというわけでもない。

			　いや、見た目的に龍王はまだピンピンしているのに対して、俺はもうヘトヘトであることを考えると、このまま戦いが続いていたら、かなりマズかったというのは明白だろう。

			「なんだ、その顔は？　よもや、そなたは本気で余に勝つつもりだったのか？」

			「負けると思って戦うほど、俺は自分を捨ててねえよ」

			「ククッ、その心意気や良しだ。余も、自暴自棄な者より勝とうとする者のほうが好ましい」

			　龍王は玉座に座り直し、口角を吊り上げて気分良さそうに足を組んだ。

			　結局のところ、龍王にとって、俺との戦いはただの戯(たわむ)れでしかなかったみたいだな。

			　ケンゴの言っていた上位の連中とは、こういう奴らのことか。面白いじゃねえの。

			「それでだ、お前はクロスの頼みを聞いてくれるってことで良いんだよな？」

			「ああ、いいだろう。どうせ、余も退屈していたところだ。久方ぶりに、獣族と魔族の様子でも見に行ってやろう」

			　俺は、不安そうに戦いを見守っていたフィルからＭＰ回復薬を貰うと、ホッと胸をなでおろす。

			　いつの間にか人型になっていたガルディアも、緊張を解いていた。

			　多分、これで獣族が魔族と戦うことはなくなると思っているのだろう。

			「しかし、そなたは本当に強いな。初めは軽くあしらうつもりだったのだが、ついつい興に乗ってしまった」

			「ふっふっふ、そうであろう。なんと言っても、シン殿は我が見出した逸材であるからな！」

			　クレールは龍王に向かってドヤ顔で言った。

			　俺が戦うまで怯えているだけだったのに、調子のいい奴だな。

			　それと、今は一応、加(か)護(ご)と大盾の件で感謝しているが、別に俺はお前に育てられたというわけじゃないぞ、クレール。

			『シン殿は我が育てた』みたいな態度、とってんじゃねえよ。

			「フン、クレールが、か……いや、それもまた面白いか」

			　龍王もクレールのドヤ顔をうざいと感じたらしく、鼻を鳴らして口元をへの字に変えた。

			　が、その後すぐに、なにか思い直す点があったのか、再びニヤリと笑みを浮かべる。

			「シン、と言ったな？　余は、そなたに手を貸そう」

			「あ、ああ。それは願ってもない話だが――」

			　龍王は玉座から降り、フッと俺の傍(そば)まで一瞬で移動すると、突然体を発光させた。

			　その光を目潰しだと思った俺は、背後にいるフィルとガルディアを庇(かば)うようにして、大盾を前に突き出す。

			「そう警(けい)戒(かい)するな。ただ、そなたらとともに行動するのに最適な姿へ調整しただけだ」

			　俺が警(けい)戒(かい)した龍王たるその美女は――ちょうど、フィルとガルディアの中間くらいの身長しかない、可愛(かわい)らしい少女の姿へと変化していた。

			「な…………」

			　幼さの残る顔つきであるが、まさしくそれは、さっきまで対峙していた龍王の顔であった。

			「この程度のことで驚くな。自身の肉体を変化させることなどは、『龍化』の応用で、難なくできるのだからな」

			　驚く俺たちに向かって、ちんまい龍王はそう言った。

			　なんでわざわざ少女姿になった。意味ないだろ、それ。

			「手を貸してくれるのはいいんだが、それはさっきまでの姿でも問題ないだろ？」

			「そうだな。しかし、そなたは熟れた肉体よりも幼い肉体に欲情するのだろう？」

			「いや、いやいやいや、んなことねえよ!?　いきなりなに言ってんの!?」

			　龍王が少女になった理由を聞いて、俺は驚きの声を上げた。

			「隠さなくとも良い。後ろに侍らせているメスどもを見れば、そなたの趣味も察せられるというものだ」

			「別に侍らせてるわけじゃねえよ！」

			　確かに、フィルもクレールもガルディアも、小中学生くらいの見た目だが、彼女たちは俺のハーレム要員というわけじゃない。

			　まあ、フィルとクレールは俺のことが好きらしいけど、でもそんな爛(ただ)れた関係ではないし、勘違いもいいところだ。

			　それに、俺はロリコンじゃない。アニメで好きになる美少女キャラは、主人公より年下である妹的ポジションのキャラだったりすることが多いが、それでも俺はロリコンではない。

			　強いて言えば、妹萌(も)えだ、うん。

			「き、貴様！　もしや、シン殿をたぶらかす気か！」

			「さて、どうだかな」

			　心の中で自分の性癖、もとい、萌(も)えを感じる要素について整理していると、龍王がクレールと会話をしながら、するりと俺の腕に体を寄せてきた。

			　そして、龍王は鎧(よろい)を着込んだ俺の腹を、手でそっと撫(な)で回す。

			「……なにをしてるんですかね、龍王様？」

			「今の余のことは、龍王ではなく『火(か)焔(えん)』と呼ぶが良い」

			　しかも、龍王は流し目をこちらに向けている。

			　闘うと決めた辺りから、すでに敬語も使わなくなった俺だが、龍王を名前で呼んでいいものなのかは迷うところだ。

			「な……な……な……！　し、シン殿から離れろ！　火焔！」

			　俺たちのやり取りを見ていたクレールが、ワナワナと体を震わせて怒鳴った。

			　さらに彼女は、俺と龍王……火焔を引き剥(は)がそうとしてきた。

			　火焔は俺からスッと離れ、クレールの胸を鷲(わし)掴(づか)みにした。
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			「あひゃぁっ!?」

			「フン、あいかわらず初(う)心(ぶ)な奴だな。しかし、その表情は何度見ても良いものだ」

			「や、ちょ、やめ……ひぃ……」

			「良いぞ、もっと泣くがいい」

			　口元をニヤリとさせながらクレールの胸を揉(も)みしだく火焔は、とても楽しそうだ。

			　もしかしたら、数百年前も似たようなことをしていたのかもしれないな。

			　というか、クレールよ。

			　もしかしてお前は、昔から精霊王と龍王にそんな扱(あつか)いをされていたのか。

			　胸がでかいのも、２人に揉(も)まれ続けたからなんじゃないのか？

			「あー……とりあえず、そろそろ魔軍が侵攻してるヴァルハラに行きたいんだが」

			　俺は、じゃれ合っている美少女２人（推定年齢５００歳以上）に声をかけた。

			「ここからだと、数ヶ月単位の移動になるはずだから、早いとこ動かないと――」

			「いや、それは問題ない。余の力を甘く見るなよ」

			「？　どういうことだ？」

			「こういうことだ」

			　ヴァルハラまでの道のりが長いものになると腹をくくっていた俺は、火焔のとった行動を見て、思わず目を丸くした。

			　火焔は目の前の空間を切り裂いた。

			　その空間の先には、死の大地――ヴァルハラの風景が見える。

			「『空間接続』。余の編み出した秘術の１つだ」

			「空間……接続……？」

			「ああ、『空間接続』は膨(ぼう)大(だい)なマナを消費することにより、この場の空間と遠くの場の空間を繋げるというものだ。今は、ウルズ寄りにあるヴァルハラへと繋げている」

			「……へえ」

			　そんな凄(すご)い魔法があったなんて、初耳だ。

			　マナ（ＭＰ）をどれだけ消費するのかは知らないけど、こういう便利魔法が俺たちも自由に使えれば良かったのにと思わざるを得ない。

			「さあ、早く中に入れ。余といえども、この術を長く維持し続けられるわけではないゆえな」

			「わ、わかった」

			　火焔に促(うなが)された俺たちは、急いでその空間の切れ目に飛び込む。

			　こうして俺たちは、一瞬でアースガルズからヴァルハラに移動することができた。

			　

			　岩と砂とひび割れた地面がどこまでも広がる大地。俺は、ここがウルズ大陸へ戻るときに通ったヴァルハラの地であると確信した。

			　おそらくは、フィルやガルディアも同じだろう。

			「こんな魔法を実現させるとは……火焔よ。貴様はもしや、すでに世界を手中に収められるだけの力を有しているのではないか？」

			　クレールが火焔に問いかけた。

			　確かに、こんなチート技がいつでも使えるなら、火焔は他の王をあっさり倒して、世界制覇を達成できるような気がする。

			　どれだけ強い奴だろうと、最強生物である火焔の奇襲を受けたら、タダでは済まないだろうからな。

			「フン。世界制覇など過去の話だ。今はかつてのような野心もない、ただの老いぼれにすぎん」

			　火焔はそう言うと、『ふぅ』とため息をついた。

			「さて、ではそろそろ、魔族がどこにいるか探すぞ。一瞬でヴァルハラに来たとはいえ、この地も広大だ。捜索するのにも、手間がかかるだろう」

			「あ、ああ、わかった」

			　今は、火焔の話を聞くよりも、魔族の侵攻を止めるほうが先か。

			　それを再認識した俺は、まず通信を行うことにした。

			　通信先はケンゴだ。

			　もしかしたら、ケンゴたちがまだヴァルハラ付近にいるんじゃないか、と思っての連絡だ。

			『よおシン。てめえがこうして連絡をよこしたってことは、なにかあったか？』

			「まあな、なにかあったから連絡させてもらった」

			『ふーん。それで、なにがあったんだ？』

			「実は――」

			　その場ですぐにケンゴと通信が繋がったので、俺はこれまでの経緯と、魔軍を探していることを話した。

			『へえ、まさか龍王を連れてこれるとはな。俺も前に挑んだことがあったんだが、そんときはコテンパンにされちまったぜ』

			「だろうな……」

			　ＳＴＲにステータスを全振りしているケンゴにとって、強力な範囲ブレスを放つことのできる火焔相手に一対一で戦うのは、分が悪いとしかいいようがない。

			　俺みたいなＶＩＴ極振りで耐えたり、ステータスとは別の概念で素早く動けたりするわけでもない近接アタッカーのケンゴが、１人で火焔と戦ったらどうなるかなんて、火を見るより明らかだ。

			　それに、剣術のほうも多分、火焔のほうが上だ。

			　ケンゴが異能をフル活用したら、剣の戦いでは分があるかもしれないけど。

			『ま、そういうことなら、俺たちも協力するぜ』

			　火焔の昔話同様、ケンゴの昔話も、今は置いておこう。

			　俺は、ヴァルハラにいるというケンゴと合流するべく、仲間たちと移動を開始した。

		

	
		
			９　閑話～大集結～

			　

			　ヴァルハラの地とミーミル大陸の境で、魔族と獣族は睨(にら)み合っていた。

			　魔族はミーミル大陸に侵攻するため、獣族はそれに対抗するため、死にかけた大地で、今まさに矛(ほこ)を交えんとしていた。

			「ヒャハハ！　病気で寝込んでるって話だったが、会ってみたら、案外元気そうじゃねえか！　獣(じゆう)王(おう)さんよぉ！」

			「フッ、我輩を甘く見るなよ。病など、気力でねじ伏せてやったわ。それに、このような戦の場に我輩が立たぬわけがあるまい？」

			　それぞれの軍の最前列に立つ２人の男、現魔王の実子であるニーズ・フィヨルドと、獣族の王であるガルガンド・スフィンシスは、矛の前で言葉を交わしていた。

			　ニーズの傍(そば)にはグリム・ハザードが控えていたが、彼はその会話に一切口を挟まずにいた。

			　今回の魔軍における指揮者はニーズであり、敗戦者であるグリムには発言権がない。

			　また、獣(じゆう)王(おう)の説明には虚(きよ)言(げん)が混じっていたが、それを獣族が顔に表すこともない。

			　獣(じゆう)王(おう)の身はすでに衰弱しきっているものの、このことを魔族に知られ、増長させてはならない、と獣族は全員理解しているためである。

			　しかし、そんな裏事情を抱えた獣族たちの表情は明るい。

			　今回は、強力な援軍が背後についているからである。

			「獣(じゆう)王(おう)はいるのに、魔王はお城でふんぞり返っているなんて、ずいぶん余裕ね？」

			「！」

			　次の瞬間、獣族の軍が突然、真っ二つに割れると、その間から、光り輝く集団が現れた。

			「うおー！　せんそうだー！」

			「せいせんだー！」

			「じゅうりんだー！」

			　突然、現れたその集団は、精霊族。全身を輝かせた彼らは、精霊王であるアリアス・ファーラーを先頭にして、獣族と魔族の前にやってきた。

			　そして、宙に浮く精霊王は、獣(じゆう)王(おう)の隣にそっと着地する。

			「……精霊王……だと？　ミーミルにいるという噂(うわさ)はあったが……なぜ今ここに……？」

			　ニーズの背後に控えていたグリムが、精霊王を見て驚(きよう)愕(がく)した。

			　が、ニーズが鋭い視線を向けると、グリムは再び沈(ちん)黙(もく)し、表情も引き締め直す。

			　しかし、グリムは内心で混乱していた。

			　精霊王は所在が掴(つか)めなかったものの、これまで姿を現さなかったことから、ミーミル侵攻の妨げにはならないだろう、とグリムは高をくくっていた。

			　けれど、精霊王率いる精霊族の兵士がこの場に集い、獣族に味方するとなれば、魔族の勝利も危うい。

			　そう考えたグリムは、舌打ちをしたい気持ちだった。

			「ちょっとでしゃばりすぎたのよ、あなたたちは。これ以上、ミーミルの地を汚すというのなら、私たちも黙(だま)っていないわよ？」

			「ケッ！　だからどうしたババァ！　俺らは、てめえみてえなのが１匹２匹増えたところで、ビビッたりなんてしねえぞぉ！」

			　精霊族という新たな敵に対し、ニーズは一歩も引かずに挑発する。

			「ば、ババ……まあ、いいでしょう。そんなに死にたいのなら、かかってらっしゃいな。ギッタンギッタンにしてあげるから」

			　精霊王は、こめかみに薄っすらと青筋を立て、ニーズに微(ほほ)笑(え)みながら手招きをする。

			「……ハッ！　上等だぁ！　おいヤロウドモぉ！　ちょいと余計なモンも交じっちまったが、構いやしねえ！　歯向かう奴は全殺しだぁ！」

			「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！！！！！」

			　ニーズは啖(たん)呵(か)を切って、自らが率いる魔軍を沸き立たせた。

			　彼は気性が荒いものの、このような戦場においては誰よりも腹が据わっている。

			　時に、それは蛮勇とも無謀とも評される。

			　けれど、常に軍の最前線に立って指揮を行う姿は、獣族にとっての獣(じゆう)王(おう)の存在に匹敵する勇気を、魔軍の兵士に与えていた。

			　――が、そんな戦意に満ちた魔族と獣族の間に、１人の男が突然現れた。

			「ドンパチを始めるってところに水を差すようで悪いんだけどよ、ちょっと俺たちともトークしようぜ」

			「!?」

			　その男は、サムライのような装束で身を包んでいるものの、腰には純白の西洋剣を差すという、締まらない姿をしていた。

			　しかし、そんな男の姿を見た瞬間、この場にいるほぼ全員が目を見開いた。

			「……なんで剣王もしゃしゃり出てくるかね……てめえは、ウルズに入らないなら俺らとヤリあわないんじゃなかったのかよ！」

			「ようニーズ、相変わらず元気そうだな。まあ、本当は魔族と獣族の争いに手を出すことは控えてたんだけどよ、ちょっと事情が変わったのさ」

			「事情が変わっただとぉ？」

			「あと、ここへ来たのは俺だけじゃねえよ」

			「？　そりゃあ、どういう――」

			　どこからともなく姿を現したケンゴの言葉に、ニーズは疑問符を頭に浮かべる。

			　すると、その直後、ケンゴの隣から人族が湧き出てきた。

			「どうやら、戦が本格的に始まる前に止められたようだな。別種族ではあるが、死者が出ないということは、神に仕える身として喜ばしい限りだ」

			「……法王」

			　ニーズはその男を見て呟(つぶや)いた。

			　ケンゴに続いて現れたのは、『若き法王』と呼ばれるミハイル・ディ・カーライル。

			　ここに彼が来たことにより、剣王と法王という、人族の最高戦力が２つ揃ったことになる。

			「まあ、我としては、戦場と化していても一向に構わなかったぞ。負の生命力が溜まりやすくなるのでな」

			　そして、次に少女が現れた。

			「……誰だ」

			　少女を見るニーズたちの目は冷ややかだった。

			　殺気立った戦場であるこの場で平然と喋(しやべ)ることができる胆力は、賞賛すべきかもしれない。

			　だが、ニーズにとって、あるいは魔族や獣族にとって、その少女が何者であるかなど、見当がつかなかった。

			　剣王と法王の次に現れたということもあり、彼らはほぼ全員、肩透かしを食らった気分になった。

			「きゃあああぁぁぁ！　クレールぅぅぅ！　久しぶりぃぃぃぃ！！！」

			「む？　おお、ひ、久しぶ――ぐあっ!?　やめろ！　いきなり胸を揉(も)むな、アリアス！　ちょ、あ、ああぁっ！」

			「…………」

			　しかも、少女は精霊王に襲われ、地面に組み伏せられて、胸を揉(も)まれていた。
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			　それを見た魔族と獣族の面々は、呆(あつ)気(け)に取られた。そうしながらも、一部の強者は『クレール』という名前を聞いて、八大王者『死(し)霊(りよう)王(おう)』の存在を思い起こした。

			　もはや、『死(し)霊(りよう)王(おう)』の伝承は数少なく、その存在も怪しまれるようになってしまった八大王者の末席に位置するクレール・ディス・カバリア。そんな存在を、獣(じゆう)王(おう)やニーズ、それにグリムは頭に浮かべたのだ。

			「あぁ……いいわあ……クレール、何百年経っても、あなたの可愛(かわい)さは世界一よ！」

			「わ、わかったから、わかったから止めて……や、服の中に手を入れちゃ駄目ぇ……」

			「…………」

			　だが、精霊王に蹂躙されている少女を見て、ニーズたちは『本当にこれが死(し)霊(りよう)王(おう)なのだろうか』という疑念を強く抱いた。

			　いきなり奇行に走った精霊王もそうであるが、涙目で胸を揉(も)まれるクレールの姿には、威厳もなにもなかった。

			「あー……そういうことは後でやってくれないか？」

			　そんな２人をたしなめる言葉が、クレールの次に出てきた少年の口から聞こえてきた。

			「!?」

			　その少年を目にした瞬間、グリムが前に出て叫ぶ。

			「《ビルドエラー》！　また貴様が我々の邪魔をしにきたのか！」

			「グリムか……まあ、そうだ。俺はお前たちの邪魔をしにきたんだよ」

			《ビルドエラー》と呼ばれた少年、シンは、怒気の篭ったグリムの発言を軽く流す。

			「お前たちがどうして戦争をしているのかなんて、知ったこっちゃないんだが、お前たちが争うのは嫌だって奴が、この世界にはいるんだよ」

			「なに？　それはいったい誰のことだ！　貴様は、誰の差し金でこのようなことをする！」

			「さあ？　それは教えてやれないな」

			「グッ……貴様――」

			「ちぃと黙(だま)れや、グリムぅ。てめえ、誰に断って発言してんだぁ？」

			《ビルドエラー》とグリムの会話に、ニーズが割り込みをかけた。

			　ニーズは勝手に喋(しやべ)り始めたグリムへ、殺気立った視線を向ける。

			「……でぇ？　今の発言から察するとぉ？　まさか、てめえはこんなクソ生意気そうなガキにボコられたってことかぁ？　あぁ!?」

			「…………その通りです」

			「カッ！　《鉄拳中(ちゆう)将(じよう)》の名も地に落ちたもんだなぁ……魔族の面汚しがぁ!!」

			　ニーズは一瞬で、グリムとの間合いを詰める。

			「グゥ!?」

			　そして、拳(こぶし)でグリムの顎(あご)を殴って粉砕させた。

			「もういい、命までは取らねえでやるから、てめえは黙(だま)ってろ」

			「…………」

			　ニーズの攻撃を受けたグリムは、顎(あご)を手で押さえながら、静かに後ろへ下がっていく。

			　それを見た《ビルドエラー》は、眉をピクンと上げ、全軍の視線を浴びながらニーズのほうを向いた。

			「グリムって、確か魔族でもそれなりに地位が高い奴じゃなかったのか？」

			「俺様のほうが偉いから、別に良いんだよ、ボケェ！　今は俺様がこの軍の大将様だぁ！」

			「へぇ、てことは、もしかしてお前が魔王か？」

			「……ちげえよ。今の魔王は俺の親父だ」

			「なるほど、親父さんが魔王なわけか。そして、お前は親の威光を振りかざすイヤな奴と」

			「！　てめえ……まさか、俺様に喧嘩売ってんのかぁ？　おぉ!?」

			《ビルドエラー》はニーズを挑発していた。

			　自分と戦い、その力を認めたグリムを蔑(ないがし)ろにしたがゆえに。

			「シンさん、抑えて」

			「あなたが戦う気満々になって、どうするんですの？」

			「がるがるっ」

			「っと……悪い、そうだったな」

			　傍(そば)にいたフィルとセレス、それに獣形態のガルディアに諭された。

			「すぅ…………よし」

			　冷静になった《ビルドエラー》は、魔族と獣族両軍に聞こえるよう声を張り上げる。

			「聞け！　魔族と獣族の兵たちよ！　お前たちは４００年前に争うのを禁じられたはずだろう！　なのに、なぜお前たちは、ここで争いを始める！　答えろ！」

			「我輩たちが戦う理由は、魔族がミーミル大陸を脅(おど)かすからだ！　その問いは、魔族にしてもらおう！」

			「なら、魔族の大将！　お前が答えろ！　お前たちは、どうしてミーミル大陸に侵攻する！」

			「ヒャハハ！　それが魔王の意志だからだぁ！　魔族にとっちゃぁ、魔王が言えば黒いモンも白くなんだよぉ！」

			　獣(じゆう)王(おう)とニーズが答えた。

			　すると、《ビルドエラー》はニーズを睨(にら)みつけ、厳しい口調で言った。

			「だったら軍を引け！　魔族の大将！　ここで争っても、お前たちに勝ち目はないぞ！　そして、お前たちがミーミル大陸で勝ちを得ることは、今後一切ないと知れ！」

			「いきなり出てきて、なにわけわかんねぇこと言ってんだよ、ボケェ！　てめえらが獣族の味方したって、俺らは引く気なんて一切ねえぞぉ！」

			「そうか……なら、仕方がないな」

			「あぁ？」

			　ニーズは《ビルドエラー》の調子が変わったのを感じて、疑問の声を上げる。

			　だが、その直後、《ビルドエラー》の背後から現れた巨体を見て、今度こそニーズは驚(きよう)愕(がく)の表情を顕にした。

			「ひれ伏せ愚民ども。龍王たる余が、直接出向いてやったぞ」

			　なにもない空間から真紅の巨龍が現れた瞬間、魔族、獣族、精霊族の全兵は、例外なく恐れおののいたのだった。
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			「龍……王……だとぉ……？」

			「さすがに、龍王相手に啖(たん)呵(か)は切れないか？　魔族の大将さんよ」

			「グッ……」

			　戦場に龍王が姿を現した瞬間、俺たちを除くすべての奴らが、驚きの表情を顔に浮かべた。

			　まあ、突然こんな龍が現れたら、驚くわな。

			　俺も、初めて目にしたときは少し驚いたし。

			「だ、だが、本当に龍王だっつぅ保証は――」

			「なら、その身で試してみるか、小僧？　その場合は、命の保証などできんが」

			「…………」

			　魔族側の大将の心は、まだ折れていないようだ。

			　龍王相手に生意気な奴だな。『お前が言うな』とか言われそうだから、口には出さないが。

			「……チッ、認めてやるよ。てめえは明らかに普通の龍人族と違う……龍王の風格だ」

			「そうか、ちと残念だな。ニーズといったか？　もしかしたら、そなたも、余をそれなりに楽しませてくれるやもしれんと思ったのだが」

			「ケッ」

			　とはいっても、一応、龍王だとは素直に認めるんだな。

			　龍王である火焔の龍形態は、他の龍人族の３倍はでかいから、普通に察せられるか。

			「でも、ここで引き下がるわけにはいかねえなぁ。なんてったって、俺らには魔族のプライドが掛かってんだ。龍王様が出たからって、このままなにもせず、おめおめと帰れっかよ」

			「ほほう……では、どうするか」

			　龍王はニーズの言葉を受けると、俺のほうに流し目を寄越してきた。

			「そうだな……ならば１つ、余と賭(か)けをしないか？」

			「あぁ？　賭(か)けだとぉ？」

			「魔族側から１人を選抜し、ここにいる少年と戦え。そして、もし魔族側が勝った場合、余はこの場でなにもせず、ウルズ大陸に戻ることとしよう」

			　……この龍王さんは、またとんでもないことを言い出すな。

			　つまり、俺が負けたら、龍王は今回の争いを黙(もく)認(にん)するってことじゃないか。

			　ここには龍王の他に、獣(じゆう)王(おう)、剣王、法王、死(し)霊(りよう)王(おう)、それになぜか精霊王まで集まっている。

			　アースの強者がほとんど集まったこの状態で戦いが行われたら、どうなるかわからないぞ。

			「へー、んなこと言っていいのかよ？　魔族側から１人っつーと、俺様も含まれるんだぜ？」

			「そなたが戦いたいというなら、好きにするといい。一対一で戦うというなら、余は止めん」

			「そうかよ、んじゃあ、俺様がやってやるぜ！」

			　火焔とニーズの会話は勝手に進んでいく。

			　その結果、俺は魔軍の大将であるニーズと、決闘じみたことをさせられることになった。

			「おい、俺の意思は無視か」

			「別に構わんだろう？　先ほどのそなたは、戦意に満ち満ちていたぞ」

			　……どうやら、俺がニーズを挑発していたところを、ちゃんと見ていたらしい。

			　だからこその提案だったか。

			「……わかった。まあ、俺が勝てばいいだけだしな」

			「その意気だ」

			　俺の回答は満足のいくものだったようだ。

			　火焔は口から火を漏(も)らしつつ、凶悪な笑みを浮かべた。

			　龍状態で笑われても困るな。普通に怖い。

			「おいぃ、まさかてめぇ、俺様に勝とうとか思ってんのかぁ？　おぉ？」

			　俺が一歩前に出ると、その先にいたニーズがガンを飛ばしてきた。

			「当たり前だろ。戦う以上は勝つつもりさ」

			「ヒャハッ！　おいおい、まさか本当に俺様に勝つ気でいるのかよ！　……グリム程度に勝ったからって、調子乗ってんじゃねえぞ？　あぁ!?」

			「…………」

			　グリム程度、か。

			　つまりこの男は、グリムより自分のほうがはるかに強い、と言いたいのだろう。

			　それは虚(きよ)言(げん)か、はたまた真実か。

			　この土壇場で、これだけのことを言ってのけるのだから、後者の可能性が高いな。

			　一応、グリムも魔族の中ではかなり強い部類だったそうだが、それよりさらに強いとなると、魔族でも一位、二位を争うほどの実力者であるはず。

			　最初から気を引き締めていかないとだ。

			　元より、油断なんてしないが。

			「御託はいい。それより、さっさと始めようぜ、魔族のお坊ちゃん」

			「てめえぇ……後で泣いても許さねえぞ！　全殺し確定だぁ！」

			　こうして、俺とニーズの戦いが始まった。

			「！」

			　と思った瞬間、ニーズの姿がブレて、一瞬で俺の目の前までやってきていた。

			「ヒャオゥ！」

			「ぐっ!?」

			　グリムも速かったが、ニーズはその比ではない。

			　危機意識から、《思考加速》が発動しているというのに、それでもなお速いと感じられる。

			　ニーズは、籠(こ)手(て)を付けた右手の拳(こぶし)を、俺の顔面に向けて放ってきた。

			　俺は《身体加速》を全開で発動させ、それを回避する。

			「チッ、グリムの話は本当だったか。てめえ、相当はえぇな」

			「…………」

			　俺が間一髪で攻撃を避けると、ニーズは一瞬で間合いを取った。

			　これは、俺の攻撃――ダメージヒールを警(けい)戒(かい)してのことか。

			　俺の攻撃手段が回復魔法だと気づいているかまでは知らないが、俺のダメージヒールが発動する範囲よりギリギリ外という距離を保っている。

			　多分、グリムから詳しい話を聞いていたんだろう。

			　何気に、こいつはただ売られた喧嘩を買ったわけではなく、こちらの情報をきちんと把(は)握(あく)したうえで、勝負に応じたわけだな。

			　言動は小物臭いが、だてに魔王の息子をやっているわけじゃないってことか。

			　そんなことを考えつつ、俺は自分に各種の補助魔法をかけて、強化していく。

			「でも、俺様ほどじゃねえ！　てめえはいつまで俺様のスピードについてこれるかなっとぉ！」

			　ニーズはそう言って、再び俺との間合いを詰めてきた。

			　どうやら、ニーズは素早い動きを駆使しながら籠(こ)手(て)で殴る、近距離特化みたいだ。

			　それなら、俺との相性は、こいつにとって悪い。

			　しかし……。

			「ッ！　とぉ！　あぶねえぇ！　今のがてめえの攻撃かぁ！」

			「…………」

			　無(む)詠(えい)唱(しよう)による『エクスヒール』を放つものの、高速で動き回るニーズには当たらない。

			　ニーズは、ついさっき自分がいたところから突然、黒い光が出たのを見て驚いた様子だが、俺のほうも内心で結構驚いている。

			　回復魔法は、魔法自体が発生したら、指定した位置に一瞬でかかる。

			　だが、回復魔法は元々、素早く動く相手に向けて当てる魔法ではないのだ。

			　回復魔法の基本的な対象者は、味方か、動きの遅いアンデッドである。

			　味方の場合は、回復するための行動を相手側がとる。アンデッドの場合は、回避運動をしないので当てやすい。

			　本来、回復魔法が使われる場合に、『ウロチョロしている相手に狙って当てる』というようなプレイヤースキルは求められていない。

			　とはいえ、俺の場合は、回復魔法を攻撃手段として用いている関係上、通常であれば無駄になるようなこのプレイヤースキルも、ある程度備えていたりする。

			　……けれど、今回は相手が速すぎる。

			　今まで見た敵の中でも、最速と言っていい。

			　これでは、ダメージヒールを当てるのも、かなり厳しいぞ。

			「ハッ！　黒魔法かなにかだと思うがよぉ！　俺には当たんねぇなあ！」

			　ニーズは時折挑発をしながら、俺に攻撃を加えてくる。

			　黒魔法ではないんだが、まあ、似たようなものか。

			　……しっかし、厄(やつ)介(かい)だな。

			　相手は、俺の攻撃範囲を、かなり正確に把(は)握(あく)している。

			　さらに、俺が十字架を向けるという動作、つまり回復魔法を発動させるのに必要な『腕を対象者に向ける』という動作をすると、ニーズは一瞬でその場から移動してしまう。

			　この短い時間で、俺の攻撃を完全に見切られてしまったようだ。

			　でも、これならどうだ！

			「うおぅ!?　……チッ、なんだ今のは」

			『エクスヒール』を当てるのを諦めて、『ハイヒーリング』を発動させると、効果範囲に潜(もぐ)り込んでいたニーズに難なく命中した。

			　ニーズのＨＰは２割近く減り、俺から距離を取った。

			　射程外に逃げられてしまえば、どうしようもない。が、『エクスヒール』のように空間指定を行わなくてはいけない魔法とは違って、範囲魔法なら近づいてきたときに当てられる。

			　こちらの装備は万全だというのに、ＨＰゲージが２割しか削れなかったのには驚きだが、これなら長期戦で俺が勝てるだろう。

			「……なに」

			　そう思っていたら、ニーズのＨＰが回復し始めた。

			　ちょっと、これは予想外だな。

			　再生能力持ちかよ。

			「驚いたってツラしてんなぁ？　俺様にヤワな攻撃は通用しないぜぇ？」

			「そうらしいな」

			　ニーズのＨＰは、１秒ごとに１ドットずつ回復していっている。

			　あの様子だと、数分以内に全快になりそうだ。

			　メンドウだな。ニーズの動きは速すぎるから、《時間停止》も当てられそうにないし、『ハイヒーリング』だけでは倒せないだろう。

			　……しょうがない。少しリスクがあるけど、これでいってみるか。

			「あぁ？」

			　俺は神器『クロス』を紐で腰にくくりつけて、右手を自由にした。

			　一応この状態でも、『聖なる力』の効果は発揮されるから、ダメージヒールの威力が落ちることもない。

			「おいぃ、武器を使わないとか、俺様を舐めてんのかぁ？」

			「別に、そんなんじゃねえよ。ほら、さっさとこい」

			「チッ……だったら遠慮なくイかせてもらうぜぇ！」

			　俺が指をクイっと曲げて『来い』というジェスチャーをすると、ニーズは一切の迷いを見せず、こちらへと詰め寄ってきた。

			「ヒャァハァァァァ！」

			「ぐぅ……！」

			　そして、ニーズは俺の腹を鎧(よろい)越しにブン殴ってきた。

			　普通なら、鎧(よろい)に守られているおかげでダメージもそれほどくらわないはずなのに、ニーズのパンチは俺に衝撃を与えて、ＨＰをゴリッと削っていった。

			　……まあ、念のために『オートリザレクション』がかけてあったとはいえ、あえて敵の攻撃を受けるというのは、なかなか怖いな。

			　だが……これは作戦通りだ。

			「俺の……勝ちだ……！」

			　俺は、すぐ傍(そば)にあったニーズの腕を右手で掴(つか)んだ。

			「なっ!?」

			　ニーズは振りほどこうとするが、そんな行動を取る一瞬が命取りとなる。

			　俺は、一瞬その場で脚を止めたニーズに向かって、『エクスヒール』、『ハイヒール』、『ハイヒーリング』、『ヒール』、『ヒーリング』をぶちかました。

			「ごっがぁ……！」

			　ニーズのＨＰは、一気に８割以上が削れた。

			　それによって、ニーズは苦しみに満ちた声を上げながら、膝を突く。

			「カッカッカッ！　勝負ありだな」

			　それを見た火焔が、笑いながら決着を宣告した。

			「勝者、《ビルドエラー》。あえて敵の攻撃に身を晒(さら)した、その心意気やよし。そして、魔族の小僧は、その誘いへの警(けい)戒(かい)を怠(おこた)ったことこそが敗因だ。精進せよ」

			「ぐ…………」

			　火焔の指摘を受けて、ニーズがうな垂れる。

			　こうして、俺は魔王の息子に勝ち、それによって、魔族の撤(てつ)退(たい)が決定的なものとなった。

		

	
		
			11　終結

			　

			　俺が魔族側の代表を倒したことによって、龍王である火焔がこの場を仕切ることになった。

			　そして、獣族と魔族の争いは、これにて終結となった。

			　結果、クロスから受けた依頼を完遂したことになる。周りから見られないよう、軽くではあるが、俺はホッと息をついた。

			　獣族と魔族の戦争を止めてくれと言われたときは、絶対無理だって思ったんだが、案外、上手くいって本当によかったな。

			「……よぅ、《ビルドエラー》」

			「？」

			　地面に座って胡坐をかいているニーズが、俺に声をかけてきた。

			「……てめえの名前、なんていうんだ？　まさか《ビルドエラー》が本名ってわけじゃねえんだろぉ？」

			　どうやら、俺のキャラネームを知りたいらしい。

			　思ってみれば、グリムもこいつも、俺のことを《ビルドエラー》としか呼んでなかったな。

			　まあ、教えてなかったんだから、知らなくても当然か。

			「俺の名前はシン。地球出身のシンだ」

			「シン……か……覚えたぜ」

			　ニーズは『ハッ』と鼻を鳴らし、自分に向けて親指をつきつけた。

			「俺様の名前はニーズ・フィヨルドだ……覚えときなぁ」

			「ああ、覚えておく」

			　本当は、こんな危なっかしい相手に、名前なんて覚えてもらわないほうがいいのだろう。

			　けど、俺は戦いに負けたせいで落ち込んでいるニーズを見て、どこか共感めいたものを抱いていた。

			　こいつは、俺と同じバトルジャンキーの類(たぐい)だ。いわゆる、同類というやつなんだろう。

			　そう思ったからこそ、俺はニーズと普通に挨拶を交わしたのだ。

			　ケンゴのときと同じように、こいつも次会ったときはさらに強くなっているという予感と、それによって、さらに熱い戦いができる、という確信を抱いたために。

			「次は……ぜってぇ俺様が勝つからな……剣王と一緒に、首を洗って待ってろや……」

			「お前にとっては残念な話だが、次も、戦ったら俺が勝つぞ」

			「ハッ！　口の減らねえガキだぜぇ……」

			　さっきまで殺し合いをしていたはずの俺とニーズは言葉を交わし合い、同時に不敵な笑みを浮かべあった。

			　そうして、魔族は引き返していった。

			　この場には、魔族の親玉である魔王がいなかったが、まあ、龍王が出張ってきたと知れば、これ以上の侵略行為もしなくなるだろう。

			　アースにおける最強生物と言っていい龍王を敵に回したくないのなら、４００年前から続く停戦協定を、これから守っていくしかないんだからな。

			「……卿(けい)には、また救われたようだな」

			　続いて、獣(じゆう)王(おう)が俺たちの所へやってきた。

			　獣(じゆう)王(おう)は、前に見たときより若(じやつ)干(かん)元気がなさそうだ。これは、戦争云々の結果ではなく、いつぞやのときに少し聞いた『病』が治っていないからだろうか。

			「パパーン！」

			「おお、ガルディアか。元気にしていたか」

			「うん！　私は元気にしてたよ！」

			「そうかそうか」

			　ガルディアが獣(じゆう)王(おう)に元気よく抱きついた。

			　そういえば、獣(じゆう)王(おう)とガルディアって、久しぶりの親子の再会なんだよな。

			　俺たちがガルディアを預かってからだと、アースではもう１年以上が経過している。

			　再会の喜びを顔や行動に出すのも当然だ。

			「それで、孫はいつ生まれそうだ？」

			「もうちょっとしたら、ご主人様が仕込んでくれると思うよ！」

			「おいおいおい待て待て待て」

			　獣(じゆう)王(おう)とガルディアの不穏な会話を耳にして、俺はストップをかけた。

			「なんだ、卿(けい)はまだガルディアとまぐわっていなかったのか？」

			「いやいやいや、なんでいきなりそんな話してんですか。しかも、ガルディアってまだ子どもでしょう？」

			　婿として連れてこい、みたいな話はガルディアに吹き込んでいたらしいが、孫云々とかの話は、いくらなんでも飛ばしすぎだろう。

			　ガルディアは、まだ小学生か中学生くらいだ。

			　俺たちと行動している間にも、すくすくと成長しているみたいだが、それでも背丈はフィルやクレール以下だ。

			　そんな子を孕(はら)ませたら、俺は鬼畜のレッテルを貼られかねないぞ。

			「獣族では、子を成す機能が身についたならば大人であると判断している。だから、ガルディアも立派な大人であるのだ」

			「獣族のルールではよくても、こっちのルールではアウトなんです」

			「ふむ、そうか……先ほどの戦いを見て、ますます婿に欲しいと思っていたのだが」

			　強さに重きを置くという獣族が、魔族内でトップクラスの戦闘力を誇(ほこ)るであろうニーズやグリムを倒した俺を引き込みたいというのは、納得のいく話だ。

			　しかし、俺は今の年で婿養子に入る気なんてないし、ガルディアを伴侶として一生添い遂げる覚悟も持ち合わせていない。

			　友達として長く付き合っていくというのなら、話は別だけど。

			「卿(けい)がどの宗派に属するのかは知らぬが、獣族は一夫多妻制だ。我輩も５人の女性を娶(めと)っている。だから、卿(けい)をガルディアだけに縛(しば)ろうとは考えておらんぞ？」

			「と、とは言っても、やっぱりこういうことは思いつきですることではないですし……」

			　今ちょっと心が揺らいだが、俺に何人もの女性をいっぺんに愛する度胸がない以上、それは無理な話だろう。

			「あ、あんまりシンさんを誑(たぶら)かさないでください！」

			　そんな会話をしているところに、フィルがやってきた。

			　彼女は、俺と獣(じゆう)王(おう)の間に割り込んで、話を強制的に中断させた。

			　そういえば、ここにはフィルがいたな。

			　また、フィル以外にもいろいろな連中が、俺たちの会話を聞いている。

			　そのことにようやく気がついた俺は、若(じやつ)干(かん)焦りつつ獣(じゆう)王(おう)の前から退散する。

			　今のは、こんなところで話すような内容じゃなかった。

			「そ、そういうわけですので、この話はここまでということで……」

			「む……まあ、仕方があるまい。ガルディアとの関係は急いで進めずともよいしな」

			　獣(じゆう)王(おう)は若(じやつ)干(かん)残念そうな表情で、俺たちが離れていくのを見つめていた。

			「お、色男様のご帰還だぜ」

			「ちゃかすな、ケンゴ。さっきのは、別にそういう話じゃない」

			「そうか？」

			「そうだよ」

			　俺が奥手であることを知っているケンゴは、ニヤニヤしながらからかってくる。

			　ケンゴとは、もう色恋話をしないようにしよう。

			「しかし、私たちまでこの場へ来る必要はなかったな」

			「なんだミハイル。もしかして、『アリア』を使いたくてウズウズしてたのか？」

			「そういうわけではない。ただ、客観的事実を述べているだけだ」

			　近くにいた法王が、ケンゴとそんな会話を交わしている。

			　まあ、今回は龍王さえいればなんとかなった。だから、わざわざ剣王や法王がついて来なくてもよかったのでは、と問われれば、その通りだ。

			「でもよ、けん制って意味では、効果あったと思うぜ？」

			「だと良いのだがな」

			　一応、この場にウルズ大陸側の最高戦力が顔を出すことで、ミーミル大陸だけでなくウルズ大陸の侵攻も、魔族は絶対にできなくなったと言える。

			　魔王と海王がいないものの、現在の八大王者がほとんど揃った場で、過去に交わした停戦条約を持ち出した以上、『ミーミルが駄目ならウルズに侵略するぜ』という理屈は通らない。

			　今後の魔族は、別大陸を侵略するなら合計６人の王を同時に敵にまわすことを、覚悟しなければならなくなったはずだ。

			　……魔族がクレールのことを死(し)霊(りよう)王(おう)と認識してくれていたかは、微妙だったかもだけどな。

			　にしても、こいつら２人って、結構気楽に話してるな。

			　ウルズ出身の同じ王同士ということで、繋がりがあるわけだから、仲がよくないとやっていけないんだろうか。

			　前に法王と会ったときも、剣王であるケンゴと面識があるようなことを言ってたし。

			　というか、俺が大聖堂へ侵入したときに法王と出くわしたのは、おそらくケンゴの仕業だ。

			　多分、俺が首尾良く大聖堂から逃げられなかったことを『未来予知』で知って、ケンゴが手をまわしてくれていたとか、そんな感じだったんだろう。

			　そういう裏があったのだろうと思って、ケンゴに神器の剣を渡したわけだが、それ以外には特に礼を言うこともない。

			　ケンゴは、あんまりそういうお節介を表に出したがらない性質だからな。

			「……で、だ。お前たちは、いつまでここでじゃれついてるつもりだ？」

			　ケンゴたちから視線を外した俺は、次に精霊王とクレールのほうを見た。

			「ん？　あ、ごめんなさいね。私としたことが、つい」

			「……………………」

			　なんというか、こいつらはなんだったんだ。

			　俺とニーズが戦っている間も、ずっと２人でプロレスごっこ的なことをしていたし、精霊王は満面の笑みなのに対して、クレールはもう死んだ魚のような目をしてるし。

			　一応、服は着ているけど、もはや事後と言っていいような有様だ。

			「クレール、大丈夫か」

			　さっきまで戦っていた俺よりもボロボロとなって、地面に横たわるクレールに声をかけた。

			　しかし、クレールは虚(うつ)ろな目をこちらに向けるだけで、なにも答えない。

			　いかん。これは完全にレ○プ目だ。

			　本当に、なにしてくれちゃってんだよ精霊王、しかも戦場のど真ん中で。

			「うぅ……もう、お嫁に行けない……」

			　クレールは体を小さく丸めて、しくしく泣き始めた。

			　お嫁に行けないとか言ってんじゃねえよ、死(し)霊(りよう)王(おう)。

			　服の上からいろいろ弄(いじ)られすぎたんだろうけど、それ以上のことはされてないだろ。

			「シン殿……」

			「なんだ？」

			「汚れた我をシン殿で清めて……」

			「……さっさと立て、クレール」

			「ぎゅぅ……」

			　ふざけたことを言い出したので、俺は首の下を引っ張って、クレールを無理やり立たせた。

			　清めてとか言ってんじゃねえよ。膜のほうは無事だろうが。

			「まあ、とりあえずここでずっとお話を続けるというのも、落ち着きませんわ。そろそろ気の休まる場所に移動したいと私は思っているのですが、どうでしょう？」

			　見かねた様子のセレスが、みんなに場所を変えるという提案を出した。

			　そして、俺たちは獣族の設置した天幕へと移動することになった。

			　移動中、俺に背負われていたクレールは、なにかを話している精霊王と龍王の姿を見てビクビクしていたが、気にしない。

			　また、ガルディアが腕を絡めてきて、これに対抗したらしきフィルも逆側から腕を掴(つか)んできて、そんな俺たちの様子を見てケンゴが笑っていたけど、それも気にしない。

			　周囲から『もしかしてロリコン？』と疑われてそうな視線を受けるが、それも気にしない。

			　そうして俺は、両脇にいる少女たちの歩幅に合わせて、ただ黙(もく)々(もく)と歩き続けたのだった。

		

	
		
			12　宴

			　

			「此度の戦を鎮(しず)めた件、我輩は卿(けい)らに感謝する」

			　俺たちを前にして、獣(じゆう)王(おう)は礼を述べた。

			　野営地ではあるが、ささやかながらの宴を催し、その場にいる者全員を労ってくれた。

			　特に獣(じゆう)王(おう)は、俺、火焔、ケンゴ、法王、クレール、精霊王を宴の上座付近に座らせて、手厚くもてなしていた。

			　正直、俺だけ場違いな感じが否めないが、獣(じゆう)王(おう)は俺も他の王と同等の扱(あつか)いをしなければ気がすまなかったらしい。『卿(けい)はこの戦を終結させた功労者ではないか。ならば、この場において最大の敬意を示すのは、当然のことであろう？』とのことだ。

			　まあ、こんなことを言われては、俺も断れないな。

			「クレール、クレール、はい、あーんして」

			「いや、我は普通に自分で食べられるから……」

			「そんなこと言わないで。あ、それとも口移しでのほうがいいかしら？」

			「!?　や、やめろ！　我はそんなことを望んではいないぞ！　顔を近づけるな馬鹿者！」

			　にしても、すぐ右隣でクレールと精霊王がいちゃついてて、うるさいな。

			　なんか、精霊王が果物を口に含んでクレールに詰め寄ってるし。

			　前に、クレールは初めてキスをした的なことを言っていた気がするが、もしかしたら精霊王に何度かやられちゃってんじゃないか、という疑念が拭(ぬぐ)えないな。

			　女性同士だからノーカンでもいいんだが。

			　俺も、女の人にならクレールがキスされても、そこまで気にはしないし。

			「フン、相変わらず五月蝿(うるさ)い者どもだ。ここが祝いの席でなかったら、灼熱の炎をくれてやるところだったぞ……ングング」

			　クレールたちとは逆隣に座っている火焔は、豪快に肉をほおばりながら、そんな物騒なことを呟(つぶや)いている。

			　今の火焔は、龍形態ではなく、最初に出会ったときの美女形態だ。

			　さすがに龍の状態では席に座れないし、威厳を保つためにはロリ形態よりこちらのほうが良いと判断したんだろう。

			　というか、何気に火焔の食欲が凄(すさ)まじい。

			　この場において、誰よりも、目の前の飯をたくさん食らっている。

			　食った物は、いったいどこにいってるんだ。マイとタメを張れるぞ。

			「おいミハイル！　てめえ全然、酒飲んでねえじゃねえかよ！」

			「……私は聖職者だぞ。君のように羽目を外すような行為は慎む必要が――」

			「てめえ、俺の注いだ酒が飲めねえってか!?　ついこないだまで泣きべそかいてたミハイルクンも、偉くなったもんだなあ！」

			「い、いや、そういうわけでは……いただこう」

			　遠くの席から、ケンゴたちの声が響いてきた。

			　法王に無理やり酒飲ますなよ、ケンゴ。

			　あいつ、酒が入ると、凄(すご)いうざいノリになるんだな。

			　顔もずいぶんと赤いし、あの様子だと、もうべろんべろんに酔ってるみたいだ。

			　しばらく、ケンゴに近づくのはやめておこう。近づいたら、俺も酒を飲まされかねない。

			　犠(ぎ)牲(せい)者は法王様１人だけで十分だ。

			「急場の宴ではあるが、楽しんでいるか？」

			　獣(じゆう)王(おう)が俺に声をかけてきた。

			「おー！　楽しんでるぞー！」

			　なぜか、ケンゴがそれに大声で答える。

			　お前は、ネコミミ生やした獣族の女性からお酌でもしてもらってろ。

			「フッ、どうやら、剣王のほうは楽しんでいるようだな」

			「……そのようですね」

			　俺は『剣王様なんて赤の他人です』というようなそぶりをしながら、獣(じゆう)王(おう)と話を続けた。

			「卿(けい)も、要望があれば遠慮なく申すと良い」

			「……はあ、まあ、お構いなく」

			　剣王様は酒をじゃんじゃん持ってこさせて、獣族の女性を侍らせたりしているし、火焔は飯をどんどん持ってこさせているが、俺は別にそういうこともない。

			　とにかく、周りの雰囲気を眺めながら、飯を黙(もく)々(もく)と食うだけだ。

			　クレールは精霊王に取られてるし、フィルやガルディア、それにセレスとは席が離れすぎていて、話しかけられない。

			　少しの間、俺は周りにいる奴らと談笑する機会がなかった。

			　だからこそ、獣(じゆう)王(おう)が俺のところに来たんだろう。

			「ゴホッゴホッ……失礼」

			　獣(じゆう)王(おう)が突然咳き込んだ。

			「……そういえば、獣(じゆう)王(おう)は病の身でしたね」

			「む、まあ、確かにそうだ」

			「どんなご病気なんですか？」

			「ああ、それは――」

			「ガルガンド！　てめえ飲めるくせして、なんでシラフのまんまなんだよ！」

			　俺が獣(じゆう)王(おう)へ病について訊ねているところへ、いきなり剣王様がやってきた。

			　病人に酒飲まして、平気なのかよ。

			「いや、我輩は今、酒をやめている。飲み比べなら、また次の機会にしようぞ」

			「ちぇー、つまんねえのー。酒飲めねえくらい体壊してんなら、さっさと寝ちまえ。後のことはガイウスにでも任せたっていいだろ？」

			「ふむ、確かにな。では、そうさせてもらおうか。我輩がいなくなったからといって、卿(けい)らは遠慮などしてくれるなよ」

			「おう、わかってらあ」

			　獣(じゆう)王(おう)は普通に酒を断り、この場を離れた。

			「おい、シン」

			「……なんだ？」

			「てめえも飲――」

			「飲まねえよ。未成年に酒勧めてんじゃねえ、馬鹿ヤロウ」

			　ターゲットを俺に移した剣王様が、酒の入ったコップを寄せてきた。

			　だが、俺はそれを丁重に断り、酒臭い剣王様から距離を置く。

			「アースじゃ、酒は15で飲んでいいってことになってんだよ。だから、ここでてめえが酒を飲んだところで、誰も咎めたりなんてしねえさ」

			「そ、そうなのか……いや、でもいらないな。果実ジュースで十分だ」

			　お正月だったり、めでたいことがあったときなどには付き合いで一杯飲まされることもあるが、あまり美味いとは思わない。

			　だから、年齢云々以前に、俺は酒を飲みたくないのだ。

			「そうかよ、このお子様舌め。ミハイルも２、３杯飲んだだけで酔い潰れちまうし、ここには俺と飲み比べをしてやろうって奴はいないもんかね」

			　法王、潰れてたのか。

			　よく見たら、奥で法王が獣族に介抱されている。

			　人族の最高戦力その１であるはずなんだが、こうなると無残だな。

			「ならば、余と勝負してみるか？　そなたと飲み比べで勝負するのは初めてだったな」

			「お、ノリがいいじゃねえか、龍王さんよ。てめえにゃ黒星付けられっぱなしだけど、今日こそは勝ってやるぜ！」

			　そして、人族の最高戦力その２は、あろうことか火焔と飲み比べ勝負をおっぱじめた。
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			　２人は、次々やってくる酒を、物(もの)凄(すご)い勢いで飲み干していく。

			　なんか、見ているだけで酔いそうだ。

			「し、シン殿……た、助けて……」

			　弱々しい声のするほうに目をやると、クレールが救援要請を出していた。

			　クレールは精霊王に抱っこされ、乳を揉(も)まれながら荒い息を吐いている。

			「あん、駄目よ逃げちゃあ。久しぶりの再会なんだもの。今までの会えなかった分、ゆっくり語り合いましょ」

			　こっちはケンゴたちと比べて、目の保養になるな。

			　眺める分には飽きない。

			「ちょ……見てないで……た、助けてぇ……」

			「と、スマンスマン」

			　クレールは、もはや泣きそうな顔をしていた。

			　なので、俺は助け舟を出すことにした。

			「精霊王、クレールが嫌がってるんで、そろそろ放してはもらえませんか？」

			「えー、せっかく数百年ぶりに会えたのよー？　もっとクレールといちゃいちゃしたいー」

			「そんな駄々をこねられましても……」

			　どうも、精霊王はクレールを手放す気がないようだ。

			　クレールよ、お前、相当好かれてるな。

			「でも、それ以上はクレールに嫌われますよ？　ほら、今にも泣いちゃいそうです」

			「むー……そう言われちゃうとねえ。私もクレールに嫌われたくないし」

			　精霊王はクレールのことをちゃんと思いやれるようだ。

			　若(じやつ)干(かん)不本意そうにしながらも、クレールからゆっくりと手を放した。

			　まあ、思いやるのがちょっと遅すぎる感はあるけど、これでクレールは助かったわけだ。

			「ふぅ……ふぅ……た、助かった……」

			「お疲れさん、クレール。というか、お前と精霊王は昔もこんな感じだったのか？」

			「そうだな……激しさの度合いが増しているが……やっていることは昔とそう変わらん」

			「へえ……」

			　つまり、精霊王は昔からああだったと。

			　なら、ちょっとここで聞いてみるべきか。

			「精霊王……もしかしてあなたは、ソッチ系の人ですか？」

			「ソッチ系というのがドッチ系を指しているのかわからないけど、多分、あなたの考えているような趣味は持ってないわよ？」

			「そうなんですか？」

			「ええ。私はただ単に、可愛(かわい)い子の全身を愛でるのが趣味なだけよ」

			「そうなんですか……」

			　もう、ソッチ系と言っていいんじゃないですかね。

			　この人、クレールの貞操奪う気でいませんかね。

			　でも、可愛(かわい)い子か。

			　確かにクレールは、見た目だけで言うなら、かなりの美少女だからな。

			　愛でたくなるという気持ちも、わからないわけではない。

			「そういうことなら、あっちにも美少女がいるんで、まだ愛で足りないようなら、ソッチに行ってください」

			　これ以上クレールが愛でられると、また死んだ魚の目になりかねない。

			　なので俺は、遠くの席で談笑しているフィル、ガルディア、セレスを精霊王の贄とした。

			「ああ、あの子たちね、ふふふ、りょうか～い。ラララ～♪」

			　精霊王は俺の提案を聞き入れ、軽やかに音色を奏でながら、フィルたちに特攻した。

			「はふぅ……酷(ひど)い目にあった……」

			「でも、本気で嫌がってたわけじゃないんだろ？　お前だったら、逃げるなり反撃するなりも、できただろうしさ」

			「まあ確かに、そうなのだが……アリアスも悪気があってあのようなことをしているわけではないと、我もわかっているからな……」

			　なんだかんだで、クレールは精霊王を嫌っているわけじゃないようだ。

			　精霊王にもみくちゃにされても、なおこう言えるんだから、２人の絆(きずな)はそれなりに固いということなのだろう。

			「オロロロロロロロロ」

			　……そんなことを思っていると、左隣の席から誰かが吐いたような音が聞こえてきた。

			「フン、この程度で吐いたか。歯ごたえのない奴だな」

			「ぢ……ぢぐしょう……っ！　酒樽丸々飲むとか化け物かよ……お、オロロロロロロロロ」

			　もうホント、なにやってんだよ、ケンゴ。

			　いくらなんでもハメ外しすぎだろ。

			　俺は身内の無茶苦茶な行動に赤面しつつ、火焔に敗退したケンゴを介抱するのだった。

		

	
		
			13　お別れ

			　

			　俺たちとは違って、なにかと忙しいのだというケンゴと法王は、宴のあった次の日にはもうウルズ大陸へ戻ると決めていた。

			　なので、もう少しミーミル大陸に残る俺たちは、ケンゴたちを見送ることになった。

			「そ、それじゃあ……俺らは先にウルズへ帰るぜ……」

			「昨夜の宴は……感謝する……うぷ……」

			「…………」

			　……どうやら、２人とも二日酔いらしい。

			　顔は青いし、なんか吐き気を堪えているように見える。本当にそんなんで大丈夫なのか？

			「まあ、一応、私がついていますから、こちらのほうは気にしなくてもいいですわよ」

			「とは言ってもな……」

			　ミーミル大陸に来る際、『人族の軍も付き添うか』という話があった。

			　だが、ケンゴは『その必要はねえよ』と言い、軍の連中の同行をつっぱねた。

			　そのため、俺、火焔、フィル、クレール、ガルディアの他にはケンゴ、法王、セレスだけでここに来たわけだが、帰りをどうするかについては、あんまり話し合っていなかった。

			　二日酔いに悩まされていないセレスが、ケンゴたちと一緒に戻るというのは心強い。

			　でも、こんな様子を見せられては、このまま見送っていいものかと悩んでしまう。

			「……火焔。やっぱこいつら『空間接続』で送ってやってくれないか？」

			「その場合は、そなたらがこの場で置いてけぼりとなるが、それでもよいか？」

			「うーん……それはそれで困るな」

			　もう一度ミーミル大陸からウルズ大陸に戻る旅をするというのは、気が引ける。

			　してもいいとは思うけど、積極的にはしたくない。

			「はぁ……仕方がないな。ほれ、そなたらにはこれをやろう」

			　火焔はため息をついて、ケンゴたちに赤くて丸い物を放り投げた。

			「……？　これは……？」

			「名づけて『龍王の宝玉』だ。これがあれば、マナ（ＭＰ）を消費することで『空間接続』が可能となる。ただ、移動距離についてはマナ依存であるうえに、使用者が実際に何度も訪れた場所にしか接続できん。

			　それに２、３回ほど使えば、その宝玉は砕けるだろう」

			「おぉ……すげぇ……さすがは龍王様だぜ……」

			　火焔の説明を聞いたケンゴは、テンションが低いまま称賛した。

			　二日酔いで苦しんでいるケンゴの反応だと、大したことのないように思えてしまう。

			　が、実際は、とんでもなく重宝するアイテムだ。

			　俺たちには、空間を跳躍するスキルなり魔法なりがない。だから、使用回数に限界があるとはいえ、これは喉から手が出るほど欲しい代物と言える。

			「マナ依存か……ならば、問題ないな」

			　ケンゴ同様、テンションの低い法王は、なにもない空間から１冊の白い本を取り出した。

			　今の現象は……アイテムボックスか。確か、アース人では使える人数もごくわずかだって聞いてたけど、法王クラスになると、できて当然ということか。

			　しかも、法王が取り出したのは、神器『アリア』だ。

			　クロスに聞いた話だと、あの神器の本は無限に近いＭＰを内蔵し、使用者はそれを自由に使えるという『無限のマナ』と、所有者に降りかかるあらゆる状態異常を無効化する『聖なる祝福』というスキルが付与されているらしい。

			　これがあれば、マナ（ＭＰ）依存だというアイテム版『空間接続』を使うのにも支障はない、というわけか。

			「……ほぅ、どうやら、こういった症状にも効果があるようだな」

			　法王が本を手に持つと、途端に顔色が良くなった。

			　もしかして、『アリア』のおかげで二日酔いという状態異常が改善されたのか？

			　そんなものも治せるのかよ。

			「おいミハイル……俺にもその本、触らしてくんね……？」

			「断る。君はしばらく、そのまま反省するといい」

			「くそっ……昨日のこと、根に持ってやがんな……？」

			　ケンゴは法王の様子を見て自分の二日酔いも治してもらおうと考えたみたいだが、昨日の行いが効いたのか、そっけない態度を取られていた。

			　まあ、法王が二日酔いになったのはケンゴのせいだからな。

			　二日酔いを治してもらえないのは、自業自得というものだ。

			「それでは、失敬する」

			「またどこかでお会いしましょう」

			「シン……今日は都合が悪いけどよ……また会ったときは盛大にバトろうぜ……」

			　こうして、法王とセレス、それにケンゴの３人は、龍王の宝玉を使ってウルズ大陸へと帰っていった。

			「さぁて、では、私たちもいきましょうか！　アルフヘイムへ！」

			　３人を見送ると、精霊王がはしゃぎだした。

			　俺たちがケンゴたちと一緒にウルズ大陸へと戻らなかった理由は、この人にある。

			　精霊王は、久しぶりにクレールと会った喜びをここで終わらせたくないらしく、俺たちをアルフヘイムに招きたいと言ってきたのだ。

			　俺たちは、別に暇(ひま)というわけではない。

			　だが、精霊王の強い説得に負けて、首を縦に振るしかなかった。

			「スルスの森か……余はその地を知らぬゆえ、そなたのイメージを取り込むぞ」

			「ええ、どうぞどうぞ」

			　移動手段は、精霊王のアシストを受けた龍王自身による『空間接続』であるようだ。

			　龍王が精霊王の肩に手を置いて目を瞑(つむ)ると、俺たちの目の前に空間のゆがみが発生した。

			『空間接続』をするのに土地勘が必要だってことだから、アルフヘイムへ行くのに精霊王が手助けをしたってことなんだろう。

			　なんかこの２人、あんまりいがみ合っているような雰囲気がないな。

			　精霊王と死(し)霊(りよう)王(おう)が龍王に戦いを挑んで返り討ちにあった、とかいう昔話を聞いていたから、もしかしたら仲が悪いのかと思っていたんだけど、そんなそぶりは全然見られない。

			「なんだ、卿(けい)らも『空間接続』とやらで移動するのか。我らが獣族の誇(ほこ)る騎獣隊の力を見せ付けるチャンスだと思っていたのだが」

			　傍(そば)にいた獣(じゆう)王(おう)が、空間のゆがみを見て、そんな愚痴を零(こぼ)した。

			　獣族の騎獣隊といえば、アースにおける最速の機動兵団だという。

			　アルフヘイムまでの道のりは長いものになるが、ガルディアと同等かそれ以上の速度で進めるのなら、移動時間も大したことはなかっただろう。

			「それは、また今度見させてもらいます。では、体調にはお気をつけて」

			「うむ。我輩は卿(けい)らに再び相まみえることを楽しみにしているぞ」

			　俺が別れの挨拶をすると、獣(じゆう)王(おう)は軽く頷いた。

			「ガルディアも、またな」

			「うん！　またね！　ご主人様！」

			　そして、ガルディアともここでお別れだ。

			　彼女は元々、獣(じゆう)王(おう)から借りていた足代わりで、ミーミル大陸に戻る機会があれば帰そうと思っていたからな。

			　これからも俺たちと一緒に行動し続けてもらっても全然構わないんだが、元気がない父親は、ガルディアも心配だろう。

			「あ、そうだ。ご主人様ご主人様、ちょっといいですか？」

			「？　なんだガルディア。あと、いい加減ご主人様って言うのはやめろ」

			　俺はガルディアの手招きに応じて、彼女に近づいた。

			　すると、彼女は俺の首元に抱きつき、頬(ほほ)にチュッと唇を当ててきた。

			「今度会ったときは、ご主人様のほうからしてくださいね！」

			「……まあ、その気になったらな」

			　突然キスをされた頬(ほほ)を撫(な)でながら、俺はガルディアに曖(あい)昧(まい)な返事をした。

			　後ろにいるフィルやクレールの反応を見る度胸もない俺は、火焔の作った空間のゆがみへと一番乗りで飛び込んだ。

			　こうして俺たちは、獣(じゆう)王(おう)と獣族、それにガルディアと別れ、アルフヘイムへと飛んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　空間を裂いて、俺たちはアルフヘイムにやってきた。

			「う～ん！　やっぱり愛しの我が家は最高ね！」

			　精霊王は大きく伸びをしながら、深呼吸をした。

			　ここは木々で囲まれた森の中だからな。

			　さっきまでいた荒野と比べると空気も美味く感じられるから、深呼吸をしたくなる気持ちも、わからなくはない。

			「あー！　おかえりなさーい！」

			「精霊王様、おかえりなさーい！」

			「はいはいー、みんなただいま～」

			　周囲にいた精霊族が精霊王の姿を見て、フレンドリーな挨拶を交わしている。

			　相変わらず、精霊族の口調はユルい。

			　それに対応する精霊王は、王様っていうよりも保護者って感じだ。

			「フン、何百年経とうと、精霊族は精霊族か」

			「いつまでも変わらないからこそ、良いってものもあるのよ」

			　火焔の言動から察するに、精霊族の在り方は、昔から変わっていないようだ。

			　精霊族は、ずっと子どものような容姿と言動で、生涯を全うすると言われている。

			　変化が少ない、というのも頷けるだろう。

			「まあ、とりあえずアルフヘイムに来たことだし、早速みんなで温泉でもどう？」

			　精霊王はクレールのほうへずずずいっと体を寄せてきた。

			　なんかもう、狙いが丸わかりだな。

			「せ、せっかくの誘いだが……わ、我は遠慮させてもらおうかな……」

			「あらあら、レディがお風呂に入ることを拒んだりしたら駄目よぉ。あなただって、昨日は体を軽く拭(ふ)いただけでしょう？　それじゃ汚いわ」

			「し、しかし……」

			「大丈夫。クレールは、私が全身余すことなく入念にキレイキレイしてあげるからぁ」

			「うぅ……」

			　クレールが温泉に入りたがらない理由の元凶が、彼女の腕を掴(つか)んで強引に連れていこうとしている。

			　精霊王は、本当にクレールを愛でたいだけなのだろうか。

			　俺にはもう、邪なことを考えているようにしか見えなくなってきている。

			「それよりもアリアス、そなたはこの場に結界を張っていたのではなかったか？」

			「あ！　そうだった！」

			　精霊王が突然大声を上げ、体から漏(も)れる光をさらに明るくさせた。

			「は！」

			　そして、精霊王が両手を上げると、そこから白い光が上空に飛び、上空に膜のようなものを展開した。

			　もしかして、あれがアルフヘイムを隠蔽している結界か。本当に精霊王が張ってたんだな。

			　ってことは、精霊王が戦場に赴(おもむ)いていた今まで、アルフヘイムはむき出し状態だったのか。

			　ミーミル大陸のピンチだったから、仕方なく戦場に駆けつけたんだろうけど、なかなかリスキーなことをしてたんだな。

			「……あら？　どうやら、招かれざる客が足を踏み入れているようね」

			「客？」

			「ええ」

			　結界を張ったことで、森の状態が認識できるようになったのであろう精霊王は、なにかを発見したようだ。

			　招かれざる客。

			　さっきまで結界がなかったせいで、アルフヘイムに誰かが侵入してしまったということか。

			「温泉の前に、まずその侵入者を見つけたほうがよさそうだな」

			「ん、そう……ですね」

			　俺の意見に、フィルが同意してきた。

			　精霊族は、奴隷として高値で売られることがあるらしい。

			　あまり、この楽園の場所を外部に漏(も)らすべきではないだろう。

			「場所も近いし、私が直接出向いたほうが早そうね。ちょっと行ってくるわ」

			「俺たちも行きます」

			「そう？　ありがとうね」

			　こうして、俺たちは侵入者を探すために動き出した。

		

	
		
			14　ゴロツキVS龍王精霊王死(し)霊(りよう)王(おう)混成チーム

			　

			　俺、フィル、クレール、火焔は、精霊王の進む道をひたすら走った。

			　すると、アルフヘイムへ侵入者してきたらしき、山(さん)賊(ぞく)っぽい姿の男たちを見つけた。

			「親方！　こりゃあもしかして、俺らに運が向いてきたってことですかねえ！」

			「精霊族を一度に５匹も捕まえられるなんて、夢のようですわあ！」

			「おうお前ら！　街に戻ったら、こいつらを売っぱらった金で吐くまで飲むぞ！」

			　そいつらの足元には、平和に暮らしていたであろう精霊族が、縄で縛(しば)られている。

			「なんともまあ、わかりやすい奴らだ……」

			　あまりに『それっぽい奴らだ』と思った俺は、走りながらも失笑してしまった。

			　大声で話している内容を聞く限り、あいつらは、捕まえた精霊族をどこかに売り払おうとしているのだろう。

			　なら、こちらも悩まずに済む。招かれざる客人には、痛い思いをしてもらおう。

			「フィル！　いくぞ！」

			「了解！」

			　俺はフィルとともに、その山(さん)賊(ぞく)集団に向けて走っていった。

			「っ……なんだありゃ？　ガキがこっちきてるぞ？」

			「知るかよ。でもこっちに来るってんなら相手しねえとな」

			　山(さん)賊(ぞく)連中は俺たちの存在に気づいて一瞬驚いたという表情を見せるが、すぐにまた下卑た笑みを浮かべ始める。

			「男は殺してもいいが、女は殺すなよ」

			「わかってますって」

			　……なんて典型的な悪党台詞(ぜりふ)なんだ。

			　ここまでいくと、むしろ清々しさすら感じてしまう。

			　しかし、俺たちを完全に舐めているのであれば、痛い目を見るぞ。

			　こちらに油断などない。

			　相手の実力が未知数である以上、異能も普通に使わせてもらおう。

			　でも、ダメージヒールはできるだけ使わない方針でいく。

			　油断も容(よう)赦(しや)もしないが、殺す気もないからな。

			「おらぁ！」

			　俺に向けて、山(さん)賊(ぞく)の１人が手に持った剣を振り下ろそうとしていた。

			　それを見た俺は、タイミングを合わせ、男が剣を振り下ろす直前に右手の小盾を前に出して、軽く受け流す。

			　いつも通りのお仕事だ。

			　ＭＯＢ戦、対人戦、その両方における盾役としてのスキルを磨き続けた俺にとって、山(さん)賊(ぞく)の攻撃を捌(さば)くことは容易(たやす)かった。

			　これじゃあ、異能を使って思考を加速させるまでもなかったな。

			　あまり強くないぞ、こいつら。

			「シッ！」

			　俺が攻撃を綺(き)麗(れい)に受け流したことで、男の体勢が若(じやつ)干(かん)泳いだ。

			　そこへフィルが、すかさず追撃にかかる。

			　彼女は、わずかに無防備となった男の腕を、手に持ったクナイで軽く刺した。

			「がっ!?」

			　フィルの攻撃は、おそらく『スタンスラッシュ』だったのだろう。

			　目の前にいる男は、その場で体を痙攣させながら膝をついた。

			　俺たちのコンビネーションは、ミーミル大陸に飛ばされる前よりも洗練されている。

			　事前に打ち合わせをせずとも、俺たちは阿吽の呼吸で、防御と攻撃を合わせられるのだ。

			　これくらいのことは、もう朝飯前だな。

			「な、なんだこいつら！」

			「落ち着け！　数ではこっちが勝ってんだ！　囲め囲め！」

			「お、おう！」

			　どうやら、今の連(れん)携(けい)で俺たちが只者ではないと判断したらしい。

			　残りの山(さん)賊(ぞく)連中は、俺たちを警(けい)戒(かい)しながら周囲にぐるりと展開した。

			　だが、警(けい)戒(かい)すべきなのは俺やフィルだけじゃない。

			　むしろ、俺たち程度に警(けい)戒(かい)心を抱いているようでは、話にならない。

			　なんてったって、こっちにはアース内最強クラスの存在が３人もいるんだからな。

			「まったく、こういう輩は、いつの時代にもいるものだな」

			「く……あ……」

			　４人の山(さん)賊(ぞく)が、クレールの目を見て昏倒した。

			　おそらく、催眠の魔眼を使ったのだろう。

			　龍の道を通るときにも使っていたが、何気にずいぶんなチート技だ。

			「フン、わざわざマナを消費する相手ではない。そなたらのやり方は無駄が多いぞ」

			「……ぁ…………ぅ……」

			　残った山(さん)賊(ぞく)５人は、殺気立った火焔を見て、ヘナヘナと尻餅をついた。

			　もしかして、こっちはただの威圧だけで倒したのか。

			　やることなすこと、全部規格外だな。

			　というか、やっぱり俺たちが出る意味なんてなかったようだ。

			　クレールか火焔、それに精霊王のうち１人でもいれば、この場を完全に制圧しきれた。

			　力の差が圧倒的すぎる。

			　ゴロツキ程度じゃ、まったく相手にならなかったな。

			「さーて、この悪い子たちは、どう料理しましょうかねえ？」

			　そうやって10人の山(さん)賊(ぞく)を無力化したところで、精霊王が冷(れい)酷(こく)な笑みを浮かべながら、ゆっくりと近づいてきた。

			　いい年した男たちを悪い子呼ばわりするのには違和感があるが、精霊王の年を考えると、普通なのかもしれない。おじいちゃん相手でも、この子呼ばわりしそうだ。

			「な、なんなんだよ、おめえらは……俺らになんか恨みでもあんのかよ……」

			「そうねえ……まあ、この子たちをどこかに売り飛ばそうとしていたことについては、恨んでいるわねえ」

			　精霊王は縛(しば)られていた精霊族の縄をほどきながら、山(さん)賊(ぞく)の問いに答えた。

			　一応、捕まえられていた精霊族は、みんな怪(け)我(が)とかしていなさそうだ。

			　もし誰かが重傷でも負っていたら、精霊王が黙(だま)っちゃいなかっただろう。

			「……？　あなたたち以外にも、誰かいるわね」

			「！」

			　精霊王の呟(つぶや)きに、１人の山(さん)賊(ぞく)が肩をビクッとあげた。

			「その反応からして、今この周辺にいる人族の子たちは、あなたたちのお仲間かしら？　だとしたら、その子たちのことを聞かせてちょうだい？」

			　それを見逃さなかった精霊王は、山(さん)賊(ぞく)に向かって質問を投げかける。

			「な、なんでそんなことを、お前らなんかに――」

			「これはお願いじゃなくて命令よ。勘違いしないでくれるかしら？」

			　山(さん)賊(ぞく)の返答が気に入らなかったようだ。

			　精霊王は近くに落ちていた剣を拾い上げて、山(さん)賊(ぞく)の首元に刀身を当てた。

			「ひっ!?」

			　山(さん)賊(ぞく)は悲鳴を上げ、精霊王に怯えた視線を向ける。

			「あなたが口を割らないなら、他の子たちに聞いてもいいんだけど？　幸い、ここにはあと９人もいることだし？」

			「わ、わかった！　話す！　話しますから！」

			「ふふふ、それでいいのよ」

			　……なんだか、いつものキャラじゃないな、今の精霊王は。

			　精霊族を拉致られようとしていたことが、よほどご立腹だったみたいだ。

			　ちょっと怖い。

			　こうして俺たちは、山(さん)賊(ぞく)の残党の情報を聞き出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺たちは、山(さん)賊(ぞく)から聞き出した情報と、精霊王の探知能力によって、とある洞窟へとたどり着いた。

			　すると、すぐ近くで見張りをしていたらしき男が声をあげ、その洞窟から人族の男たちがワラワラと出てきた。

			「！　なんだおめえら！」

			「うひょ！　よく見りゃ女ばっかじゃね!?」

			「でも、ガキばっかじゃねえかよ。お前、もしかしてそっちの趣味があったのか？」

			　こいつらも、さっきの奴らと同じ下(げ)種(す)ヤロウだ。

			　どうやら、こいつらは最近、アクラムからここに流れ着いた暴漢の類(たぐい)らしく、奴隷売買、強盗、殺人なんでもござれな集団らしい。

			　だが、少々羽目を外しすぎたらしく、街では指名手配を受けてしまったのだとか。

			　つまり、生(きつ)粋(すい)の犯罪者ってわけだ。

			　そんな奴らが森の中に逃げ込んでいると、エレナたちがいる村まで脅(おど)かされかねない。

			　なので、ここで全員捕まえておく必要がある。

			「…………」

			　しかし、俺はそんな事情とは別に、あることの真偽を確かめるため、一歩前へ出て山(さん)賊(ぞく)連中に声をかけた。

			　さっき捕まえた山(さん)賊(ぞく)の口から洩れたその情報は、俺にとって、とても大きな意味を持っていたのだ。

			「お前たちのなかに――剣王の弟子だった奴がいるそうだな。出てこい」

			　そう。こいつらのなかには、剣王の弟子だった男が用心棒として紛れているらしいのだ。

			　俺はこの話を聞いたとき、ケンゴが俺以外の弟子をとったのかと思って、少し驚いた。

			　なんというか、ケンゴの弟子は俺１人であってほしいというワガママが、心のなかに芽生えたんだろう。

			　俺は、真偽を確認するために、剣王の弟子であったという用心棒の男と、一対一で戦う気でいる。

			　もしその情報が偽りなら、叩き潰さないといけないし、本当だったなら、山(さん)賊(ぞく)に加担してケンゴの顔に泥(どろ)を塗ったということで、粛(しゆく)清(せい)しなければならないからな。

			「むむ？　拙者を呼ぶのは、どこの馬の骨でござるかな？」

			　洞窟の中から１人の男が姿を現した。

			　その男は、腰に刀のような武器を差していることから、おそらく剣士なのだろう。

			　まあ、剣王の弟子であるというくらいなら、剣士であるほうが普通か。

			「お前が剣王の弟子か？」

			「クックック、いかにも！　拙者はかつて、剣王『ケンゴ』の一番弟子と呼ばれ、次代の剣王になるのではと巷で密かに噂(うわさ)された剣豪、カタールである！」

			「…………」

			　剣王ケンゴの弟子と名乗る男は……盛大なドヤ顔を俺に向けてきた。

			　なんかイラッとした。

		

	
		
			15　ケンゴの弟子

			　

			　カタールという男のドヤ顔を見て、俺の苛立ちはマックス状態に達した。

			　一番弟子は、俺のはずなんだが。

			　しかも、そんな一番弟子が、こんなところで山(さん)賊(ぞく)連中とつるんでいるとか、胡散臭いにも程がある。99パーセントの確率で嘘(うそ)ついてるな。

			　それに、『ござる』とかなんだよ。ふざけてんのか、こいつ。

			「フッフッフ。どうやら、拙者の殺気に当てられて、言葉も出ないようでござるな」

			　いや、俺が黙(だま)っているのは、ただ単に現状を分析しているからってだけなんだが。

			　まあいい。偽者なら偽者で、倒しても構わないってことだしな。ケンゴの一番弟子を騙ったことを後悔させて――。

			　……て。

			「お前、俺たちと同じ、地球人(プレイヤー)じゃねえか」

			「な!?　な、な、な、なんのことでござろうな！　地球人(プレイヤー)？　拙者はそんな珍妙な集団の一員ではござらんよ！」

			「ふーん？」

			　もしかして、あれか。こいつは、アース人である山(さん)賊(ぞく)たちに、自分が地球人(プレイヤー)だってことを教えていないのか。

			　口調もアレだし、多分こいつは凄(すご)腕(うで)の用心棒的なＲＰ(ロールプレイ)でもしているんだろう。

			　ただ、俺たちの視点だと、地球人(プレイヤー)かどうかなんて一発でわかってしまうため、ちょっと気まずい。

			　……しかし、ここで山(さん)賊(ぞく)の片棒を担いでいる以上は、容(よう)赦(しや)なんてできないな。

			「とりあえず、俺はお前に決闘を申し込む。嫌とは言わさないぞ」

			「な、なに……？　拙者と決闘……？　ほ、本気でござるか……？」

			「本気も本気だ。お前が本当に剣王の一番弟子なのか、見極めさせてもらう」

			「…………」

			　カタールと名乗る男は難しい顔をして、黙(だま)りこくってしまった。

			　あんまり戦いたくないって雰囲気だな。

			「へっ、剣王の一番弟子に喧嘩を売るなんて、命知らずのガキもいたもんだな！」

			「カタールさん！　この生意気そうなガキに、力の差ってモンを見せてやりましょうよ！」

			　けれど、カタールの背後にいる山(さん)賊(ぞく)は乗り気のようだ。

			　こいつらも、さっき戦った連中のように、俺を舐めているのか。

			　俺って、そんな弱そうに見えるのかね。

			「む、むむむ……あいわかった。しかし、拙者は女や子どもを殺(あや)める気などござらん。逃げたくなったら、いつでも逃げてよいでござるよ？」

			「ああ、そうさせてもらう」

			　山(さん)賊(ぞく)連中の後押しを受けたカタールは、俺の申し込んだ決闘を受けた。

			「よし……では、いざ尋常に勝負！」

			　そして、カタールは刀を抜き、俺に向かって突撃してきた。

			　今回は特にルールを設けていないので、なんでもアリとなっているうえに、相手を降参させるかＨＰを０にするかのどちらかで、勝敗は決まる。

			　普通、決闘をやるなら、一発勝負か半減勝負とするところなのだが、山(さん)賊(ぞく)たちが見ているので、あまり変な取り決めはできないのだろう。

			　まあ、俺としては、どんな勝負形式でも受けるつもりだったから、どうでもいいけど。

			「ハァ！」

			　カタールは刀を横に振り抜いた。

			　これは、スキルによるアシストが乗ったものではなく、普通に振っただけのものだ。

			　つまりこいつは、対人戦において不用意なスキル発動が命取りになることを十分理解している、ということなのだろう。

			　だったら、こちらも最大限の警(けい)戒(かい)をしながら対処するべきか。

			　俺は《思考加速》を使用してカタールの動きを見切り、いつでも《身体加速》のほうも発動できるよう、心の準備をしておく。

			　この状態で、２枚の盾(たて)を持った俺の防御をかいくぐれるのなら、ケンゴの弟子であるということを認めてもいい。

			　そう思って、俺はカタールの攻撃を冷静に捌(さば)いていった。

			「セイッ！　ハッ！　トリャァッ！」

			「…………」

			　だが、《身体加速》は使う必要もなさそうだった。

			《思考加速》がなければ、この戦いもなかなか白熱しただろうけど、カタールの剣技はケンゴに遠く及ばなかった。

			　別に、カタールが弱いわけではない。

			　むしろ、スキルなしでこれだけ戦えるなら、かなり強い部類のはずだ。

			　でも、ケンゴと比べると、実力でどうしても劣っている。

			　それに、カタールの動きは、ケンゴとは似ても似つかない。

			　ケンゴは、直情的でリスクを考えていないんじゃないかというほどに荒々しい攻めを得意とするのだが、カタールの場合は、攻撃をするにも常に余裕を持たせて、こちらの動きを観察している気配がある。

			　性格の違いもあるのだろうが、ケンゴの弟子と名乗る人間としては、動きが違いすぎる。

			　やっぱり、こいつは偽者か。

			「ぬぅ……なかなかやるな、お主」

			「……まあな」

			　なんといっても、剣王の一番弟子だからな。

			　俺は内心でそう呟(つぶや)きながら、カタールから少し距離を取って、２つの魔法を発動させるべく、腕を上げた。

			「む!?　これは!?」

			　１つ目の魔法は、オートリザレクション。

			　ＭＮＤがマイナス数値となっている俺では、スキルレベルがいくら上がろうとも復活時のＨＰは１になってしまうが、こういう敵にかけるときには重宝する。

			「ぐっ!?　ぐおあ!?」

			　オートリザレクションをカタールに当てた俺は、さらにエクスヒールを放った。

			　もはや、俺のエクスヒールに耐えられる地球人(プレイヤー)は、そうそういない。

			　だから、不意打ちの回復魔法を食らったカタールのＨＰも、一瞬にして０になるはず。

			　俺はそう思って、勝利を確信していた。

			　……しかし。

			「……消えた？」

			　ダメージヒールが当たると、カタールは一瞬で消え、代わりに木の丸太がその場に落ちた。

			「な、なんでござるか、今のは！」

			　カタールは、俺から30メートルほど離れたところに立っていた。

			「…………」

			　これは、もしかして『空(うつ)蝉(せみ)の術』か？

			『空蝉の術』は、自分に致死量のダメージを受けた際、自動でアイテムボックスに入れているアイテムを身代わりにすることができるという便利なもので、忍者職であるフィルも持っているスキルだ。

			　でも、これは忍者職特有のスキルであるはず。

			　なんで、剣士であるこいつが……。

			　…………。

			「お前……もしかして、剣士職じゃなくて盗(とう)賊(ぞく)職の忍者か？」

			「ご明察！　バレてしまっては仕方がない！　なにを隠そう、拙者は剣士ではなく忍者、『上忍』のカタールなのでござる！　ニンニン！」

			『上忍』か。

			　確か、それは『忍者』の上位ジョブだったか。

			　つまり、こいつは少なくともレベル70以上あるわけだな。

			　この辺りで活動してるんだから、それくらいあるのは当然だけど。

			「それで？　まだ決闘を続けるか？」

			「いや！　得体の知れない相手とは戦わないのが拙者の流儀！　今日のところはこれで失礼仕る！　御免！」

			「…………」

			　カタールは俺たちに背を向けて逃げ出した。

			　その逃げ足は、さっきまでの戦いで見せた動きより速い。

			　おそらく、移動速度を上昇させるスキル『早足の術』を使ったんだろう。

			　というか、もしかして、決闘でスキルを振らなかった理由は、剣士職でないということがバレるかもしれないと危惧してのことだったのか？

			　剣王の弟子というからには、まず間違いなく剣士職だから、あいつは盗(とう)賊(ぞく)職から派(は)生(せい)した忍者であることを隠していたんだろう。

			　メンドウなことしてるな。

			「お、おい……逃げちまったぞ……」

			「あいつ……！　俺らから高い前金巻き上げといて、逃げるとは何事だ！」

			　しかも、雇われ用心棒として、山(さん)賊(ぞく)から金も取っていたようだ。

			　逃げるにしても、抜け目ない奴だな。

			「シン殿。そろそろ我らも手を出して良いか？」

			「ああ、もういいぞ」

			　とりあえず、俺の目的は達成された。

			　やっぱり、ケンゴの弟子は俺１人だけのようだ。

			　それを再認識した俺はホッとしつつ、クレールたちが山(さん)賊(ぞく)連中を蹂躙する様を見守る。

			「シンさん……もしかして、ヤキモチ焼いてた？」

			「そ、そんなんじゃねえよ」

			　フィルの言葉に、俺は若(じやつ)干(かん)恥ずかしいものを感じ、プイっとそっぽを向いた。

			　べ、別にケンゴが俺以外の弟子を取ったって、なんとも思わないんだからねっ。

			　……どんなキャラだよ、俺。

			　俺は、今の心理状況をツンデレ風に見直して、微妙な気分になっていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「で……さっきの奴はどうします？」

			　山(さん)賊(ぞく)連中を撃退して、縄でぐるぐる巻きにしたあと、俺は精霊王にさっき逃げた男の処遇を訊ねた。

			「うーん……逃げた子は、今凄(すご)い速さで森の外に向かっているみたいだから、捕まえるのは難しそうね。でも、アルフヘイムがあることはバレていないでしょうから、このまま逃がしても問題はないと思うわ」

			「そうですか」

			　カタールという男の逃げ足は、一流と言っていいようだな。

			　剣の腕もそれなりにあったが、だからといって、俺たち全員（というか後ろにいた王連中）を敵に回して勝てるというほどではないし、その辺も察知して逃げたのかもしれない。

			　あいつ、本当に何者だったんだ。

			　覚えてたら、今度ケンゴに聞いてみるか。

			　もしかしたら、あいつのことを知っているかもしれないからな。

			　まあでも、ここであいつを逃がしてはいけない、というわけでもない。

			　この森に精霊族が多く住むということは、ここに来る前に捕まえた山(さん)賊(ぞく)連中だけにしか知られていないようだからな。

			　逃げた際の様子からして、あの男が山(さん)賊(ぞく)連中を助けに来ることも、まずないだろう。

			　追いかけるのもメンドウだし、今は放っておこう。

			「なら、あとはこいつらをどうするか、か……」

			　俺は山(さん)賊(ぞく)連中に目を向けた。

			　山(さん)賊(ぞく)の数は、さっき捕まえたのも含めて21人。

			　これが、アクラムから逃げてきた山(さん)賊(ぞく)団のすべてであるらしい。

			「ここに妖精族が多く住んでいるってことを外部の人に知られた場合、精霊王はどう対処してきたんですか？」

			「そうねえ、まあ、穏便なやり方だと……」

			　精霊王は１人の山(さん)賊(ぞく)の頭に手を乗せた。

			　すると、山(さん)賊(ぞく)は突然痙攣し始めて、気を失った。

			「ここ２、３日分の記憶を吹き飛ばして、森の外にポイってところかしら」

			　記憶を吹き飛ばすとか。

			　クレールや火焔もそうだけど、王クラスはトンデモなスキルをポンポン使ってくるな。

			「それ、俺たちには絶対に使わないでくださいよ」

			「言われなくてもしないわよ。だから、そんなに怯えないで、ね？」

			「いや、別に怯えているわけじゃないですが……」

			　精霊王との会話は、どうも調子が狂う。

			　親みたいな接し方をこの人はしてくるから、そう思うんだろう。

			「……ふぅ、とりあえず、ここにいる子たちの処置は済んだわ。３日後には目を覚ますと思うけど、それまでにアクラムへ輸送すれば、万事解決ね」

			　人数が多かったせいで10分ほどかかったが、精霊王はこの場の山(さん)賊(ぞく)全員に記憶消去のスキルを使い終えたようだ。

			　その後、ここから引き返したところにも最初に倒した山(さん)賊(ぞく)がいるので、そちらにも精霊王は同様の処置を行った。

			　これによって、山(さん)賊(ぞく)団は完全に無効化され、スルスの森に平和が訪れた。

			「さて！　それじゃあ一仕事終えたことだし、みんなで温泉にでも入りましょうか！」

			　最後に精霊王が元気よくそう言ったので、俺たちは温泉に入り、ここまでの疲れを癒(いや)すことにしたのだった。

		

	
		
			16　温泉再び

			　

			　俺は今、温泉に入っていた。

			　戦いの疲れを癒(いや)すためにという名目＋俺が一番戦っていたからという理由で、精霊王専用の露天温泉へ一番に入らせてもらっていたのだ。

			　多少汚れていたところで気にしない俺は、先に女性陣が入るよう勧めたのだが、半ば強引に温泉へ入れられた。

			　そこまではいい。

			　温泉で体の疲れと汚れを落としたいという気持ちは、俺にもあるんだからな。

			「……で、なんでお前たちまで一緒に温泉入ってるんだよ！」

			　しかし、俺が入浴している最中に、女性陣が全員温泉に入ってくるなんて聞いてない。

			　俺の背後にはフィル、クレール、火焔、それに精霊王が温泉に浸かり、この場は混浴状態となっていた。

			「うふふ、別にいいじゃない。みんなで入ったほうが、お風呂は楽しいものよ～♪」

			　精霊王が俺の叫びに鼻歌混じりで答えてきた。

			　女の子同士で温泉に入ってキャッキャウフフするのは構わない。

			　けど、俺がこの場にいるというのは、非常にマズイだろう。

			　振り返れば桃源郷がそこにあるというこの状況は、俺の煩悩を揺り動かす。

			「フィル！　お前もそこにいるんだろ！　なんでみんなを引き止めなかったんだ！」

			「ご、ごめんなさい……」

			　俺はフィルに八つ当たりをしたが、彼女はただ謝るだけだった。

			　おそらく彼女も、今の状況は不測の事態だったんだろう。

			　フィルは、俺が他の女の子に鼻の下を伸ばすと、ヤキモチを焼くことがある。

			　だから、こんなドキドキ混浴お風呂タイムを許容しているわけではないはずだ。

			「とにかく、お前たちが出ないなら、俺は風呂から出るぞ！」

			「シンちゃんのいけずぅ。なんでこの状況を楽しもうって気にならないのかしらねえ？」

			「つまらん意地を張りたくなる年頃なのだろう。余にはよくわからぬ心理だが、まあ、好きにさせておけ」

			　精霊王のほうはぶーぶー言っているが、火焔のほうは一定の理解を示してきた。

			　確かに、これはつまらない意地だけど、ここで振り返ってみんなと洗いっことかをする自分というのは、想像がつかない。

			　俺は、そんなおちゃらけたキャラなどではなく、硬派なのだ。

			　なので、俺は鋼の精神でこの場をやり過ご――。

			「ひゃぁっ!?　ちょっ、アリアス！　だから胸を揉(も)むなと何度も言っ……きゃっ!?」

			「えー？　こんなに良いおっぱいがあったら、揉(も)まないほうが失礼ってものじゃない？」

			「なんだその理屈はってちょ、あ、やめ……やぁ……」

			「……………………」

			　鋼の精神は早くも溶けそうになっていた。

			　俺の背後では、いったいなにが行われているんでしょうね。正直、凄(すご)く見たいです。

			　でも、ここで振り返ったら、俺がコツコツ積み上げてきたクールなイメージはガラガラと音を立てて崩れるし、フィルに失望感を与えてしまうかもしれない。

			　俺は唇をかみ締めて、クレールのあえぎ声から意識をそらそうとした。

			「はぁ……やっぱりクレールのおっぱいが一番良いわ……張り、つや、ボリューム、色、形、柔らかさ、そしてなにより、この反応の良さ……他の子じゃ、こうはいかないわ……」

			「ほ、褒(ほ)めるのはいいから……もう、ホント……やめ、あ、ひゃん！」

			　……そらせません。

			　なんだよ。クレールのおっぱい、そんなに最高なのかよ。

			　ちょっと俺にも触らせてくれよ。

			　俺は心のなかで、以前クレールに誘われて胸を触らなかったことを悔やみながらも、背後から聞こえる声に悶(もん)々(もん)と耳を傾けていた。

			　だが、このままではマズイ。

			　こんな生き地獄を続けていたら、俺はフリーダムな行動を起こしかねなくなる。

			　俺は、声のする方向と脱衣所の方向を頭に浮かべ、いつでも脱出できるよう身構えた。

			「フン、胸などただの飾りにすぎん。そなたには、それがわからんのか？」

			「あら火焔。自分のおっぱいが小さいからって、そんな僻んじゃ駄目よ」

			「……余は別に、気にしているわけではない。愚(ぐ)弄(ろう)するなら、またいつぞやのように黒焦げにしてやってもいいんだぞ？」

			　精霊王にからかわれたせいか、火焔が怒ったような低い声を出している。

			　まあ、火焔の胸はちょっと小さいからな。クレールや精霊王と比べると、その小ささがさらに際立つだろう。

			　でも、そういうことは『龍化』の応用で、なんとかできないものなのか。

			　ロリにはなれても、巨乳にはなれないのか。まったくもって謎なスキルだな。

			「怒っちゃだーめ。私は火焔のおっぱいも可愛(かわい)いと思うわよ、それー」

			「！　やめろ！　許可なく余の胸に触れるな！」

			　どうやら、精霊王のターゲットが、クレールから火焔に切り変わったようだ。

			　そしてこれにより、精霊王たちの位置が右よりになっていくのを、俺は水しぶきの音だけで把(は)握(あく)した。
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			「よし！」

			　俺は脱衣所までの道が開いたと判断し、精霊王たちのほうを見ないよう気をつけながら、素早く移動を開始した。

			「フィル、俺のフォローは頼んだぞ！」

			「りょ、了解」

			　もし誰かが俺に近づいてくるようなら、フィルに足止めをしてもらおう。

			　こういうところでも、フィルは俺を支えてくれるな。

			　彼女には感謝である。

			「あっ！　シンちゃん、どこ行っちゃうの？」

			「俺はもう出ます！　あとはごゆっくり！」

			　ようやく精霊王が俺の変化に気づいたようだが、もう遅い。

			　あなたはそこで、存分に女の子のおっぱいを揉(も)み続けてなさい。

			　くそっ、なんて羨(うらや)ましいんだ。

			　……しかし、こんな生き地獄も、ここまでだ。

			　俺は温泉から出て、脱衣所の扉に手をかける。

			「お会いしとうございました、シンさまぁ！」

			　が、脱衣所から勢いよく現れた女性を見て、俺は驚(きよう)愕(がく)した。

			「なぁっ!?　え、エレナ!?」

			　俺の目の前に現れたのは、スルスの森にある村に住む、森人族(エルフ)のエレナだった。

			「!?」

			　彼女は俺を見て、抱きついてきた。

			　こっちはフルチン状態だというのに。

			「な……なんでエレナがここに？」

			「シンさまとお別れしてから、私はアルフヘイムで修業をしておりましたので」

			「へ、へえ……」

			　修業というのがなんなのか知らないけど、エレナは村ではなくアルフヘイムに残っていたってわけだな。

			　だから、こんなにも早く俺のところへと駆けつけられたのか。

			　って、そんなことを考えてる場合じゃない。

			「と、とりあえず、離れてくれないか？　服が濡れちゃうだろ」

			「あ、そうでしたね。よいしょ……」

			「ふあっつ!?」

			　びしょ濡れの俺から離れると、エレナはその場で服を脱ぎ始めた。

			　俺は、突然ぷるんと姿を現すエレナの肢体から目を背けるべく、慌てて後ろを向く。

			「なんで脱ぐんだよ！」

			「え？　それはもちろん、ここが脱衣所だからですよ」

			　確かにそうだけど。

			　確かにここは脱衣所なんだけど。

			　でも、俺が目の前にいるじゃない？

			　男の子の目の前で、女の子が脱いだりしたら駄目じゃない？

			「だ、大丈夫ですよ、シンさまになら、私はどこを見られても……」

			　エレナは優しく言葉を紡(つむ)ぎながら、俺の背中にそっと体を寄せてきた。

			　あ、なにか柔らかい感触が背中に――。

			「シンさん！　だ、大丈夫!?」

			　……と、そこへフィルが駆け寄ってきた。

			　どうやら、俺の声を聞いて、状況を確かめに来てくれたようだ。

			　でも、これはますますヤバい。

			「ふぃ、フィル！　待て待て待て前隠せ前！」

			　エレナに背を向けた俺は、温泉側から裸でやってくるフィルを見て、大声を上げた。

			「え？　……ぁ……きゃ！」

			「！」

			　慌てた様子のフィルは、体を手で隠し、その拍子に足がもつれたのか、バランスを崩して転びそうになった。

			「危ない！」

			　俺は、咄嗟にフィルに近づいて、両肩へと手を置く。

			　これによって、フィルはどうにか体勢を立て直すことができたようだった。

			「あ、ありがとう……シンさ……………………」

			「……………………」

			　しかし、フィルは視線を下に向けたまま、硬直した。

			　フィルの視線の先には、手やタオルで隠されてもいない……俺の大事なモノがあった。

			　ま　た　か　よ　。

			「……フィル、エレナのことは頼んだぞ」

			「あぁ……シンさまぁ……」

			　俺は、フィルやエレナをその場に残して、逃げ出すことしかできなかった。

			　こうして俺は、一度のみならず二度も、可愛(かわい)い後輩に股間を晒(さら)してしまったのだった。

			　もう俺、お婿に行けない……。

		

	
		
			17　休息の終わり

			　

			　アルフヘイムに来てから１週間ほどが経過した。

			　この１週間で、俺たちは十分に休息がとることができた。

			　なので、俺たちはそろそろウルズ大陸に帰ろうとしていた。

			「はぅぅ……シンさま……もうお帰りになってしまわれるのですか？」

			　エレナが引きとめようとしているが、１週間ゆっくり過ごしたんだから、もう良いだろう。

			「ずっとここにいるわけにもいかないからな」

			　元々、獣族と魔族の争いを止められれば、そのまま戻るつもりだった。が、精霊王の引きとめにあって『数日だけなら』という具合で、ここに来たわけだからな。

			　アルフヘイムの次はアクラムにも寄るか、という案も出ていたが、あそこは俺たちじゃちょっと入りづらいし、メリーたちもまだいるという保証はないので、やめておくことにした。

			　メリーたちとは、またいずれ会えるだろう。

			　ちなみに、アルフヘイムへと侵入した山(さん)賊(ぞく)連中は、すでに全員輸送済みだったりする。

			　輸送は、精霊族の兵士と近くの村の男衆が、山(さん)賊(ぞく)捕(ほ)縛(ばく)の報奨金を貰っていいという条件で手伝ってくれた。

			　実際のところ、山(さん)賊(ぞく)連中は俺たちが倒したのだから、報奨金を何割か貰ってもいいんだけど、まあ、そこはサービスだ。

			　モンスターに襲われた村の懐(ふところ)事情もまだきついだろうし、これくらいはあげてもいいさ。

			「クレールぅ……あなたが望むなら、ずっとこの国で暮らしてもいいのよ……？」

			「いや……シン殿たちが帰るのなら、我も帰らねばならんだろう」

			　エレナと同様に、精霊王もクレールを引きとめようとしているようだが、それも上手くいってなさそうだ。

			　クレールの場合は、大きな墓地に住むか、俺からダメージヒールを受けないと体を維持できないから、アルフヘイムに残るという選択肢は、初めからないのだろう。

			「むぅ……シンちゃんたちも一緒に住んでもらって構わないのよ？　考え直さない？」

			「お申し出は嬉しいですが、やっぱり俺たちは地球人ですので」

			　俺がアルフヘイムに残ればクレールも残れる理屈にはなるが、俺もいつまでここにいられるか、わからない身だ。

			　結構自由に行動させてもらっているものの、俺はあくまでも国立異能開発大学付属第二高等学校の生徒兼アースの調査員である。

			　アルフヘイムの情報は流さないと決めているので、世界から隠されたこの秘境にい続けるわけにもいかない。

			「はぁ……仕方ないわね……わかったわ。でも、また近いうちに必ず遊びに来てね」

			「む、わ、わかった」

			「機会があれば、また来ます」

			　俺たちが折れないと見た精霊王は、少し寂しそうな顔をしながら引き下がった。

			「エレナも納得してくれ、な？」

			「あうぅ……」

			　俺の視線を受けたエレナから、弱々しい声が漏(も)れてくる。

			　彼女は、俺たちと別れてから今まで、アルフヘイムで魔法の修業をしていたらしい。

			　なんでも、かつて俺に置いていかれたのは自分に力がなかったからだ、という結論に達したらしく、それ以来は精霊族の兵士と日夜訓練を行っていたのだとか。

			「でも……私は諦めません！　今はまだへなちょこですが、シンさまの旅にお供できるくらいに強くなりますから！」

			　手ごわいモンスターがウヨウヨしているこの世界では、身を守れるくらいの強さがあるほうが安心だから、そこまで気にする必要はないんだが……。

			「エレナ、どうしてお前は、俺たちについていきたいんだ？」

			「それは……私がシンさまをお慕いしているからです……」

			　俺の問いかけに、エレナは頬(ほほ)を朱に染めながら答えた。

			「……とはいっても、俺はあんまり好きになられるようなことなんてしてないぞ？　せいぜい、オークから助けたくらいで――」

			「助けられたからこそです！　それは私にとって、シンさまを思うのに十分な出来事です！」

			「へ、へぇ……」

			　エレナの剣幕を見て、俺は若(じやつ)干(かん)たじろぐ。

			　確かに、女性として窮地を颯爽と現れた異性に救われたら、ポッとなってもおかしなことではないのかもしれないけど……。

			「ふふ、エレナは小さな頃から、勇者様に救われるお姫様の物語が好きだったものね？」

			「も、もう！　からかわないでください！」

			　精霊王がささやくと、エレナがふくれっ面になって怒りだした。

			　エレナは、そういう救われ系お姫様的願望があったのか。なら納得だ。

			「そなたらは、いつまで談笑を続けているつもりか？」

			『空間接続』でウルズ大陸に空間を繋げるタイミングを窺(うかが)っていたらしき火焔が、半ば呆れ混じりの声で訊ねてきた。

			「ああ、すまない」

			　名残惜しいが、そろそろお別れの時間だ。

			　これ以上待たせると、火焔がブレスを吐きかねない。

			「火焔、あなたと話すのも久しぶりだったけど、相変わらずなようで安心したわ」

			「……フン、それはこちらの台詞(せりふ)……せいぜい長生きせよ、アリアス」

			　そう言うと、火焔は『空間接続』を発動させた。

			　俺たちの目の前に空間のゆがみができる。

			　これを通れば、もうウルズ大陸だ。

			「それじゃ、またな」

			「……また、会いましょう」

			「また会おうぞ、アリアス」

			「達者でな」

			　そして俺たちは、エレナたちにお別れの言葉を残し、空間のゆがみへと入っていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アルフヘイムから『空間接続』で聖堂都市クロスに移動したあと、泉を経由し、始まりの町まで戻ってきた。

			「……なんだかんだで、アリアスとまた別れてみると、寂しいものだな。いつか再び、必ずアルフヘイムへ行こう、シン殿」

			　帰って早々、クレールが俺にそう言った。

			　向こうにいたときのクレールは、精霊王にずっともみくちゃにされていたというような印象だったが、それも悪くはない出来事だったのか。

			　別れたあとに、すぐそんな感想を洩らせるんだ。やっぱり仲がいいんだろう。

			「ああ、そうだな」

			　俺はクレールに頷き、微(ほほ)笑(え)んだ。

			「シンさん、機嫌よさそう」

			　すると、フィルからそんな指摘が入った。

			「そう見えるか？」

			「ん」

			　確かに、今の俺は機嫌が良いのかもしれないな。

			　アルフヘイムに行って、だいぶリフレッシュできたと思う。早川先生から調査を依頼されている間も、それなりに穏やかな日々ではあったが、ここまで羽を伸ばしたというのは、本当に久しぶりだった。見えないところで、俺も案外ストレスを抱え込んでいたのかもしれない。

			　だが、今回の一件で、それもスッキリなくなった、というような爽快感がある。

			『今日も頑張るぞ！』みたいになれる気持ちだな。

			「いつもの仏頂面より、こっちの顔つきのほうが良いと、我は思うぞ」

			「ホントか」

			　いつも仏頂面をしている覚えはないが、今のほうがかっこいいということであれば、その言葉は素直に受け取っておこう。

			「そなたは、戦いの最中に見せる飢えた野獣のような目つきが一番だと、余は思うが？」

			　クレールとは別の意見が、火焔から出された。

			　つまり、戦闘中の俺が一番良いってことか。それはそれで、嬉しい褒(ほ)め言葉だな。

			「ぬ、いやまあ、我もシン殿が戦う様に、いつも惚れ惚れしているぞ？　ただ、これは言うまでもないこととして思っていたからこそ、言わなかったのであって――」

			「あー、そんな無理に褒(ほ)めようとしなくていいから」

			　クレールは火焔に対抗心を燃やしたようで、俺のことをヨイショする発言をしてきた。

			　褒(ほ)められるのは悪くないが、こうも褒(ほ)め殺しにあうと、気恥ずかしくなる。

			　……でも、そんなにかっこいいか？

			　そんなこと言われると、俺、テングになっちゃうぞ？

			　普段、そんなこと言われ慣れてなんていないから、ちょっと舞い上がっちゃうぞ？

			「無理ではない。シン殿はかっこいいと、我は思うぞ」

			「！　オ、オレもシンさんはかっこいいと思……います。それに……優しいし……」

			「余もそなたの力は認めている。龍王が認めるのだ、誇(ほこ)っても良い」

			　ハッハッハッ。

			　おいおい、みんな、どうしたっていうんだ？

			　そんなにおだてたって、なにも出たりなんてしないぜ？

			　いやー、でもみんな、そんなふうに俺のことを思ってくれているのかぁ。

			　こりゃあ今日一日、俺の機嫌は最高潮だな！

			「おい、そこのロリコン」

			「誰がロリコンだ、殺すぞ」

			　俺の機嫌は一気に最底辺へ落ちた。

			　今、俺をロリコンと言った馬鹿は、どこのどいつだ。

			「ロリコンと言っただけで反応するか……案外、君にもその自覚があるんじゃないのかい？」

			「ああ……なんだ、氷(ひ)室(むろ)か」

			　俺をロリコン呼ばわりしたクソヤロウは、氷室だった。

			　この辺りには、武器屋や道具屋が近くにあるから、氷室はそのどこかに寄って、ここを通りかかったって感じなんだろう。

			　というか、別に俺は、自分がロリコンだから、そう呼ばれて反応したわけじゃないぞ。

			　ただ、俺をロリコンだと勘違いされては困るから、敏感に反応してるだけなんだぞ。

			「いきなりどうしたんだよ、氷室。人をクソ失礼な呼び方で話しかけてきてさ」

			「それは、君が年端もいかない少女たちに囲まれてニヤけているのが悪い」

			「……それは申し開きのしようもない」

			　確かに、高校生らしき男子が小中学生くらいの女子たちを見ながら頬(ほほ)を緩めていたら、ちょっとコイツ大丈夫なのか、と思うかもしれない。

			　でも、ニヤけてるとか、失礼な言い方だな。

			　俺は、そんな下品な笑みなんて浮かべないぞ。

			「あと……今の君を見ていたら、どうも言ったほうが良いと思ってね……」

			「ロリコンだって？」

			「そっちじゃなくて……ああいや、そっちもだけど、話の本題はそっちじゃなくてだね……」

			　話の本題、か。

			　ということはつまり、氷室は俺に、ロリコン以外のなにかを言いたいから話しかけた、ということか。

			「まあ、これについては直接見たほうがいいか……ついてくるといい」

			「？　ああ、わかった」

			　なんだかよくわからないが、とりあえず俺たちは、微妙な顔をしている氷室の案内を受けて――地下迷宮へと向かったのだった。

		

	
		
			18　レベルの差

			　

			　氷室に案内された俺たちは、迷宮ユグドラシルの地下31階層にやってきた。

			　この階層は、俺も初めて来た。地下30階層からは、洞窟ではなく古代遺跡というような作りだ。また、要所要所が大きな部屋となっていて、階を降りてすぐの場所も広い空間だった。

			「こんなところに連れてきて、いったいどうしようっていうんだ？」

			　俺は氷室に問いかけた。

			　ここまで俺は、ただ黙(だま)ってついてきたが、そろそろ教えてくれたっていいはずだ。

			「ＭＯＢが出てきたら戦わないとだが、俺たちがここでなにかをするってわけではないさ」

			「？　そうなのか？」

			「ああ……最近はこの先でだったかな……」

			　よくわからないが、氷室はこの先のエリアに用があるらしい。

			　俺はこいつがなにをしたいのか察せられないものの、ついていけばその答えも出るだろうと思って、再び口をつぐむ。

			　そうして、俺たちが壁に石を敷き詰めて作られた通路を歩いていくと、遠くから戦闘の音らしきものが聞こえてきた。

			「……やっぱりいたか」

			　氷室は呟(つぶや)きながら「ふぅ」とため息をついている。

			　つまり、氷室の見せたがっているものは、この先にあるということか。

			「一之瀬、そろそろ君は、彼女たちに目を向けてもいいんじゃないのかい？」

			「彼女たち？」

			「そうさ。彼女たち……朝(あさ)比(ひ)奈(な)さんと日(ひ)影(かげ)さんに、ね」

			　朝比奈と日影。つまり、ミナとサクヤのことか。

			「！」

			　俺たちは通路の先にあった広い空間にたどり着いた。

			　そこでは、数匹のモンスターと戦う２人の女性――ミナとサクヤの姿があった。

			　あいつら、ここでレベリングしてたのか。

			　敵のほうは、見た目からしてオーク種……というか普通のオークみたいだ。

			　本来は、レベル30辺りから狩れるようになるモンスターだったようだな。

			「ハァッ！」

			　そんなオークを、ミナは両手に持った２本の大剣で素早く叩き切っている。

			　大剣は、使うとしても１本を両手で……となるはずなのだが、ミナの場合は、剣を振るまでは『重力制御』で剣の重さを感じなくしているのだろう。

			　じゃないと、今のように、大剣２本を持った状態で軽やかに動くことなんてできない。

			「『ファイアボール』！　『フレイムアロー』！　『ファイアボール』！」

			　サクヤのほうは、ミナの後方で掠れた声を出しながら攻撃魔法を連射している。

			　同じ魔法を短時間で発動しているところから察するに、ステ振りでＤＥＸに多く振っているか、装備、あるいはスキルによる恩恵を受けているはずだ。

			　そんな連続攻撃をしても、オークはサクヤのほうへ行かず、ピョンピョン跳ねながら回避と攻撃を交互に繰り返しているミナに釘付けとなっている。

			　おそらく、サクヤはかなり繊細なヘイトコントロールを行っているのだろう。

			　魔法の命中精度も相変わらず良い、というより、以前よりもさらに良くなっているんじゃないだろうか。

			　俺がいない間に、２人はかなり強くなったようだ。

			　レベルではなく、プレイヤースキルという意味で。

			　もちろん、俺やフィルも強くなっているという感覚はある。だが、彼女たちの成長速度のほうが速いんじゃないか、と思わずにはいられないほど、彼女たちの戦闘は洗練されていた。

			「どうだい？　君は彼女たちを見て、なにか思わないか？」

			「ああ、そうだな……２人とも、かなり強くなっている」

			「それだけか？」

			「え？」

			　近くにいる氷室は、彼女たちを見ながら俺に問いかけてくる。

			「君は今の彼女たちを見て、それだけしか思うところがないのかい？　だとしたら、俺は君を殴ろうと思うんだが」

			「な、ど、どうしたんだよ、氷(ひ)室(むろ)。突然殴るとか言い出して、いつものお前らしくないぞ」

			「まあ……そうかもしれない。それに正直、殴りたいのは自分自身だ」

			「？」

			　なぜだろうか。氷室は拳(こぶし)を握り締め、歯をギリッとかみ締めていた。

			「今の彼女たちが何レベルか、君は知っているかい？」

			「いや……知らない。今まで話す機会もなかったからな」

			「……朝比奈さんはレベル43。日影さんはレベル48だ」

			「へえ………………え？　それ、高すぎやしないか？」

			　氷室の発言に驚き、つい疑問形で問い直してしまった。

			　特に、サクヤのレベルが異常すぎる。

			　パワーレベリングなしでだとしたら、いったいどれだけの時間を狩りに費やしたんだ。

			「そうだよ、高すぎるんだよ。高校１年生のトップクラス層のレベルといったら、今は大体35辺りだ。朝比奈さんはまだ許容範囲だけど、日影さんのほうは、もう俺たちとパーティーを組むのが難しい領域に来ている」

			「…………」

			　１年生のトップクラスが35であるなら、レベル40以上のミナたちはそいつらとパーティーを組みづらいレベルになりつつあると言っていい。

			　パーティーはレベル差が10以内で組むことが望ましいから、この考えでいくと、サクヤはアウトということになる。

			「……だったら、ミナとサクヤは……もしかして、今みたいに２人だけでずっと狩りをしているのか？」

			「その通りさ。彼女たちはここ最近、俺たちとレイドを組むことなく、たった２人で戦い続けているんだ」

			　２人だけで狩りをする。

			　あの２人なら、高い経験値効率を出せるかもしれないが、リスクが非常に大きい行為だ。

			　ミナとサクヤは、２人ともアタッカー。

			　モンスターの殲(せん)滅(めつ)速度が高ければ、彼女たちだけでも狩りを行うことはできる。

			　だが、ただ一度のミスが致命傷となりかねない、危険なパーティー構成だ。

			　しかも、彼女たちはパーティーのアタッカーとして動くことを前提にした、極端なステ振りを行っていたはずだ。

			　そのおかげで高い殲(せん)滅(めつ)力を持っていると言えるが、ミスをリカバリーできずに全滅する可能性も非常に高い。

			　常に全滅のリスクと隣り合わせなどというレベリングは、ゲームの世界でのみできる作業と言える。

			　俺がいた頃は安全を十分に考(こう)慮(りよ)したレベリングを行っていたはずなのに、彼女たちはいったいなにを考えているんだ。

			「ふぅ…………あれ？　シン様？」

			　オーク集団を全滅させたサクヤとミナが、俺たちのほうへと目を向けてきた。

			　彼女たちの顔には、以前会ったときと同様――いや、それ以上の疲労の色が見える。

			　氷室から教えられたレベルのこともあいまって、その疲れが尋常でないことを悟った。

			「……２人とも、しばらく見ないうちにずいぶん強くなったな」

			「あ、う、うん。まあね」

			　すぐさま近寄ってきたサクヤに声をかけると、彼女の顔は、なにか気まずいというような表情に変化していく。

			「……あー、なるほど。氷室君が連れてきたんだね？」

			「…………」

			　サクヤは氷室がいるのを見て、俺がここにいる大体の経緯を把(は)握(あく)したようだ。

			「どうして連れてきちゃったのかな？　シン様には言わないでって前に頼まなかったっけ？」

			「ご、ごめん……で、でも、これ以上は俺も見ていられなくて……」

			　氷室は彼女の怒った様子を見て、若(じやつ)干(かん)たじろいでいる。

			　というか、サクヤはこのことを……２人が氷室たちを置いて、ハードなレベリングをしていることを俺に知らせないよう裏で手を回していたのか。

			　俺のほうも、彼女たちについて深く聞かなかった。というより、聞く気になれなかった。

			　だから、アースや寮で氷室たちに訊ねることもしなかったのだが……なんでわざわざ口止めなんてしたんだ。

			「サクヤ、これはどういうことだ。ハードなレベリングを行うのは結構だが、２人だけでレベリングをしているなんて話は初耳だぞ」

			「そ、それは……」

			「あなたたちに早く追いつくために決まってるじゃない」

			　俺がサクヤに問い詰めていると、ミナが代わりにと言わんばかりに答えてきた。

			「聞いたところによると、シンとフィルちゃんは今レベルが64らしいわね。それなら私とサクヤがあなたたちとパーティーを組む場合、最低でも50レベル以上は必要じゃない？」

			「まあ……そうだな」

			　レベル50でも微妙な線だが、一応はパーティーとして機能しないこともない。

			　俺たちからしてみれば効率は相当悪いだろうけど、それでも15レベルほどの差であれば、

			　妥協できるだろう。

			「……で、ミナたちは俺たちと合わせるために、こんなレベリングをしていたわけなんだな？　俺がいない間、ずっと」

			「ええ……そうよ」

			　そうだったのか……。

			　ミナたちがハードなレベリングをしているだろうということは、なんとなくわかっていた。

			　だが、そのレベリングの度合いを、俺は完全に見誤っていた。

			「……なあ、とりあえず町に戻らないか？　迷宮内で立ち話を続けるのもなんだしさ」

			　ひとまず俺は、ミナたちにそう提案した。

			　今までは知らなかったけど、ここで知った以上は、彼女たちに無茶なレベリングをさせないよう行動するべきだ。なので俺は、彼女たちとちゃんと話し合うため、もう少しゆっくりできる場所に移動したいと考えた。

			「そうね、それじゃあいったん、地上に戻りましょうか。いいわよね？　サクヤ」

			「う、うん……わかった……」

			　こうして、俺たちは微妙な空気を抱えたまま地上に戻ったのだった。

		

	
		
			19　意固地

			　

			　始まりの町に戻ったところで、俺、氷室、ミナ、サクヤは、お茶でも飲みながら話をしようということになり、地球人(プレイヤー)が経営する喫茶店にやってきた。

			　ちなみに、ここにはフィル、クレール、火(か)焔(えん)の姿はない。

			　彼女たちには、俺たちの話が終わるまで、別行動を取らせている。

			　フィルもこっちの会話に交じりたそうにしていたけど、もしかしたら彼女がいると話しづらいこともあるかもしれないので、クレールと火焔の仲を取り持たせる役を与えた。

			　また、クレールと火焔はアース人なので、俺たち地球人(プレイヤー)の会話についてこられないだろう、と判断しての別行動だ。

			「……それでだ、まずミナとサクヤが今までどんなレベリングをしていたのか、聞かせてもらってもいいか？」

			　４人分のお茶がテーブルに置かれ、店員であるメイドさん（店長の趣味である）が離れていったところで、俺は２人に訊いた。

			　この辺りについては俺も甘く見ていたところだ。この機会に、きちんと聞いておこう。

			　特に、サクヤのレベリングはどうやって行ったのか、この辺は非常に気になっている。

			　ミナも中高生のなかではかなりレベルが高いが、サクヤのレベルはそれに輪をかけて高い。

			　いったいどうやったらこのレベルになるんだ。

			「えっと……言わなきゃ駄目？」

			「できれば正直に言ってほしい」

			　サクヤが言いづらそうにしているが、俺はここで引かずに、彼女の目を真剣に見た。

			「あ、ヤダ……シン様に見つめられてる……」

			「…………」

			　サクヤが頬(ほほ)を赤らめて、目を背けた。

			　俺も、なんだか気恥ずかしくなってしまって目線を少し横にずらすが、気持ちを入れ替えて、再び彼女を見る。

			「……そうやって誤(ご)魔(ま)化(か)そうとするなよ。ここで言いづらそうにしてるのも、レベリングの詳(しよう)細(さい)を隠していたのも、俺に心配をかけたくないからなんだろう？　けど、もうバレたんだから、あとはお前が言うか氷室にゲロってもらうかの二択でしかないんだぞ」

			「ごほっ……へ、俺かい？」

			　カップに注がれたコーヒーを味わうように啜っていた氷室は、調子の外れた声を漏(も)らした。

			　我関せずって面してんな。

			　まあ、氷室は俺たちのパーティーとは無関係だから、それでもいいんだけど。

			「お前はサクヤたちがどんなレベリングをしてたのか、大体知ってるんだろ？」

			「それは……そうなんだが……」

			　氷室はサクヤの顔をチラチラ窺(うかが)いながら、言葉を濁(にご)している。

			　口止めされてたらしいし。こいつは、サクヤから非難されないかビビッてるんだろうな。

			「……はぁ……うん、わかったよ、シン様。私たちのほうから話すよ」

			　と、そこでサクヤのほうが先に根負けし、これまで自分たちがしてきたレベリングについてを詳しく説明し始めた。

			「…………」

			　その内容は、俺の想像通り……ＬＳＳ（生命維持装置）を最大限に使ったうえでの、毎日休みのないレベリング漬けという過(か)酷(こく)なものだった。

			　最初の頃は、氷室たちと同じレイド、というか、１年２組連中が中心となって、いつのまにか出来上がっていた【ミーナちゃん親衛隊】改め【流星会】というギルドのメンバーと一緒に狩りを行っていたらしい。だが、日に日にレベル差が大きくなってきたために、ミナたちは効率を優先して、２人だけで狩りをするようになったのだとか。

			　こういった話を聞くうちに、俺は眉(み)間(けん)にシワを寄せていく。

			　同時に、今までミナたちが無事でいたことに対して、ホッと息をついた。

			　ミナとサクヤが狩りの途中に死ななかったのは、ただ運が良かっただけにしか思えない。

			　一応、危ないと判断したときは、ミナがサクヤを抱えて、『重力制御』を使うことにより空へと逃げるといった緊急手段も取っていたり、無理に強いモンスターと戦わずに弱いモンスターの殲(せん)滅(めつ)速度を重視することでレベリング効率を上げていたりするなど、安全面もある程度考(こう)慮(りよ)していたらしい。

			　だが、それでも２人だけでハードなレベリングを行うのは危険すぎる。

			「……２人でどれくらい厳しいレベリングを行っていたのかについてはわかった。でも、サクヤのレベルの高さは、どういうことなんだ？」

			　サクヤだけレベルが突出している理由が、いまだに不明なままだ。

			　２人でレベリングをしていたなら、ミナとサクヤのレベルは同じじゃないとおかしい。

			「えっと、それは…………みんなが寝ている間にも１人でレベリングしてたからです、はい」

			　サクヤはとても言いづらそうだったが、渋々といった感じで理由を説明し始めた。

			　サクヤの持つ異能(アビリテイ)は『不眠』。

			　彼女はこの異能(アビリテイ)のおかげで、睡眠をとらずに行動できるのだという。

			　それは俺も以前聞いたことがあるので、わざわざ驚くこともないのだが、その睡眠に充てる時間をすべてレベリングに費やしたというのには驚きだ。

			　つまり、サクヤは朝から夜にかけてをミナと一緒に狩りをして、深夜から朝方にかけても１人で延々と狩りを続けていたということか。

			　彼女は、俺たちがミーミル大陸に行ってからずっと、気の休まらないレベリングを文字通り24時間行っていた。

			　常人の域を超えた忍耐力だ。

			　体か精神、そのどちらかが壊れても不思議じゃない作業を、彼女はしていたんだ。

			「……そんな無茶をして、サクヤは平気だったのか？」

			　俺はミナと氷室に問いかけた。

			　こういうことは、本人よりも傍(そば)で見ていた人物に聞いたほうがより正しい情報が得られるだろう、と思ってのことだ。

			「……平気ってわけじゃなかったわ。朝、サクヤに会ったとき、フラフラで倒れそうだったから無理やり休ませた……なんてことも、一度や二度じゃなかったし」

			「俺たちも、こんなレベリングはやめるんだって、何度も説得したんだがね……」

			「そっか……」

			　ミナや氷室も、サクヤがしていたレベリングは無謀だと思っていたわけか。

			　それに、どうやらサクヤの体も堪えきれていなかったようだし、もしも１人でレベリングをしている最中に倒れでもしていたら、一巻の終わりだった。

			「俺が言えた義理でもないんだが……どうしてそんなレベリングをしているサクヤを止めさせなかったんだ？」

			「…………」

			「…………」

			　俺が訊ねると、ミナと氷室は俯いてしまった。

			　多分、こいつらだって何度も説得したはずだ。

			　こんな無茶なレベリングはやめるんだと、何度も言って聞かせようとしたんだと思う。

			　でも、サクヤは止まらなかった。

			　サクヤはミナたちの説得を無視して、ひたすらレベリングを行っていたのだろう。

			「はぁ……サクヤ、とりあえずお前は、１人でレベリングをするな。それと、寝ないのだとしても、夜中はちゃんと休め。体壊すぞ」

			「う……」

			　だけど俺は、サクヤをなにがなんでも止める。

			　ミナや氷室が止められなくても、俺はサクヤを絶対に止めなくてはならない。

			　彼女がこうもレベリングに執着しているのは、間違いなく俺が原因なのだから。

			「……やだ。私はレベリングの手を緩めたりなんてしないよ」

			　しかし、サクヤは俺の要求を拒んだ。

			「サクヤ……」

			　どうして、こうも彼女は意固地になっているのか。

			　アースでの死、記憶の喪失というリスクを負ってまで、どうして彼女はハードなレベリングを続けるのか。

			「私、もう行くね。そろそろレベリング再開したいし」

			　サクヤはもう冷め切っているであろう紅茶を飲み干し、店の出口へと向かっていった。

			「……俺はサクヤを追いかける。ミナはレベリングをするなら必ず誰かと一緒にするんだぞ」

			「……ええ、わかってるわよ」

			「日影さんのことは任せたよ」

			「ああ、任せろ」

			　俺はサクヤの後を追うべく、席を立った。

		

	
		
			20　思い出

			　

			　サクヤたちからレベリングの話を聞いてから、１週間が経過した。

			「なあサクヤ、そろそろ考え直してくれたりしないか？」

			「……やだ」

			　迷宮に篭(こも)ってレベリングをするサクヤを、俺は説得していた。

			　これは、もうここ数日、何回も行っていることだ。

			　サクヤは１人でモンスターを狩っており、俺は一切手助けしていない。

			　この場にいるのなら一緒に狩りを行ったほうが効率的ではあるのだが、ここで俺が手を出すのは躊躇(ためら)われる。

			　なんというか、今のサクヤには鬼気迫るものがあった。

			　自らが当てることのできる射程ギリギリを狙っているのだろう。敵が近づいてくる前に殲(せん)滅(めつ)を完了するという、遠距離攻撃ですべてを終える戦術を、サクヤは行っている。

			　その姿はとても様になっていて、安定しているように見える。が、少しでも集中力を乱して魔法コントロールが上手くできなくなったら、そこで敵の餌(え)食(じき)となる危うさを秘めている。

			　サクヤは強くなった。が……こんな戦い方をして、いつまでも無事でいられるわけがない。

			「サクヤ、俺は何度でも言うぞ。こんなレベリングはやめるんだ」

			「…………」

			　俺の言葉はサクヤに届かなかったのか、彼女はなにも言わず、迷宮の奥へと進んだ。

			　サクヤが俺を無視している。こんなことは、今までならありえなかったんだけどな。

			　しかし、ここで引き下がるわけにはいかない。

			「お前が無茶なレベリングをする限り、ずっと言い続けるぞ。こんなことはもうやめるんだ」

			「……シン様は――」

			「ん？」

			　突然、彼女はこちらを向いて、そっと口を開いた。

			「シン様は、無理して私に構わなくてもいいよ。私は私で、なんとかするから」

			「構わなくてもいいって……お前からそんな言葉が出るなんてな。驚いたぞ」

			「うん。私もびっくりだよ」

			　サクヤは、いつだって俺に構ってほしいそぶりをしていた。

			　素でやっていた部分もあるだろうけど、たとえばパンツを見せたりしてきたのは、俺がなにかしらのリアクションを取るからだ。

			　でも、今のサクヤはそっけない。

			　そして、それが俺のことを思ってのことだということは、なんとなくわかる。

			「サクヤがレベリングをしてるのって、俺のためなんだよな？」

			「……だったら？」

			「もしそうなら、やっぱり俺はサクヤを止めないとだ。俺のせいでお前が死んだら、後悔するからな」

			　サクヤは、気兼ねなく俺とパーティーを組むために、レベリングを行っている。

			　今のままじゃ、パーティーを無理やり組んでも俺の足を引っ張ってしまう、ということを理解しているのだろう。

			　だが、そんなレベリングの途中で死んだら、サクヤの努力は無意味なものになる。

			　それに、サクヤがアースで死んで、俺たちのことを綺(き)麗(れい)さっぱり忘れてしまうのは嫌だ。

			「シン様は気にしなくていいよ。私が死んだら、それは私の責任なんだから」

			「いやいや、気に病むだろ。俺、そこまで図太くないしさ」

			　確かに、こんなリスクを度外視したレベリングを自主的にやっているのだから、サクヤがどうなろうと、それは彼女の責任と言える。

			　しかし、そんなレベリングを行う原因となったのは俺である以上、どうあっても引きずることになるだろう。

			「……でも、シン様は私たちのレベリングについて、今まで知ろうとしなかったでしょ？　私たちのことなんて、気にしなかったでしょ？」

			「それは……そうなんだけど……これからは違う」

			　今までは、ただ単に知らなかっただけだ。

			　いずれ向こうから話しかけてくるだろう、という受身の姿勢でいた。

			　そんな俺が、サクヤによって口止めされていたレベリング内容を知る機会などない。

			　とはいえ、サクヤの行いを知ったからには、もう今までのようにはいかない。

			　ここで見なかったフリができるほど、俺たちは浅い関係じゃないからな。

			「俺はサクヤに忘れられてほしくない。サクヤが危険なマネをしているというのなら、俺はそれを止めるために、なんでもするからな」

			「え、シン様は私を止めるためなら、なんでもするの？」

			「……い、いや、ある程度手段は選ぶから、なんでもというわけじゃないな」

			「なーんだ。もし、なんでもするって言うなら、私の恋人になることを要求したのに」

			　サクヤは微(ほほ)笑(え)みながら、冗談交じりの声を上げた。

			　恋人か。

			　なんというか、そんな告白めいたことを面と向かって言われてしまうと、さすがに気恥ずかしくなるな。

			　サクヤが俺のことを好きなのは、もう十分知っているっていうのに。

			　……いや、そうでもないか。

			「なあ、サクヤ。今更だけど、お前って俺のことが好きなんだよな？」

			「うん、好きだよ。愛してる」

			「そ、そうか……愛してるのか……」

			　愛してるとまで言われるのは、俺も悪い気がしない。というよりも、素直に嬉しい。

			　けれど、なぜサクヤはこうも俺のことを好いてくれるのか。そこがよくわからない。

			「俺って、そんないい男じゃないと思うぞ？　俺のどこを好きになったんだよ。というか、お前はいつ俺を好きになったんだ？」

			　アースで初めて会ったときから、サクヤは俺に対して好感度マックス状態だった。

			　それは、別ゲームでの俺を見たサクヤが好感度を上げていった結果みたいなのだが、どんなところが評価されたのか、イマイチよくわからない。

			　ただ単に、俺の活躍を見て惚れたというだけなのだろうか。

			「そうだね……シン様は覚えてないだろうけど、私はゲーム内でシン様に優しくされた時期があるんだ。それで、コロッといっちゃったんだよね」

			「ゲーム内で優しく？　それは『レイジ』でのことか？」

			『レイジ』といえば、ゲーム内のサクヤが、もっとも俺の近くにいたキャラの名前だ。

			「ううん、違うよ。それよりずっと前。私がネットゲームを始めた頃の話」

			「サクヤがネトゲを？」

			「うん」

			　俺の疑問を受けてサクヤは思い出を語り始めた。

			「もう３年近く前になるかな……私は『不眠』でほとんど寝られない体質になったんだよね。それで、その頃の私は、夜になると暇(ひま)を持て余してて……暇(ひま)つぶしのためにネットゲームを始めたんだ」

			「なるほど」

			　ネトゲは時間を潰すのに最適だからな。

			　昼間だろうが深夜だろうが遊ぶことができる。

			「それで、私は『ＰＯ』を始めたんだけど、初日に１人のプレイヤーが話しかけてきたんだ」

			「なに？　初日に？」

			「うん。『街中で下手な魔法撃ってんじゃねえよ！』って……それがシン様との出会いだよ」

			「…………」

			　３年前……街中で魔法……おぼろげではあるものの、確かにそんなことがあった。

			　あのときの俺は、リアルの友達から仲間外れにされたショックで引き篭(こも)りになっていた。

			　そして、ネトゲの世界で鬱(うつ)憤(ぷん)を晴らす日々を送っていた。

			　イライラしてた時期だな。

			　そんなときに、街中で背後から魔法をぶち当てられたら、キレるのも仕方がなかったんだ。

			「今、思い返してみれば、私が悪いってわかるんだけど、あのときは右も左もわからない初心者だったから、ホント怖かったよ。いきなり知らない人から怒られたんだもん」

			「あー……はははー……」

			　まあ、確かに怖いだろう。

			　特にネットゲーム初心者の場合は、そのゲーム特有の暗(あん)黙(もく)の了解などを知らずに破ってしまい、他プレイヤーから罵(ば)声(せい)を浴びせられて、すぐにやめてしまうなんてこともよくある。

			「でも、そこでシン様が懇切丁寧にゲームを教えてくれたから、今の私がいるんだよ」

			「いや、懇切丁寧でもなかったと思うけどな……」

			　あのとき、俺を背後から撃ったプレイヤーに対して、俺は数々の説明を行った。

			　初心者に対して上級者がグダグダ言うのは非常にうざったい行為だが、サクヤは良い思い出として受け取ってくれたみたいだな。

			「それからシン様は、私と毎日遊んでくれた。プレイする時間帯もほとんど同じだったし、怒られてばっかりだったけど、私は楽しかったよ」

			　サクヤはそう言って微(ほほ)笑(え)み、俺の頬(ほほ)に手を添えた。

			「我ながらチョロいと思うよ。寂しいって感じてたときに構ってもらえたってだけで、シン様のことが好きになっちゃったんだから。でも、そうして好きになってから、シン様のいろいろな面を知るうちにどんどん好きになって……アースで会ってからもその気持ちは強くなっていったんだよ。私は３年間、シン様を見続けて好きになったんだ。私はシン様の良いところも駄目なところも、全部ひっくるめて大好きなんだ」

			「……そっか」

			　誰かを好きになるきっかけなんて、どれも案外そんな些(さ)細(さい)なものなのかもしれない。

			　窮地にいたところを救われたとか、劇的な出会いを果たしたとか、そういうことだけで人は人を好きになるわけではない、ということなのだろう。

			　だから、俺はサクヤの話した内容にガッカリなんてしないし、チョロいだなんて思ったりもしない。愛が重いとは感じるけど。

			「だから、私はレベリングをやめたりなんてしないよ。私はシン様の傍(そば)にいたいけど、シン様の足を引っ張りたくなんてないから……私のことは放っておいて」

			「サクヤ……」

			　俺のことを思うサクヤの気持ちは、十分わかった。

			　でも……彼女を放っておくことなんて、やっぱりできない。

			「俺は……お前を置いていったりなんてしない。お前が俺に追いつくのにどれだけ時間がかかっても構わない。俺は……お前が俺のレベルに追いつくまで、ずっとお前を見守り続ける」

			「シン様……」

			「そして、俺はこれからも、お前が無理をしているのを止めようとし続けるし、誰がなんと言おうと……俺はお前の傍(そば)を離れない」

			　俺はサクヤに詰め寄って、強い意志を込めてそう言い放った。

			　もう、俺にはこう言うことしかできない。これでも無茶なレベリングを中断しないっていうなら、さっきの言葉を有言実行するまでだ。

			「……シン様から『お前の傍(そば)を離れない』とか言われるなんて、思わなかったよ」

			　俺の言葉を聞いたサクヤは、体を震わせながら顔をニヤつかせ始めた。

			　……そんなに俺が今、言ったことが嬉しいのか。

			　なんか、こういう反応をされると、さっきの発言が無性に恥ずかしくなってくる。

			「あーあ……もう……シン様にここまで言わせちゃって、どうすればいいんだろうね、私」

			　と思っていたら、サクヤはくるっと回って俺に背を向け、天井を見上げだした。

			「これじゃあ、私が意地を張り続けるだけ、シン様の迷惑になっちゃうの確定じゃん」

			「いや、迷惑だなんてことは――」

			　俺はサクヤの言葉を否定しようとした。

			　が、それより早いタイミングで、サクヤは俺にこう言った。

			「シン様、デートしよ。そしたら私は、もう無茶なレベリングはしないから」

			「……へ？」

		

	
		
			21　デートと新たな波乱

			　

			「ごめーん、遅れちゃった！　待たせちゃった？」

			「いいや、俺も今来たところだ」

			「そう？　良かったぁ」

			　翌朝、俺とサクヤは、ウルズの泉前にて、デートのお約束台詞(せりふ)を交わしていた。

			　これは、サクヤが恋人とどうしてもやりたかったことの１つらしい。

			　サクヤはデートに遅れてきた彼女役、俺は謝る彼女を微(ほほ)笑(え)み交じりに許す彼氏役、という内容である。非常に頭の悪いバカップル的行動だが、今日１日はサクヤの好きにさせるという条件なので、これくらいは目を瞑(つむ)ろう。

			　地下迷宮内で、俺はサクヤにデートのお誘いを受けた。しかも、その内容とは、俺と恋人同士になった形でのラブラブデート、というものだった。

			　サクヤは、そんなデートを１日だけさせてくれれば、もう無茶なレベリングはしないと約束してくれるらしい。

			　あれだけ意固地になっていたサクヤが、それで折れてくれるんだ。なら俺も、恋人役くらい喜んでしてやるさ。

			「それじゃあ、まずどこ行こっか。私はシンくんが行きたいところについていくよ」

			「別にサクヤの行きたい場所でも構わないぞ？」

			「でも、こういうのって男の子がリードしたほうが良いんでしょ？」

			「まあ、そうらしいけどさ」

			　……しかし、どうも俺は、デートだと思うと頭が真っ白になる傾向があるんだよな。

			　以前、フィルとデートをするという話になったときも、全然駄目だったし。

			　今も、なにかヘマをしないかと、内心ビクビクしている。

			　デートのときって、男が車道側を歩くんだっけ。

			　あ、そもそもアースに車なかった。

			　ベンチに座るときは、ハンカチを敷いて彼女を気遣うんだっけ。

			　あ、そもそも俺ハンカチ持ってなかった。

			　もう駄目じゃん、俺。

			　……やっぱり、あんまりデートだと意識しすぎないほうが良いのかもしれない。

			　いや、でも、サクヤは俺とデートがしたいって言ってるし……うーん……。

			「……とりあえず、『かすていら』に行ってみないか？」

			「うん！　甘いものだったら私も大好きだよ！　早速行こっか！」

			　なんの計画も立てていないデートであるため、行き先も決めていない。

			　そんな俺たちが行こうとしたのは、最近この町にできたという洋菓子店だった。

			　恋人とスイーツを楽しむというのも、デートらしい行為の１つと言えると思ったからだ。

			　洋菓子店『かすていら』（店名はカステラなのに洋菓子店なのか）は地球人(プレイヤー)経営の店らしく、洋菓子だけでなく和菓子や南蛮菓子等も売っている。

			　甘ければなんでもアリな店とのことだ。

			　元々、アースには洋菓子、和菓子というくくりはなく（当たり前か）、それっぽい菓子や、アースでしか見たことのない菓子などいろいろあったのだが、それらをかつてパティシエだったという店長が取り入れて、新しい物を作り出そうとしたのが、その店の起源なのだとか。

			　アースに来た地球人(プレイヤー)にも、いろいろいるんだな。調査員も、以前は別の職種についていたわけだろうけど、パティシエとかまでいるなんて思わなかった。

			　まあ、そんなことはどうでもいいか。

			　甘くて美味しいものが食べられる店がある、という認識だけで十分だろう。

			　こうして、俺たちは巷で噂(うわさ)の洋菓子店に行くことにしたのだった。

			「いらっしゃいませ」

			　店内に入ると、給仕服を着たウェイトレスさん（こっちは先日行った喫茶店より、しっかりしている）が俺たちを迎えてくれた。

			　スイーツ店だから可愛(かわい)い系かと思っていたけど、店内はわりと落ち着いた雰囲気だ。

			　だったら、なぜあんな軽いノリの店名を付けたんじゃい。

			「３名様のお席にご案内いたします」

			　心のなかでツッコミを入れていると、ウェイトレスさんが俺たちを店の奥のほうにある席に案内しようとした。

			「？　２人用の席で大丈夫ですよ？」

			　すると、サクヤがすぐ近くにある２人用の席を指さした。

			「あ、あれ？　も、申し訳ございません。２名様でしたね」

			　ウェイトレスさんが俺の後ろを見ながら、訂正した。

			　その反応に違和感を抱いた俺は、ふと後ろを振り返った。

			　……誰もいないな。もしかしたら、俺たちの他にもう１人お客さんがいて、ウェイトレスさんがその人の分の席もカウントしちゃったんじゃないかと思ったんだが。

			「なんかよくわかんないけど、とりあえず座ろ、シン様」

			「あ、ああ」

			　あまり気にしてもしょうがないか。今のはウェイトレスさんの勘違いだろう。

			　俺たちはそう思うことにして、すぐ近くにあった２人用の席に座った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……はあ、美味しかった。このお店のお菓子は美味しいっていう話は、前に聞いたことがあったんだけど、本当だったね」

			「ああ、そうだな。来てよかった」

			　店でスイーツを注文し、それを完食した俺たちは、満足感を確かめ合うように、そんな感想を漏(も)らした。

			「マイも通い詰めてるっていうし、多分、これからどんどん大きくなってくお店だね、ここ」

			　ほほう。マイもここに通い詰めていたのか。

			　それは知らなかった。

			「こんなところにデートで連れてきてくれるなんて、さすがシン様！　惚れ直しちゃった！」

			　どうやら、俺がこの店をチョイスしたことによって、サクヤの好感度がアップしたようだ。

			　この店を教えてくれたのは、実のところ、さっきの話でも出てきたマイだったりする。

			　彼女には今度、この店のスイーツを添えて、お礼を言っておこう。

			「……それよりサクヤ」

			「ん？　なぁに、シン様？」

			　スイーツを食べてご機嫌な様子のサクヤは、笑顔で俺の目をジッと見つめてきた。

			「その『シン様』っていうの、そろそろやめないか？」

			「え？」

			「俺は様付けで呼ばれるような人間じゃないし、様付けで呼ばれると、なんていうか、よそよそしい気がするんだ」

			　今更ではあるが、俺はサクヤに呼び方を直してもらえないか、訊いてみた。

			　サクヤがそうしたいっていうなら様付けのままでも構わないが、やっぱり、同級生からずっとそう呼ばれ続けるのは、ちょっと気になる。

			　恋人気分で１日デートをしているのに『様』付けというのは台無しだろというのもあるが、久しぶりにサクヤとこうしてマトモな会話をしたことが、こう思った原因なんだろう。

			「……そっか、うん。シン様がそう言うなら、直してもいいよ」

			「と言ってる傍(はた)から直ってないんだが？」

			「あれ、確かにそうだね。えへへ、ごめんね、シン……くん」

			『シンくん』と言った瞬間、サクヤの頬(ほほ)が赤く染まった。
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			「……こっちのほうが恋人っぽくていいね」

			「う……」

			　はにかむようなサクヤの笑顔を見て、俺は不覚にも可愛(かわい)いと思ってしまった。

			　恋人関係は１日限定だっていうのに、つい本気になってしまいそうだ。

			　サクヤとしては、そのほうがいいのかもしれないけど。

			　でも、俺にとっては、そのハードルはとても高い。

			　それに……サクヤ以外にも、こんな俺を好きだと言ってくれる子がいる。

			「今、別の女の子のこと考えてたでしょ？」

			「そ、そんなことはない」

			「本当かなぁ？　シン様の顔には嘘(うそ)って書いてあるように見えるけど？」

			「ぐ……って、また『様』呼びになってるぞ」

			「ありゃ、またやっちゃった」

			　テヘッと舌を出し、サクヤが改めて俺のことを『シンくん』と呼んできた。

			　その仕草は、さっきの笑顔以上に可愛(かわい)らしく感じた。

			　なんて破壊力だ。普段の俺なら、真っ先に『あざとい』と思っていたところなのに、今は可愛(かわい)いとしか感じない。名前の呼ばれ方が変わって、新鮮な気持ちになっているからか。

			『様』から『くん』になっただけで、親密度が上がったように感じるせいかもしれない。

			　だとしたら、俺、チョロすぎるだろ。たかが呼び方が変わったくらいで――。

			「シンくん、顔が赤くなってる」

			「うるさい。そういうお前も、顔が赤いぞ」

			「え、本当？」

			「嘘(うそ)じゃないって」

			　そうして俺たちは、どちらの顔がより赤いかで口論になった。

			　だが、それは言い争いとかではなく、気を許した者同士のじゃれ合いみたいなものだった。

			「……おや、そこにいるのはサクヤさんじゃないか？」

			　と、そんな会話をしている俺たちに、１人の男が声をかけてきた。

			「君が男子と一緒にいるなんて珍しい……ああ、そうか。この子が例の《ビルドエラー》か」

			　端整な顔立ちをしたその男は、俺を見て微(ほほ)笑(え)んでいる。

			　なんだ、この男は。サクヤの知り合いか？

			　でも、サクヤはその男に対してそっぽを向いている。

			「初めまして《ビルドエラー》。僕のキャラネームはクロード。学校では２年１組に所属している。つまり、君たちの先輩というわけだ」

			「はぁ……どうも」

			　よくわからないが、自己紹介をされたので、俺も軽く頭を下げて挨拶をする。

			「それで、だ。単刀直入に言おう、《ビルドエラー》」

			「？　なんですか？」

			「僕と決闘してくれ。サクヤさんの目を覚まさせるために」

			「!?」

			　そして、突然現れたクロードという男は、俺に決闘を申し込んできた。

		

	
		
			22　Noah's Ark

			　

			　俺はクロードから決闘を申し込まれた。

			「…………？」

			　サクヤの知り合いではあるみたいだが、俺はこの男の顔に見覚えがない。

			　一応、《ビルドエラー》というのは俺のことを指しているから、クロードは俺のことを認知しているようだ。

			　だが、いきなり決闘を申し込んでくるなんて、意味がわからない。

			　しかも、サクヤの目を覚まさせるためにとか……まったくもって意味不明だ。

			「あー……とりあえず、クロードって言ったか？　お前はサクヤの知り合いなんだな？」

			「フッ……先輩に対する口の利き方じゃないな……まあいいんだけどね」

			　クロードという男は、俺の態度を見て軽くため息をつき、頭に片手を添えて首を振った。

			　なんか、一つ一つの動作がキザったらしいな。

			　俺の苦手なタイプだ。

			「そうさ、僕はサクヤさんとは既知の仲だ。戦友、と言ったほうが正しいかな？」

			　戦友……ということは、もしかして……。

			「……お前も地下迷宮30階層のレイドボス戦に参加していた、とかか？」

			「その通り。僕はレイドボス戦に参加したギルドのうちの１つ、【Noah's Ark】のサブマスターをしているよ。まあ、当時の僕は別のギルドのマスターをしていたんだけどね」

			「へぇ……」

			　Noah's Ark。つまりはノアの方舟だな。

			　どんな意味を込めてそんなギルド名をつけたんだろうか、ってそのギルド名を前に聞いたときは思ったが、単にギルドマスターのキャラネームが『ノア』だからってだけらしい。

			「だから、サクヤのことも知っているってわけか」

			「まあね。だけど、レイドボス戦でともに戦わずとも、【流星会】の二枚看板である《流(りゆう)星(せい)》のミナさんと《機械人形》のサクヤさんは特に有名だから、いずれ知ることとなっていただろう。《ビルドエラー》同様、ね」

			　……機械人形？　なんだそれ。

			　ミナの《流星》は、そう呼ばれるようになった由来が、なんとなくわかる。

			　しかし、サクヤの《機械人形》は、よくわからない。

			　あんまり良い響きじゃないな。《ビルドエラー》もネガティブなイメージなんだけどさ。

			「……まあいい。それで？　どうしてお前は俺に決闘をしようだなんて言い出したんだ？」

			　ここで問うべきは、あだ名ではない。

			　この男がどういう目的で俺たちに近づいてきたのか。それが問題なんだ。

			「聞くところによると、君はサクヤさんからずいぶんと好かれているそうじゃないか？」

			「ああ、そうだな」

			　この辺りは事実なので、俺は首を縦に振る。

			「しかし、君はサクヤさんを放っておいて、中学生や小学生くらいの少女たちと戯(たわむ)れているとも聞く」

			「う…………」

			　これについては、苦笑いを浮かべることしかできない。

			　俺はついこの間まで、フィルやクレール、ガルディア、火焔と一緒に行動していた。

			　なので、《ビルドエラー》が年下の女の子たちばかりと最近つるんでいる、というような話が出回っていても、おかしくはない。

			　戯(たわむ)れる、なんて言い方には語弊を感じるけど。

			　というか、俺ってそんな情報が飛び交うほど有名なのか。迂(う)闊(かつ)なことはできないな。

			「……でも、それがどうしたっていうんだ。お前には関係ないだろう？」

			「いいや、関係あるね。なぜなら僕は、君に底知れない嫉妬の感情を抱いているのだから」

			「は？　嫉妬？」

			　なんだコイツ。

			　もしかして、小さな女の子たちとキャッキャウフフしたいっていう変態か？

			　だとしたら、善良なる一般人として、こいつを通報する必要があるな。

			「君はサクヤさんの愛を一身に受けているにもかかわらず、彼女を蔑ろにして、他の少女たちにうつつを抜かしている。サクヤさんを愛する身として、僕は君を許せそうにない」

			「あ、そっちか」

			「……今、なにかとても失礼なことを考えていなかったかな？」

			「いや、全然」

			　なんだ。こいつの目的はフィルたちじゃなくてサクヤのほうか。

			　そういえば、サクヤ云々で決闘しろって、こいつは言ってたんだよな。

			　話の流れで、ついつい早とちりしてしまった。

			「それじゃあ、お前はサクヤに惚れてるってことでいいのか？」

			「ああ、そういうことだとも」

			「ふぅん」

			　サクヤに惚れてる、か。

			　なんだかんだいって、サクヤもかなりの美少女だしな。

			　時折、突拍子もない行動をとることがあるけど、そんなサクヤを知らない男が彼女に惚れても不思議じゃない。

			「でも、いきなり決闘をしろだなんて、物騒だな。それに、もし俺に勝っても、サクヤがお前のことを好きになる可能性は多分ないぞ」

			　とりあえず、俺は決闘を行うことの無意味さについて、クロードに諭した。

			「そうかもしれないな。けれど、サクヤさんには気づいてほしいのさ。サクヤさんが心酔している男なんて、取るに足らない路(ろ)傍(ぼう)の石なのだということを」

			「なに？」

			　今、ナチュラルに喧嘩を売られたな。

			　そっちがその気なら、俺も出るとこ出るぞ。

			「売られた喧嘩は買う主義だ。決闘がしたいっていうなら、付き合ってやる」

			「それは嬉しいね。しかし、僕はこの場で今すぐ決闘をするだなんて言っていない」

			　俺が決闘に乗るという意思を見せると、クロードは軽くため息をつきながら首を振る。

			　うん。やっぱこいつは俺の嫌いなタイプだ。

			「……だったら、どこで戦う？　広場か？　町の外か？」

			　俺は嫌悪感を表に出すのもそこそこにして、クロードに訊ねた。

			「僕と君が戦うのに、おあつらえの舞台がある。決闘は、アース時間で２ヶ月後に行われる予定の『地球人限定決闘大会』の中高校生部門において、行おうじゃないか」

			「決闘大会か……」

			『地球人限定決闘大会』とは、地球人(プレイヤー)のみが参加できる大会であり、トーナメント形式で決闘を行って、一番強い者を決める、という催しらしい。

			　この大会は、地球時間で３ヶ月に一度くらいのペースで行われている。

			　前回までは大学生以上の地球人(プレイヤー)しかアースにいなかったが、今回は中高生もいるので、新たに中高生部門が設立された。

			　だけど、俺はこの大会に出場する気がなかったので、完全にスルーしていた。

			　元々、この大会で活躍するのは剣士職や魔術師職、それに騎士職や武道家職などで、僧(そう)侶(りよ)職や趣味人職、それに持ち物制限がされてモンスターの使用が禁止されてしまう調教師職などが生き残ることはない。

			　俺の場合はダメージヒールがあるから、僧(そう)侶(りよ)職でも問題なく戦える。けど、この魔法は口外禁止で、無暗に人前で使わないということが、早川先生との話し合いで決まっている。

			　数人程度にダメージヒールを見られる程度なら、とやかく言われることもない。が、大会という人目に晒(さら)されやすい場でダメージヒールを使うのは躊躇(ためら)われる。

			　ゆえに、俺は大会に参加するのは控えよう、と思っていたというわけだ。

			　それに、俺のレベルじゃ――。

			「噂(うわさ)によると、君のレベルはもう60を超えているそうだね？　もしかして、その点を懸(け)念(ねん)して大会には出場しないとか、そんなことを考えていたりするのかな？」

			「…………」

			　なかなか鋭いな。俺が大会に出ない理由の半分を当ててきた。

			「だったら、その心配は無用だ。つい先日、決闘大会のルールが公表されたんだが、それによると、レベル差が大きいプレイヤー同士が対戦する際には、それ相応のハンディキャップを課すそうだから」

			　ハンディキャップか。

			　それで30レベル分を埋めることができるなら、俺が参加してもそこまでバランスブレイカーにならない……か？

			　あとで早川先生あたりに相談してみよう。

			「まあ、たとえ君が高レベルであっても、僕たちは負けるつもりなんてないけれどね？」

			「……ん？　僕たち？」

			　クロードの言葉に、俺は引っ掛かりを覚えた。

			「!?」

			　すると、クロードの背後に突然、複数の人間が現れた。

			　さっきまでは誰もいなかったはずなのに、いったいどんな手品を使ったんだ？

			「フッ、ずいぶんと驚いた様子だね。僕の後ろにいるレディーたちは、今までずっとそこにいたというのに」

			「なに？」

			　どういうことだ？

			　もしかして、これは異能によるものか？

			　俺はクロードの言葉の意味がよくわからず、首をひねる。

			　そんな俺の目の前に、４人の女性が立った。

			「俺の拳(こぶし)は岩をも砕く！　《鉄(てつ)腕(わん)》のカンナとは俺のことだ！」

			「人呼んで《炎(えん)獄(ごく)》の紅。あたいに触れると火傷するよ」

			「皆からは《知(ち)将(しよう)》のアキと呼ばれております。以後、お見知りおきを」

			「……《シークレット》のナナシ」

			　その地球人(プレイヤー)たちは、次々に自己紹介を始めた。

			　全員、二つ名的なあだ名がついてんのかよ。

			《ビルドエラー》なんて呼ばれている俺が言うのもなんだが、恥ずかしくないのか。

			　しかも、そんないっぺんに言われても、覚えきれない。

			　一応、俺の網(もう)膜(まく)にはこいつらのキャラネームが表示されているから、覚えなくてもいいんだけど、まあ、クロードの取り巻き集団とでも覚えておこう。

			「そして、《神に愛されし男》の異名を持つ僕を含めたこの５人が、【Noah's Ark】から決闘大会に出場する予定になっている」

			　か、神に愛されし男……。

			　そのあだ名は、ちょっともうイジメの領域じゃないか？

			　みんなからそんなあだ名で呼ばれてたりするの？

			『あ、《神に愛されし男》さんチィーッス』とか言われたりするの？

			「……今、なにかとてつもなく失礼なことを考えていなかったかな？」

			「いや、全然」

			　クロードの訝(いぶか)しむような視線を受けて、俺は首を振った。

			「……とにかくだ。僕と君の決闘は、今度開かれる決闘大会で行おう。もっとも、君が僕と当たるまで本戦を勝ち進んでこれたら、という話になるけどね？」

			「ふぅん。まあ、わかった」

			　大会に出場するかどうかはまだわからない。が、とりあえずここで俺たちに話しかけてきた用件は済んだということで、お引き取りを願おう。

			　さっきからサクヤは黙(だま)り込んでるし、こいつらはデートの邪魔だ。

			「なら、また今度会おう。だから、そろそろどっか行ってくれ」

			「……フッ、君は本当に礼儀知らずだな」

			　俺のいい加減な態度に、眉をピクピクさせているクロードは、４人の女性と一緒に店の出口へと歩いていった。

			　もしかして、あいつらはあの５人でパーティーを組んでいるんだろうか。

			　だとしたら、ハーレムパーティーだな。

			　人のことを言えたものでもないが、ハーレムパーティーとか見ると『爆発しろ』と言いたくなってしまう。

			　キザったらしい言動もあいまって、ますます気に入らない。

			「今、なにか凄(すさ)まじく失礼なことを考えていなかったかな!?」

			「考えてねえよ！　何度もいちいち訊ねるな！　ハーレムヤロウ！」

			「ハーレムヤロウ!?」

			　そんなこんなで、俺はクロードという男から決闘大会に出場するよう勧められたのだった。

			『別に出なくてもいいよね』って感じなんだが、さてどうするか……。

		

	
		
			23　見られる？

			　

			「で、シンくんは決闘大会に出場するの？」

			「どうするかな。今はまだわからない」

			【Noah's Ark】のサブマスターであるというクロードとその取り巻きが去ったところで、サクヤは俺に問いかけてきた。

			　そういえば、サクヤはさっき、全然話さなかったな。

			　知り合いであるなら、少しくらい話しても良さそうなもんだが。

			「サクヤから見て、あのクロードって奴はどうなんだ？」

			　とりあえず、俺はサクヤとクロードの関係を探った。

			　俺がいない間に、多少は人間関係も変わっているだろう、というのは想像に難くない。

			　けれど、男がサクヤに言い寄ってきていたというのは初耳で、ちょっと気になる。

			「さあ、私は知らないよ。確かにあの人にはよく話しかけられたけど、いつも無視してたし」

			「そうなのか？」

			「うん。だって、明らかに私を女として見てたんだもん。私はシンくん以外の男の人にそういう目で見られたくないし、触られたくないから、今までなにも話さず逃げ回ってたんだ」

			「へ、へえ」

			　さ、さすがはサクヤだ。

			　つまり、俺以外の男とは、一切の接触をしていないということか。以前パーティーを組んでいたユミとも全然話さなかったし、その辺りは本当に徹底しているな。

			「……あ、そういえば、さっきクロードが言ってた《機械人形》っていうのはどういう意味なんだ？　あれってサクヤのあだ名みたいなものなんだろ？」

			　俺はサクヤの徹底ぶりに顔を引きつらせつつも、別の話題を振った。

			　これは、クロードとの話で、何気に俺が気になっていた内容だ。

			　ミナの《流星》は悪い意味なんて込められてなさそうだが、サクヤの呼び名であるらしい《機械人形》は、俺の《ビルドエラー》同様に悪い意味合いが込められているような気がする。

			「それは別に大した理由じゃないよ。単に、地下迷宮30階層のレイドボス戦で撃った私の魔法が的確だったから、って理由だけ」

			「あれ、そうなのか？」

			「うん。あと、いつも無表情のまま魔法を撃ってたから、『なんか機械みたい』ってことで、そう呼ばれだしたの」

			「ふーん……」

			　そういえば、俺の前だとそうでもないけど、サクヤは基本無表情なんだよな。

			　無表情を保ったまま、作業のごとく正確な魔法を撃ってたら、そんなあだ名も付くか。

			　なら、安心だ。

			　もしかして、俺がいない間にサクヤがいじめられてるんじゃないか、と思って心配したけど、どうやらそんなこともなかったようだ。

			　まあ、この辺はミナたちが一緒にいたわけだから、元々心配する必要もないことだが。

			　そんなことを話しながら、俺たちはおやつタイムを終え、その後も行き当たりばったりのデートを行った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　サクヤとデートをしていたら、いつの間にか夜になっていた。

			　最初は、計画性のないデートをして良いものかと思ったりしたが、結構楽しかった。

			「今日はありがと、シンくん！　とっても楽しかったよ！」

			　ログアウトするために、２人でウルズの泉への道を歩く。

			　その途中、サクヤが笑顔で言った。

			　どうやら、彼女のほうも、それなりに楽しんでくれたようだ。

			　俺は、心の中でホッと息を吐いた。

			「これで、もう無茶なレベリングはやめてくれるよな？」

			「うん。約束は約束だからね。これからはみんなと同じ時間帯にレベリングするよ」

			「そうか」

			　なら良かった。

			　ここで約束を反故にするような奴じゃないとはわかっていたが、これで言質も取ったので、もう大丈夫だろう。

			「にしても、変な注文をつけたもんだな。無茶なレベリングをやめる条件が、俺とデートをすることだなんてさ」

			　気が楽になった俺は、サクヤに訊ねた。

			　これは昨日からずっと気になっていたことだ。

			　まあ、サクヤが俺とデートしたいっていうのは、そこまで不思議なことじゃないんだが、どうしてあのタイミングでそれを望んだのだろうか。

			「多分、シンくんとの間にできた溝を埋めたかったからだと思う」

			「俺との間にできた溝を？」

			「うん」

			　サクヤはコクリと頷き、言葉を続けた。

			「しばらく疎遠になっちゃってたから、なんか隔たりみたいなのを感じちゃって……だから、それがなくなりさえすれば、私はなんでもよかったんじゃないかな」

			　なるほど。

			　サクヤは俺との距離を縮めるため、デートをしようと言ったわけなんだな。

			　デートはあくまで手段にすぎない、と。

			「でも、今日ずっと一緒にいて、わかっちゃった。シンくんとの間に溝ができたと思ったのは、私の勘違いだったんだなって」

			「…………っ」

			　サクヤが俺の腕に自分の腕を絡めてきた。

			「今日はまだ終わってないから……いいよね？」

			「…………」

			　黙(だま)ってそっぽを向くと、サクヤはそれを了承と捉(とら)えたようで、『ふふっ』と笑いながら俺の腕をギュっと抱きしめてきた。

			　俺はそれを振りほどこうとせず、なすがままになっている。

			　今日だけ特別だ。好きなだけ甘えるといいさ。

			「はぁ……デートもあともうちょっとでお終いかぁ……」

			「……名残惜しいか？」

			「そりゃそうだよ。できることなら、ずっとシンくんとデートしてたいな、私」

			「おいおい……」

			　さすがに、ずっとはデートできないだろ。

			　今日という日がサクヤにとってそれくらい良かった、という気持ちは素直に嬉しいが。

			「……ねえ、シンくん」

			「なんだ、サクヤ？」

			「今日だけは、シンくんは私の恋人ってことで、いいんだよね？」

			「あ、ああ……そう、だが……？」

			　サクヤが突然、意味深なことを訊ねてきた。

			　それをこのタイミングで訊いて、いったいなにをしようというのか。

			「シンくん。ちょっとここに立ったまま、目を瞑(つむ)ってくれるかな？」

			「え、えっと……」

			　気がつけば、俺たちの周りには誰もいなかった。

			　さっきまではポツリポツリと人の姿もあったが、夜だからこういうタイミングもある。

			　もしかしたら、サクヤは通行人の姿がなくなったから、こんなおねだりをしだしたのかもしれない。

			「……駄目？」

			「いや、駄目というか、その……」

			　今、目を瞑(つむ)ったら、サクヤになにをされるのだろうか。

			「大丈夫、変なことはしないよ」

			「……本当か？」

			「うん、ホントホント」

			「…………」

			　……まあ、今日はサクヤのワガママなら全部聞くつもりでいたからな。

			　目を瞑(つむ)るくらいのことは、してもいい。

			　そう思った俺は、若(じやつ)干(かん)緊張しつつも、ゆっくりと目を閉じた。

			　サクヤは『変なことはしない』と言った。だから、突然キスをしたりだとか、そういうこともしない……と思うんだが。

			「……これくらいなら、してもいいよね」

			「…………っ！」

			　俺の頬(ほほ)に、なにか柔らかいものがチュッという音とともに触れてきた。

			　その数秒後、俺は目を開け、頬(ほほ)を朱に染めたサクヤの顔を見た。

			　今のは多分……サクヤが俺の頬(ほほ)にキスをしたんだろう。

			「驚いた？」

			「……ちょっとだけな」

			「そっか。じゃあ、私の勝ち」

			　勝ちってなんだ。別に勝負なんてしてないだろ。

			　まったく、ドキドキさせやがって、こいつは……。

			　

			　――――――。

			　

			「…………!!」

			　――ふと、サクヤの奥の路地に目が向いた。

			　そこには……驚きの表情で俺たちを見つめる……フィルの姿があった。

			「……？　どうしたの、シンくん？」

			「え、あ、いや……」

			　サクヤが訝(いぶか)しんだ目で俺を見てきた。

			「…………あれ？」

			　と、一瞬目を離した隙に、フィルの姿は綺(き)麗(れい)さっぱり消えていた。

			　……俺の見間違い……だったか？

			　いやでも、確かにさっきまでフィルがそこにいたような……。

			「……スマン、なんか、ちょっとボーっとしてたみたいだ」

			「？　……あ、もしかして、今のチューがそんなに衝撃的だったとか？」

			「……さあ？　どうだろうな」

			　ひとまず俺は、サクヤにとぼけたふうを装いつつ、歩きだした。

			　ここでフィルの話題を出すのは、憚(はばか)られる。

			　もしかしたら俺の見間違いだったのかもしれないし、サクヤに言う必要はないだろう。

			「変なシンくん。でも、そんなシンくんも大好き！」

			「はいはい」

			　こうして俺は、再びサクヤに腕を抱きしめられながらも、ウルズの泉へと向かった。

			　

			　その後、俺たちはログアウトした。

			　戻った先の地球もちょうど夜だったので（まあ、それくらいの時間になっていることは俺たちもわかっていたわけだが）、それぞれの寮に戻った。

			　また、俺は寝る前に、さっき路地で見たのがフィルだったのかどうかを確認するため、電話やメールで連絡を取ろうとした。

			　……が、その日は結局、フィルとの連絡はつかなかった。

			　彼女もログアウトしているはずなんだが……もう寝ちゃったのだろうか。

			　まあいい。また明日、アプローチしてみよう。

		

	
		
			24　参加条件

			　

			　金曜日にアースからログアウトした俺たちは、次の日の土曜日、学校のグラウンドをひたすら走っていた。

			　これは、平日の昼間にログインしている俺たちの健康状態を維持するために行われる体力づくりの一環で、毎週土曜日にやっているものだ。

			　そして、日曜日の休日を挟んで、月曜日には再びアースへログインする。

			　ログイン時間の長さで生徒個人のカリキュラムが少し違うものの、大体こういったサイクルで、俺たちは今まで生活していた。

			「はぁ……はぁ……そっか……一之瀬君も、出ることに……したんだね……」

			「はっ……はっ……ああ、……まあ、な……」

			　グラウンドを走っている最中、俺はユミこと弦(つる)義(ぎ)と話していた。

			　マラソンの疲れを紛らわすためのものだ。

			「へぇ……一之瀬も、出るつもりなのか……なら……いつぞやの……リベンジが……できるかも……しれないな…………」

			　弦義の隣には氷室もいて、俺たちの会話に割り込んできた。

			　なんだよお前は。お前とは仲良くしたりなんてしないぞ。

			　だがまあ一応、少しくらいは話に付き合ってやろう。

			「リベンジ……ねぇ……はっ……はっ……てことは、氷室も……出るつもりか……？」

			「もちろんだ……俺は……前のような……失態は……犯さない…………」

			「……ふーん」

			　前に俺と戦ったときから、氷室は対人戦のプレイヤースキルも磨いているようだ。

			　今では、異能を使わないという条件でなら、中高生でも上位の実力者なのではと噂(うわさ)されているらしい。

			　真偽のほどは知らないけどな。

			　氷室のあれこれなんて、知りたくもないし。

			　ただ、噂(うわさ)として、たまたま小耳にはさんだってだけの話だし。

			　でも、そういった噂(うわさ)が流れるほどに強くなっているのなら、次に氷室と戦う際は、前回のような余裕勝ちもできないだろう。

			　氷室は俺のダメージヒールの概要を詳しく知る、数少ない人間のうちの１人でもあるしな。

			　大会でダメージヒールを使うことは、おそらくないだろうが。

			「当たったときは……よろしくな……」

			　俺は、氷室と再戦することを、楽しみだと感じた。

			　どれほど強くなったか、見てやろう。

			　って、氷室に対しては凄(すご)い上から目線だな、俺。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ふむ……決闘大会に出場したい……か」

			「はい」

			　午前中にあった体育の授業も終わり、月曜日まで自由になった俺は、早川先生のところを訪れた。

			　早川先生は、職員室でコンビニ弁当を食べようとしているところだったが、俺が相談を持ちかけると、快く話を聞く体勢を取ってくれた。

			「確かに、競技規定の変更に伴って、レベル差がある者同士でも対等に戦えるよう配慮されることにはなったが……」

			「……やはり、俺じゃ厳しいですか？」

			　積極的にレベリングを行う中高生のレベル帯は、大体が15～30といったところだ。

			　迷宮地下30階層を突破した生徒限定でなら、平均レベルも30以上にはなるだろうが、それでさえも、俺と比べるとレベルが倍違う。

			　それだけの差を覆(くつがえ)すには、相当のハンディキャップが必要になってくる。

			　ゆえに、早川先生は俺が大会に出場することに難色を示しているのだと思うのだが……。

			「条件付きではあるが、許可しよう」

			「え、本当ですか？」

			「本当だとも。ここで私が嘘(うそ)を言う女に見えるか？」

			「いえ、そんなことはないです」

			　まあ、早川先生は、基本的に嘘(うそ)をついたりはしないな。前に、レベルの件で嘘(うそ)をついてるんじゃないかとか思ったことがあったけど、それはただ俺が勘違いしただけだったし。

			　って、これはどうでもいいことか。

			「それで、その条件というのは、なんでしょうか？」

			　俺は早川先生に大会出場の条件を訊く。

			　すると、早川先生は『うむ』と頷いてから、指を１本立てた。

			「まず１つ目として、ダメージヒールの使用は禁止だ」

			「でしょうね」

			　ここで、俺が他の生徒からどう見られているか、というおさらいをする。

			　一言でいうなら、俺は『回復職なのにメインタンクをやっている変な奴』だ。

			　本来なら、アースにおける回復職は後衛、中衛というポジションで味方を回復、援護することが仕事だ。しかし、俺はそのセオリーから逸脱し、前衛で盾役をこなしている。

			　一応、サブタンクとしてなら、回復職がタンクを務めるというのもアリだ。が、戦士職や騎士職がやるタンクと比べると見劣りする。なので、メイン盾をしている回復職の俺の評価は、必然的に低くなるのだ。

			　また、俺がタンクを行える理由は、プレイヤースキルで無理矢理こなしているという点と、ＶＩＴ全振りという回復職にあるまじきステ振りをしている点、そして、ダメージヒールという裏ワザが活用できる点にある。

			　この３点のうち、プレイヤースキルと、初期にＶＩＴ極のステ振りをしたことに関してを知る人は、結構いる。だが、ダメージヒールに関しては、早川先生からなるべく秘匿するよう命じられているため、あまり知られていない。アースに来て間もない頃の俺を詳しく調べれば、ダメージヒールについてを知ることもできるだろうが、そんな物好きは、まずいないだろう。

			　つまり、俺は周りの奴から見ると『回復職だけどＶＩＴに極振りしてるからタンクしますよ』という、ふざけたアンポンタンなのだ。

			　こんな情報だけで判断するなら、『だったらお前、普通に盾職選べよ。そのほうが効率的だから』とか『回復職選んだんなら、回復役に徹してくれよ』ということになってしまう。

			　本当は、ダメージヒールという切り札があるからこそタンクがこなせるわけだが、それを知らない周りの連中から受ける評価は、散々なものだ。

			　なら、ダメージヒールの概要を開示すればいい、と思うところだが、そうもいかない。

			　高威力のダメージヒールが使えることと、パーティープレイは、両立し得ないからだ。

			　俺の場合は、いろいろな補正を得ているということと、仲間に死霊装備を身に着けさせるということ、自分自身のプレイヤースキルを駆使して上手く運用できるということで、その２つを両立させてはいるが、並のプレイヤーが俺の真似をしたら、まず間違いなく中途半端な存在となって、役立たずになる。

			　回復職は、普通に回復職としてのステ振りを行って、パーティープレイをしてくれたほうが、周りとしてはありがたいのだ。

			　つまり、どこかの回復職が、俺の真似をする可能性をできる限り少なくしたいがために、早川先生はダメージヒールを公衆の面前で披露することを躊(ちゆう)躇(ちよ)しているというわけだな。

			「２つ目は、異能使用の禁止。大会に出場する際はアンチアビリティアイテムを装備した状態で戦うことになるだろう。そうじゃないと、君の場合は勝負にならないからな」

			「わかりました」

			　この件についても、順当なところだろう。俺の持つ異能、『時間暴走』は、使ってしまうと、かつてザイールたちを瞬殺したときのような戦いができてしまう。

			　元々、俺は地球人の前で異能を使うことを控えているし、せっかくの大会をぶち壊しにするのも気が引けるので、早川先生に言われるまでもなく、異能は使わないつもりだった。

			「そして、３つ目の条件は……君への攻撃にはヒット制を適用する」

			「ヒット制ですか……いいですよ」

			　ヒット制とは、決闘における一発勝負の延長線上にあるようなルールだ。

			　制限時間内に相手へ攻撃が何回ヒットしたか、もしくは、規定数の攻撃を先に当てる、というようなことで、勝敗を決める。

			　これは俺の防御力が高すぎることへの措置だろう。マイナス補正のある装備を多く着る、というようなやり方もあるだろうが、さすがに30レベル以上も差があり、ステータスポイントも全部ＶＩＴに費やしている俺に傷をつけるのは、生半可な攻撃じゃ不可能だからな。

			「……本当にいいのか？」

			　と、そこで早川先生は、俺に再度訊ねてきた。

			　俺は、それがなにを指してのことなのかわからず、首をひねる。

			「なにがです？」

			「これだけの縛(しば)りを加えられても、君は大会に出場するのかと聞いているんだ。普通、これだけ不利な条件を課されたら、嫌になったりするものだろう？」

			「ああ……別に、そんなことは全然思いませんよ？」

			　なるほど。早川先生は、大会出場の条件を聞いた俺が動じていないことを気にしたようだ。

			　でも実際、問題ない。

			「むしろ、それだけでいいんですか？」

			「…………」

			　早川先生は、絶句というような表情で俺を見つめてくる。

			　しかし、俺のほうは表情を変えることなく、先ほどまでと同様、涼しい顔だ。

			「……はぁ。本当に君は規格外のようだな。進藤先生たちが絶賛するのもわかるよ」

			　早川先生は天井を見上げて大きくため息をつき、再び俺のほうを向いた。

			「先ほど伝えた３つの条件を呑むというのなら、大会出場を許可しよう。細かい点については、後日伝える。出場の申請は私のほうでやっておくから、心配はいらない」

			「ありがとうございます、早川先生」

			　俺は、大会出場を許可してくれた早川先生に、軽く頭を下げた。

			「あと……個人的にずっと気になっていたことがあるんですが」

			「？　なんだ、まだなにか用があるのか？」

			　早川先生は、話が終わったと思ったのか、コンビニ弁当に手をかけようとしていた。

			　もうここで退室したほうが良いのかもしれないが、これは聞いておかないとだろう。

			「早川先生たちは、サクヤ……日影さんの行動を把(は)握(あく)していましたよね？」

			「まあ、ある程度はな」

			「だったら、どうして日影さんのレベリングを無理にでも止めなかったんですか？　教師という立場なら、容(よう)易(い)に止められましたよね？」

			　俺が聞きたかったのは、サクヤについてだ。

			　サクヤが無茶なレベリングをしていたのは、早川先生たちも当然知っているはずだ。

			　だが、それなら、なぜサクヤを止めてくれなかったのだろうか。

			「それは……――」

			「んなこと知って、どうするっつーんだよ、シン」

			　苦虫を噛み潰したような表情をしている早川先生が、口を開いた瞬間――俺たちのところに、マーニャンこと進(しん)藤(どう)先生が現れた。

			　どうやら、さっきまでの俺たちの会話を聞いていたようだな。

			「知ってどうするもなにもないだろ、これは」

			　早川先生たちはサクヤを止めなかった。

			　これは、一種の職務怠(たい)慢(まん)と罵(ののし)られてしかるべきだろうからな。

			「あー、なんつーかさ、あんまあたしらに期待とかすんじゃねーぞ？」

			「なに？」

			　マーニャンは俺の心情をよそにして、頭をポリポリ掻(か)きながら話を続ける。

			「あたしらの最大目的はアースの解明であって、ガキの子守りじゃないんだわ。だから、必要なら、お前らを犠(ぎ)牲(せい)にすることも厭(いと)わない」

			「…………もう少し詳しく教えろ」

			「お前も薄々感づいてたんじゃねーの？　あたしらがサクヤっつープレイヤーを餌にして、敵を釣ろうとしてたのは」

			「…………」

			　敵。それはつまり、俺たちがかつて迷宮内部で会った、空間転移の異能らしきものを扱(あつか)える覆(ふく)面(めん)男のことを言っているのだろう。

			「……迷宮内を警備しているって奴をよく見かけるのも、そのためか」

			「当たりだ。開発局直属で派遣されたあいつらは、特にサクヤを監視していた。『最近、迷宮内を１人でレベリングする奴がいる』って情報を流せば、ちょっかいをかけてくる奴が出てくるんじゃないか、ってことでなー」

			　……なかなか酷(ひど)いことを考えるな。

			　つまり、サクヤは本人の知らぬ間に囮(おとり)として使われていたということだ。

			　胸糞悪い話だが、それなら、サクヤの安全はそこそこ保障されてたってわけか。

			　けれど、サクヤを止めず、あまつさえ囮に使っていたというのは、腹が立つ。

			　しかも、それを教師陣が容認していたのは、許しがたい。

			「だから、言ってるじゃんかよー。あたしらに期待はするなって」

			「……はぁ、わかったよ。これからはそうする」

			　でも、教師だとかそういうことを考えなければ、こいつらの選択は、ある意味、当然のことだとも思える。

			　ＭＰＫを行うあの覆(ふく)面(めん)男は、なんとしても排除すべき存在だからな。

			「だけど、迷宮内であの覆(ふく)面(めん)に出くわすことは、多分もうねーよ。確信はできねーけど、あいつも空間干渉系異能者の弱点を持ってるっぽいからなー」

			「弱点？」

			「空間転移を含めた空間干渉系の異能は、かなりシビアな条件をクリアして発動するんだ。そのシビアな条件の１つに、『転移前、もしくは転移後の空間は、異能を使用するうえで最適な環境であること』っつーのがある。だから、迷宮内部に微弱性能のアビリティジャマーをばらまいて、空間干渉系異能者の異能を自由に使えなくしてんだ」

			「そうなのか」

			　俺もここ数日、迷宮内で異能を使用すると若(じやつ)干(かん)の不快感があったんだが、アビリティジャマーが原因だったんだな。そんな対策をすることで、空間転移をする異能者を封殺することができるということは、初めて知った。

			　まあ、異能についてそこまで詳しいわけじゃないから、知らなくても当然なんだが。

			「まだ断定はできねーけど、少なくとも、お前たちとの一件以来、被害者らしい被害者も出てねーから、成果は出てると思うぞ」

			「なら、いいんだけどな」

			　安全に迷宮攻略が行えるなら、俺としては大歓迎だ。

			　できることなら、このまま被害者が出ないことを望む。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「へえ、それじゃあ、一之瀬君も大会に出場することに決まったんだねっ！」

			「そういうことだ」

			　その日の夕方。俺は、食事を取りに、学校の食堂へとやってきた。

			　そこで、俺は久しぶりに、桜、ミナ、弦(つる)義(ぎ)、真(ま)衣(い)の４人と一緒に卓を囲み、決闘大会へ出場することを報告していた。

			「一之瀬君が出るっていうなら、僕たちも一層気合を入れないとだね」

			「うんっ、そうだねっ」

			　弦義と真衣は俺と戦うことを想像してか、顔に笑みを浮かべている。

			　こいつらと戦う場合も、氷室同様、油断はできない。

			　俺も、気を引き締めていかないとだな。

			「桜とミナはどうするんだ？」

			「私は参加するわよ。こういう力試しの場は、あって悪いものじゃないと思うし」

			「うーん……私はやめとくよ。元々、最近はレベリング優先で、大会には出る気なかったし」

			　弦義と真衣、それにミナは大会に出るようだが、桜は不参加のようだ。

			　まあ、もしかしたら、レベリングの疲れがまだ残ってるかもしれないしな。

			　今回はゆっくり休んでもらおう。

			「でもそのかわり、私はみんなの応援を頑張るよ！」

			「ありがとう、日影さん」

			「ありがとねっ」

			　桜が応援するということで、弦義も真衣も喜んでいる。

			「あ、だけど一番応援するのは、もちろん真くんだからね！」

			　桜は俺のほうを向き、両手を組んで満面の笑みを浮かべた。

			　アースでの呼び方が変わったように、地球でも普通に『真くん』と呼ばれるようになったことにこそばゆさを感じつつ、俺も彼女のほうを向いた。

			「やるからには優勝を目指すから、応援よろしくな、桜」

			「うん！　頑張ってね！　真くん！」

			　どんなハンデを背負おうとも、どんな敵が立ちふさがろうと、俺は優勝する。

			　そんな決意を秘めつつ、そこでようやく俺は目の前にある食事に手を――。

			「……あれは」

			　ふと、俺の視界に１人の少女の姿が映った。

			　フィルだ。学年や寮が違うせいで、地球ではなかなか連絡が取れなかったんだが、学食ではこうやって会えることもあるんだな。

			「ちょっとフィルと話をしてくる。先に食べててくれ」

			「え？　う、うん、わかったわ」

			　俺は席から立ち上がり、フィルのもとへと駆け寄っていった。

			「よっ、フィル。電話にも出ないから、ちょっと心配したぞ」

			「!?」

			　背後からフィルに声をかけると、彼女は物(もの)凄(すご)く驚いた様子で、肩をビクンと跳ね上げた。

			　どうやら、俺がいたことに気づいてなかったみたいだな。

			「あ……う……し、シン……さん……」

			「？　フィル、どうした？」

			　なんか、フィルの様子がおかしい。

			　俺を見ながらアワアワしてる。

			「…………す」

			「す？」

			「す、すみません！」

			「うぇ？」

			　俺が首を傾げていると、フィルは食堂の出口へとダッシュした。

			　そして、数秒後には、彼女は俺の前から姿を消すこととなった。

			「……あ……あれ……？」

			　もしかして……俺、フィルに避けられてる……？

		

	
		
			25　前振り

			　

			　月曜日になってアースへとやってきた俺は、クレールのもとを訪れた。

			「……なに？　フィルがシン殿から逃げた？」

			「そうなんだよ……」

			　俺はクレールに、先日あったフィルとのやり取りについてを説明した。

			　彼女なら、フィルに詳しい事情を聞いてもらえるんじゃないか、と思ったからだ。

			「なにか、フィルに避けられるような心当たりがあったりは？」

			「それは……あるにはあるんだが……それでも、よくわからない」

			　フィルと連絡がつかなくなったのは、俺とサクヤがデートをした日からだ。

			　そしてその日の夜、見間違いでなければ、フィルは俺たちを目撃していた。

			　おそらく、そのことについて、なにか言いたいことがあるんじゃないかと思う。

			　しかし、避けられているのでは、具体的にどういったことがフィルの不興を買ったのか、断定できない。

			「ふむ……わかった。もしフィルを見かけたら、我のほうからも訊いてみよう」

			「助かる」

			　避けられているので、俺はフィルと話せない。

			　でも、もしかしたら、クレールにだったら、なにか話してくれるかもしれない。

			　ここは彼女に任せよう。

			　もちろん、俺もフィルと話せる機会があれば、積極的に訊いてみるつもりだ。

			「ああ、あと、今日は俺たち地球人(プレイヤー)主催で大会が行われるんだが――」

			　俺は、決闘大会についても話した。

			　というか、今回俺が墓地に来たのは、それが目的だった。

			「ふむ、面白そうな催しであるな」

			　クレールは俺の話を聞き終えると、『気が向いたら見に行こう』と言って、そそくさと地下神殿に戻っていった。

			　こうして俺は、決闘大会が開かれる始まりの町へと戻っていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺は、始まりの町南部に建っている、コロッセオのような円形の闘技場にやってきた。

			　今日はここで決闘大会が行われる。

			「フッ、逃げずにちゃんと来たようだね、《ビルドエラー》」

			　１年生組と合流し、決闘大会の流れを確認していると、早速クロードがやってきた。

			　クロードは指で髪をくるくるさせながら、俺たちに視線を向けてニヤリと笑う。

			「待っていてくれ、サクヤさん。今日こそは、君の目を覚まさせてあげるからね」

			「……私の目は、いつでも覚めてるよ」

			　サクヤは、傍(そば)にいた俺にだけ聞こえるくらいの声で呟(つぶや)いた。

			　今のは、独り言みたいだな。

			　どうやら、本当にサクヤはクロードと、というか俺以外の男と話す気がないようだ。

			「……まあ、そういうわけだから、君は僕と当たるまで、負けるんじゃないぞ」

			「ああ、わかってるさ」

			　お前に当たるまでとは言わず、俺はこの大会で全勝する気でいる。

			　だから、お前はただの通過点だ、クロード。

			「お前も、俺に当たるまで負けるなよ。当たる前に負けたら、盛大に笑ってやるからな」

			「その心配は無用さ。なんたって僕は、《神に愛されし男》なのだから！」

			「お、おう」

			　やっべー……。

			　こいつ超やっべー……。

			　そんな大仰な二つ名を平然と名乗れるあたり、大物と呼べるのかもしれないけど、できればお近づきになりたくない人種だ。

			「だが、本当に不可解な男だね。聞いたところによると、君は回復職なんだろう？　今大会での回復職の参加者は君だけだぞ？　この意味が、ちゃんとわかっているかな？」

			「当たり前だ」

			　そんなことは、こいつに言われるまでのことでもなく、知っている。

			　回復職は、基本的にパーティープレイをすることで生きるジョブだ。

			　また、アースにおける回復職に、今回のような一対一で行われる決闘で他のジョブに勝てるような、対人戦闘特化型はない。

			　断言すると語弊が生まれるかもしれないが、あえて回復職で対人戦をやるくらいなら、他のジョブで戦ったほうが結果は出やすいはずだ。他のジョブ――剣士や戦士とかのほうが、スキルの面で充実しているからな。

			　回復職は回復魔法が他より秀でているから、それを使って長期戦に持ち込めば勝てる見込みもある。が、攻撃面でかなり劣っていることは、どうしてもネックになる。

			　しかも、回復職はソロで活動するという場合以外で戦闘のノウハウを磨く機会が少ない。後ろで味方の回復ばかりを行うんだから、そういった技術ばかりが伸びる、という意味だ。

			　並の回復職なら、プレイヤースキルの差で他の連中に押し切られてしまうだろう。

			　ゆえに、この大会で回復職が勝ち残ることは難しく、参加自体しないという結論に行きつく、というわけだ。

			「でも、俺はタンクだ。それに、《ビルドエラー》の名は伊達じゃない。普通の回復職と同じ扱(あつか)いをされても困る」

			「フッ、そうだったね。タンクがメインの回復職。タンクとしてのプレイヤースキルだけで、僕と同じ『六強』と呼ばれるようになった君に言うことでもなかった」

			　六強？

			　なんだそれは。

			　俺って、いつの間にかそんな括りに含まれてたのか。

			「しかし、回復職であることには変わりありません」

			　そんなことを考えていると、クロードの取り巻きである４人の女性、アキ、カンナ、紅、ナナシがやってきた。

			「本大会で回復職が本戦に駒を進める確率は、そこそこあります。ですが、１回戦を勝ち上がる可能性は１パーセントもないと、ＩＱ３００の頭脳を持つ私の計算結果が告げています」

			「だよな。もし本戦でぶち当たっても、負ける要素なんてねーもん」

			「光魔法の対策さえすれば、回復職の攻撃なんて高が知れてるからねえ」

			「……ゴミ」

			　彼女たちは、俺が回復職であるというだけで、なかなかに辛らつな言葉をぶつけてきた。

			　なんか、感じ悪いな。

			　そっちがその気なら、女相手でも容(よう)赦(しや)なんてしないぞ。

			　試合で当たったら、徹底的にペチンぺチンしてヒイヒイ言わせてやる。

			　だから、そう相手を睨(にら)むな、サクヤ。

			　いつぞやのように殴りかからないだけ、マシだけど。

			「俺にそんなことを言っていられるのも、今のうちだ。俺はこの大会で優勝する気でいるんだからな」

			「な、なに……優勝……？　君は優勝をする気でいるのか……？」

			「当たり前だろ。わざわざどこかで負けるとか思って、大会に出る馬鹿がいるか」

			　戦う以上、勝つ気で挑む。

			　俺は、ケンゴや龍王と戦ったときでさえ、そういった気持ちでいた。

			「俺に気を取られて、予選負けなんてことになるんじゃないぞ、クロード」

			「……フッフッフッ。それは君も同じさ、《ビルドエラー》」

			　こうして、俺たちは宣戦布告をし合って別れた。

			　どいつと戦うことになっても、俺は負けたりなんて、絶対しない。

			　なんてったって、俺は負けず嫌いだからな。

		

	
		
			26　決闘大会中高生部門開始

			　

			　地球人(プレイヤー)主催、決闘大会中高生部門は、１回の予選と４回の本戦を勝ち残ることで優勝となる。

			　本戦のほうはトーナメント方式で、16人が一対一の決闘を行う。

			　そして、予選のほうは、本戦出場者16人を決めるために、68人の大会参加者が４ブロックに分かれ、17人同時に戦う、というものだ。

			　俺は今、決闘大会の予選Ａブロックの出場選手として、コロッセオ中心部にある四角い闘技フィールドに立っている。

			　この予選で勝ち残った４人が、本戦へ出場する資格を得るのだが、敗北条件は『敵攻撃の被弾×十発』であるので、なかなか大変だと思っていた。

			　集団戦であるゆえに、目の前の敵以外にも注意して動かないと、十発被弾なんて、あっという間だからな。

			「…………」

			　しかし、そんな俺の想像は外れ、ちょっと肩透かしを食らっていた。

			　なぜなら、Ａブロック参加者は、俺と戦うことを避けているようだからだ。

			　闘技フィールドの片隅にいる俺のところに、誰も寄ってこない。

			　これが戦いの場でなければ、泣いてしまいそうなハブられっぷりだ。

			　だが、これは周りの連中から俺が倒しにくい敵である、と考えられているからこそであろうということはわかっているので、涙目になる必要もない。

			《ビルドエラー》という名に畏怖を覚えたのかまではわからないが、俺がいくつかのオンラインゲームでそれなりに名の通ったタンクであることや、中高生のなかで飛びぬけたレベルであることは、それなりに知られているはずだ。

			　回復職であるとはいえ、タンクとしてのプレイヤースキルに秀でた奴に攻撃をヒットさせることは、なかなか難しい。それに、レベルが高いということで、俺を『なにか得体のしれないモノ』とでも見ているのだろう。

			　敵にするには、不確定要素が多すぎる。なら、他の連中を潰して回ったほうが安全だ、という結論に達したということか。

			　それならそれで、俺も体力の温存ができるので、悪くない。

			　でも、ちょっと物足りないな。

			「……おっと」

			　と、そう思っていた俺のところに、火の玉が飛んできた。

			　俺は、それを左手に持った死霊の大盾で防ごうとした。

			　が、火の玉は大盾に当たる直前で、完全に消滅した。

			　魔法を無効化する『精霊王の祝福』が働いたんだろう。

			　せっかく攻撃が飛んできたのに、これじゃあつまらないな。

			　それで、この魔法を飛ばしてきた奴は……あいつか。

			「ひっ……」

			「…………」

			　どうやら、今俺のほうに火の玉がやってきたのは、故意であったようだ。

			　中学生らしき魔術師風男子生徒が、こちらを見て肩を震わせている。

			　多分、俺が火の魔法を完全に無効化したのを見て、『マズイ』と判断したのだろう。

			　だったら、攻撃してこなければよかったのに。

			　そんなことを思いながら俺がため息をついていると、その中学生男子生徒は、慌てた様子でその場から逃げ出した。

			　……しかし、その生徒は途中で戦士風の生徒に殴られ、倒れた。

			　審判役の教師が倒れた生徒に近づいていき、回復魔法をかけてから、フィールド外に運んでいく。

			　どうやら、今の攻撃で気絶して、戦闘続行不可能になったみたいだな。

			　俺にばかり気を取られているから、こうなるんだ。

			　というか、ふと思い直してみると、これって何気にかなり野蛮な大会だな。

			　学校も、なに考えてんだろう。

			「はぁ……暇(ひま)だな」

			　俺は再びため息をつき、近くで行われているバトルを、ぼーっと眺め続けた。

			　

			　こんな具合で、決闘大会予選は大した問題もなく終わり、俺は本戦へと駒を進めた。

			　本戦への出場が決定した生徒たちに向けて、観戦していた数百人規模の地球人(プレイヤー)とアース人が喝采を浴びせてくる。

			「フッ、どうやらお互い、無事に本戦へ上がれたようだね」

			「……まあな」

			　クロードが俺に話しかけてきた。

			　予選では最後の４人になるまで戦うわけだが、俺が戦っていた（あるいは眺めていた）ブロックにはクロードもいた。

			　こいつは剣士職のアタッカーで、細剣を用いた鮮やかな戦いをしていた。

			　人に喧嘩を売ってくるだけあって、それなりに強いらしい。

			　俺が見ていたなかでは、こいつが一番多くの参加者を負かしていた。

			　細剣で素早くかつ正確に相手の手や腕、足を軽く切りつけて、ヒットを稼ぐバトルスタイルで、なかなか様になっていた。手数で勝つタイプのプレイヤーってわけだな。

			　動きの速さから見て、多分、かなりのステータスポイントをＡＧＩに振っている。

			　もしかしたら、ＤＥＸもか。

			　今回、俺に強いられたハンデのことを考えると、ちょっと不利だな。

			　パワータイプなら封殺できただろうけど、スピードタイプなら、数発は攻撃が当たることを覚悟したほうがよさそうだ。

			「しかし……君はさっき、全然戦わなかったな。予選ではそれでいいのかもしれないが、本戦ではちゃんと戦ってくれたまえよ？」

			「ああ、わかってる」

			　本戦では、俺もちゃんと戦うさ。

			　予選はみんな俺を避けてたから、手を出しにくかったってだけだし。

			「本戦では、俺の戦い方を見せてやる」

			「そうかい？　それじゃあ僕も、せいぜい楽しませてもらうとしよう」

			　クロードはキザッたらしい笑みを浮かべると、クルッと後ろを向いて、休憩エリアのほうへと歩いていった。

			　続いて、Ｂブロック、Ｃブロック、Ｄブロックの予選もつつがなく終了し、これで16人の本戦へ出場する選手が決まった。

			　こうなる可能性はそれなりにあったものの、俺は自分以外の15人を見て、少し驚いた。

			　なぜなら、その15人の選手のなかには、知り合いが結構含まれていたからだ。

			「どう？　私たちも強くなったもんでしょ？」

			「伊達に毎日モンスターと戦ってるわけじゃないよっ！」

			「僕は負けちゃったけどね」

			　ユミは負けてしまったが、ミナとマイは本戦に残ることができていた。

			　あと、ついでに氷室もだ。

			　それに中学生もそれなりに参加していたのだが、そのなかで唯一……フィルも本戦への出場が決まっていた。彼女も、何気に参加してたんだな。

			　ミナ、マイ、氷室、フィル。俺の知り合いで本戦出場者が４人もいることになる。

			　これは、なかなか凄(すご)いと言えるのではないだろうか。

			　それ以外には、クロードたち５人も全員本戦へ出場することが決まっていたりする。

			　あいつらも、高校生３大ギルドのうちの１つ、【Noah's Ark】の主要メンバーなだけあって、なかなかやるようだな。

			「【黒龍団】のメンバーが全員出場しないっていうから、本戦にも残りやすいかなって思ったんだけど、なかなか上手くいかないね……」

			「ドンマイ、ユミ」

			　そんななかで負けてしまったユミは、結構落ち込んでいるようだった。

			　俺たちのなかでは、元々大会に出場していないサクヤ以外、全員予選を勝ち抜いたってことだからな。

			　へこむ気持ちは、わからなくもない。

			　まあ、ミナは剣士職で、マイは武道家職、氷室も騎士職で、３人ともこういう大会では有利な職だが、ユミは援護役の弓兵職だから、負けても仕方がないんだけどな。

			　ちなみに、３年生ギルドの【黒(こく)龍(りゆう)団(だん)】は、この決闘大会には出場していないらしい。

			　一応、３年生も何人か出場しているみたいだけど、それは全員ギルドに参加していない連中なのだとか。

			　どうして【黒龍団】が参加しないのかについてまでは、俺も知らない。

			「本戦に出場したみんなは、僕の分も頑張ってね」

			　なんにせよ、この大会で誰が敵になろうと、俺は優勝してみせる。

			「ああ、任せろ」

			　俺はそういった意思を込めて、ユミに頷いた。

			「……お、トーナメント表が張られたみたいだぞ」

			　そんなタイミングで、職員の人が壁に張り紙をしていた。

			　どうやら、これから始まる本戦の組み合わせが決定したみたいだ。

			　俺たちはその張り紙に近づいて、書かれた内容を読んでいく。

			　

			　決闘大会本戦第１回戦

			　第１試合　シンVSカンナ

			　第２試合　アキVSダークネスカイザー

			　第３試合　ナツメVSフローズ

			　第４試合　クロードVSミナ

			　第５試合　ガッツVSああああ

			　第６試合　ナナシVSフィル

			　第７試合　ねこにゃんVSナイトウ

			　第８試合　マイVS紅

			　

			　俺は第１試合か。

			　しかも、相手はクロードの取り巻きにいた《鉄腕》とか呼ばれてる俺女だ。

			　女相手だと、ちょっとやりづらいところではあるけど、今回は容(よう)赦(しや)なんてしないって決めてるからな。

			　油断せずに戦おう。

			　第４試合は、ミナとクロードが当たるのか。

			　ミナには勝ってほしいから、そっちを応援しよう。

			　クロードが負けても、俺は一向に構わん。

			　マイやフィルは、クロードの取り巻き連中と対戦するみたいだ。

			　フィルのほうは、俺同様に厳しいハンデを背負っているだろうから、もしかしたら厳しい戦いになるかもしれないな。

			　あと、一部ふざけたキャラネームの奴らがいるが、それは放っておこう。

			　多分、そいつらは『クロクロ』のゲーム配信初日にキャラネームを決定して変更不可能になってしまった、可哀想(かわいそう)な奴らなのだろうからな。

			　軽くスルーしてやるのが、人情というものだ。

			『中二病乙』とか『お前キャラネームつけるのめんどくさがっただろ』とか『男なのにねこにゃん（笑）』とか思ってはいけない。

			「さて……そんじゃあ行くかな」

			　トーナメント表を確認し終えた俺は、再び闘技フィールドのほうへと向かうことにした。

			　俺は第１試合の出場選手だからな。

			　ここで、クロードたちに目に物を見せてやる。

		

	
		
			27　決闘大会中高生部門１回戦

			　

			「１回戦頑張ってね！　シンくん！」

			　闘技フィールドへと続く廊下を歩く途中、サクヤから応援の言葉を貰った。

			　サクヤは俺たちの応援をしてくれるとのことだったが、どうやらマネージャーのようなこともしてくれるらしい。彼女の手には、試合後に使うタオルや、水筒の類(たぐい)が握られている。

			「サクヤ、心配しなくても俺はそう簡単に負けたりなんてしないぞ」

			「！　うん！　そうだよね！　シンくんなら優勝も余裕だよね！」

			「……ああ」

			　優勝、という言葉を聞いて、俺の脳裏に先ほど見たトーナメント表が浮かんだ。

			　俺はこの大会で優勝するつもりだ。

			　まあ、不測の事態が起こらなければ、決勝までまず問題なく進むことができると思う。

			　だが、おそらく決勝で待ち構える選手は――。

			「……あ」

			「…………っ」

			　闘技フィールド傍(そば)にある休憩室の扉の先から、突然フィルが現れた。

			　フィルは俺とサクヤを交互に見やり、表情をどんどん沈ませていく。

			　なにを考えているんだろうか？

			　彼女の思考が読めない。

			　でも、ここで偶然にも出会えたのだから、俺を避けている理由を訊いておこう。

			　それにはまず、挨拶からだ。

			「よ、よう、フィル。お前も決闘大会に――」

			「――――っ！」

			　俺が声をかけると、フィルはピクッと肩を震わせて、廊下を走り去ってしまった。

			　……やっぱりこれ、避けられてるよね？

			　なんでやねん……。

			「フィルちゃん、行っちゃったね……？」

			「そうだな……」

			　俺はフィルが走っていった方向を見ながら、サクヤに頷いた。

			「……もしかして……勘違いされちゃってるのかな？」

			「ん？　なにか言ったか、サクヤ？」

			「ううん、なんでもないよ。シンくんは大会のことにだけ集中して」

			「あ、ああ」

			　そうだった。フィルのことで意識が逸れたが、今は決闘大会の真っ最中だった。

			　たとえ中高生しか参加していない部門であっても、集中が切れた状態で戦えば、負けてしまうかもしれない。

			　今は一回戦のことだけを考えよう。

			　それに、フィルとは、決闘大会の本戦……決勝の舞台で会えるだろうしな。

			　なにか俺に言いたいことがあるのなら、その戦いが終わった後にでも、休憩室でゆっくり聞かせてもらおう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「先に俺と当たったが運の尽き！　クロードの出番はないね！」

			　クロードの取り巻きその１である《鉄腕》のカンナは、闘技フィールド上で、俺に向かって大声を張り上げた。

			　なかなかに自信満々な様子だ。でも、俺と当たったが運の尽き。勝つのは俺のほうだ。

			　決闘の基本ルールは半減勝負。ただし、選手によっては俺のように異能使用制限がかけられていたり、なにかしらのステータスがダウンする装備を身に着けての戦いとなっている。

			　俺の場合は、装備で誤(ご)魔(ま)化(か)せないほど防御が高すぎるという点を考(こう)慮(りよ)して、俺と戦う相手の勝利条件のみヒット制が適用されている。

			　異能に関しては、俺のほうは『簡易式アビリティジャマー』だけを付けることになり、カンナのほうは、なんの制約もないようだ。

			　俺の勝利条件は、カンナのＨＰを半減させるか、ギブアップさせることだ。

			　ダメージヒールが使えれば、一瞬でケリが付くところではあるが、それが今大会で禁止されている以上、ダメージを与えるには一工夫する必要がある。

			　俺は、アイテムボックスから小盾と神器『クロス』を取り出した。

			　今回の大会は、この装備で戦うのがベストだ。

			「第１試合！　シンVSカンナ！　決闘開始！」

			　審判による試合開始の宣言がなされ、網(もう)膜(まく)に『決闘開始』の文字が現れた。

			「さあ、いくぞ《ビルドエラー》！　俺の拳(こぶし)の前に跪きな！」

			　その瞬間、カンナは俺との距離を一気に詰めてきた。

			　彼女のジョブは武道家職。ゆえに、近距離戦闘で勝負してくることはわかっていた。

			　俺は、近づいてきたカンナがどう動くか予測し、小盾を持った左手に力を入れなおす。

			「……くっ！　なかなかやるねえ！　さすがは元タンク！」

			「俺は今も現役タンクだ」

			　カンナの放つ細かい拳(こぶし)の連打を、俺は小盾で受け流す。

			　敵が１人で大規模な攻撃を仕掛けてこないタイプの場合、大盾よりも小盾のほうがいい。

			　大盾はカバーできる範囲が広いが、その分、重い。小盾はその逆だ。

			　小盾のほうが扱(あつか)いやすいとされているが、こっちはちゃんと極めようとすると、守備範囲が小さいため、大盾よりもプレイヤースキルが必要になってくる。

			　しかし、その分極めると、とても強い。生半可な攻撃は、この小盾１つを軽く移動させるだけで防げるんだからな。

			「……チッ！」

			　どうやら相手は、俺に攻撃が当たらないことで、ヤキモキしている様子だ。

			　しかし、なかなか強いな。不用意なスキルの発動はせず、使ってくるにしても、出だしが速くて隙もあんまり大きくないものを選んで使っている。加えて、その使用するスキルはすべて無(む)詠(えい)唱(しよう)なので、スキルの発動を予備動作のみで捉(とら)えないといけない。

			　出だしの速いスキルを多く所有する武道家職で、これをやられると、結構キツイ。

			　とはいえだ。カンナの攻撃に、俺が対応できないというわけでもない。

			「１」

			「っ！」

			　俺はカンナの動きを予測し、右手に持った神器『クロス』を当てる。

			　カンナの左肩に軽くヒットしただけで、ダメージもまったく与えられていない。

			　けれど、俺の攻撃は問題なく当てることができた。

			「はっ！　そんな攻撃じゃ、『頑丈』の異能を持つ俺にダメージを与えることなんざ、できやしないぜ！」

			　だが、ダメージを与えられなかったのも事実。

			　カンナは、今の攻撃で俺が恐るるに足らずと見たのか、鼻を鳴らして挑発してきた。

			　異能、『頑丈』。それは俺も、事前に行った情報収集で知っていた異能だ。

			　噂(うわさ)によると、カンナはこの異能によって、普通の人より体が頑丈になっているのだとか。

			　つまり、この間俺に言った『俺の拳(こぶし)は岩をも砕く』というのは、あながち誇(こ)張(ちよう)でもなく、拳(こぶし)が岩以上の硬さを秘めている、という意味なのかもしれない。

			　それプラス、異世界アースにおけるステータス補正も加わって、カンナの防御力、および攻撃力は、だいぶ跳ね上がっていることだろう。

			　こいつに生半可な攻撃は効かない、と考えたほうがいいな。

			　だけど、それはあくまで『通常なら』という但(ただ)し書きが付く。

			「２、３、４、５」

			　俺は、カンナの隙を見計らって、『クロス』を執(しつ)拗(よう)に当てた。

			「ぐっ……？」

			　カンナの表情が次第に厳しくなり始める。

			　そして、俺が攻撃を15発当てたところで、ようやくＨＰにもわずかに変化が現れてきた。

			「16、17、18、19」

			「ぎっ……な、なんだ？」

			　なにが起きているのか、カンナにはよくわからない様子だ。

			　まあ、初見ではわかりづらいだろうな。

			　俺の攻撃がヒットするたび、ステータスにマイナス補正がついていく、だなんてことは。

			「20、21、22、23、24」

			「がっ!?　く……やめろ！　このやろう！」

			　でも、目に見えて減少し始めたＨＰゲージを見て、ある程度状況が理解できたらしい。

			　カンナは、『クロス』による打撃攻撃を食らわないよう、回避を重視した動きを始めだした。

			　しかし、それももう遅い。

			『クロス』の攻撃によって蓄積されたステータス低下は、ＡＧＩにも及ぶ。

			　今のカンナは、最初の頃の俊敏さが嘘(うそ)のように鈍い。

			　そんな動きでは、俺の攻撃を避けることなんて、できやしないぞ。

			「25、26、27、28、29……」

			「ぐあっ!?　ぎ……っ!?」

			　こうして、俺はカンナを『クロス』でしつこく叩き、ＶＩＴとＡＧＩ、それにＨＰをごりごり削っていく。

			　対するカンナも、抵抗を試みているが、基本的に至近距離からでしか攻撃できない武道家職が足を奪われた時点で、勝敗は決していた。

			「やめろ、この……くそっ！」

			「ここでやめてたまるか！　オラドンドンいくぞ、カンナァ！」

			「ひっやめ……ひぎぃ！」

			　カンナが涙目になってきたが、俺は容(よう)赦(しや)などせず、ベチンベチンし続ける。
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			　事前に立てた、この『自分の攻撃力が低いなら、相手の防御力を下げればいいじゃない作戦』

			　は、カンナに有効だったようだ。

			　わざわざＳＴＲが上昇する装備を多く身に着けて、物理攻撃に特化したかいがあったな。

			「そこまで！」

			　俺が計39発の攻撃を加えたところで、カンナのＨＰは半分となり、審判から試合終了の合図がなされた。

			「カンナ選手、ＨＰ半減！　よって勝者、シン選手！」

			「ワアアアアアアアアアアア！！！！！」

			　勝者の名が審判の口から出たところで、観客席から盛大な拍手と歓声が湧き上がった。

			　結果的に見ると、俺はカンナを完封したことになるが、周りで見ている側にとっては、なにが起きているのか、イマイチよくわからなかったと思う。

			　でも、観客は俺がプレイヤースキルのみでカンナを圧倒していたところを見ていたわけだから、こうして喝采してくるのも不思議ではないだろう。

			「な……なんだったんだよ……今の戦いは……」

			　試合に負けたカンナは、小さく疑問の声を上げていた。

			「教えるもんか。俺をただの回復職だと思うな、とだけ仲間に伝えておけ」

			　なので、俺はカンナにそう言い残して、闘技フィールドを立ち去った。

		

	
		
			28　１回戦結果発表

			　

			「フッフッフッ、どうやら１回戦を突破したようだね？　シン君」

			「まあな」

			　俺がサクヤと合流し、休憩室のほうへと歩いていると、クロードたちがやってきた。

			　クロードは、仲間の１人がやられたというのに、余裕の笑みを浮かべている。

			「……あんまり驚いてないんだな」

			「？　なにがかな？」

			「いや、俺が１回戦を突破したことをだよ。さっきまでのお前たちは、俺が勝ち上がるだなんて不可能だ、みたいなこと言ってただろ」

			「そのことか……まあ、それはただ単に、リサーチ不足だったがゆえの誤算さ。君の戦闘に関する情報は、どういうわけかあまり集まらないんだよ」

			「……ふーん」

			　どうやらこいつらは、口ではああ言ったものの、俺が勝つこともそれなりに想定していたみたいだな。じゃないと、こんなに落ち着いていられるものか。

			　また、俺の戦闘情報は不足ぎみであるようだ。

			　これについては、おそらく早川先生辺りが裏で手を回しているのだろう。

			「それに、カンナ程度が敗れたところで、事態が大きく変わったわけでもありませんしね」

			　俺がクロードと話していると、奥に控えていたアキが前に出てきた。

			　さらに、紅とナナシも俺の前に立った。

			　３人とも、クロード同様、余裕に満ちた表情だ。

			「カンナなど所詮、私たち『フォーカード』のなかでは最弱です」

			「ただ単に硬いってだけだし、『フォーカード』になれたのが不思議なくらい弱っちい奴だったからねえ」

			「回復職ごときにやられるなんて、【Noah's Ark】の面汚し……フフ」

			「…………」

			　……なんか、物(もの)凄(すご)く言っちゃいけないことを言ってないか、こいつら。

			　半世紀くらい前に作られた伝説のネタ台詞(せりふ)に似てるぞ。

			　そんなこと言ってると、負けフラグが立つぞ。

			　というか、最後のナナシは完(かん)璧(ぺき)に故意犯だろ。

			　なに笑ってんだよ。

			　俺もちょっと笑いそうになっちゃったじゃねえか。

			　しかも、『フォーカード』ってなんだよ。

			　いきなりそんな括りを出されても、反応できねえよ。

			　くそっ、いろいろ突っ込みどころが多すぎる。

			「……ゴホン。あー、そういうわけだから、カンナに勝ったというだけで、僕たちに勝った気にならないように。いいね？」

			「……ああ、わかった」

			　俺が微妙な顔をしていると、クロードたちは休憩室の奥へと戻り、決闘大会１回戦第２試合に出るアキだけが闘技フィールドのほうへと歩いていった。

			「では、次の試合を手早く終わらせましょう。先ほど得た《ビルドエラー》の新情報をもとにして、戦術を練り直す必要が出てきましたので」

			　最後にアキが言い残したその言葉は、非常に傲慢なもののように感じられた。

			　アキは俺同様、１回戦や２回戦など、ただの通過点程度にしか考えていないのだろう。

			「なんか、感じ悪いね」

			　つい先ほどまで黙(だま)りこくっていたサクヤが、口を開いた。

			　俺の態度も、傍(はた)から見ればあんな感じだろうけど、サクヤからしたら別物なのか。

			「それだけ自信があるってことなんだろ」

			　クロードたちの言動は、よほど実力に自信があるがゆえのものなのだろう。

			　だとしたら、２回戦は俺のほうもより気合を入れて挑む必要がある。

			　まあ、それはこれから行われる試合を見て判断しよう。

			「のんびり休んでもいられないな。俺たちも観客席のほうに行こう」

			「うん、わかった」

			　そうして俺たちは、観客席のほうへと向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「やったじゃない、シン」

			「１回戦突破おめでとっ！」

			「さすがは僕たちの頼れるタンクだね」

			　観客席に行くと、ミナ、マイ、ユミが俺に声をかけてきた。

			　やっぱり、こうして仲間からお祝いの言葉を貰えるのは嬉しいもんだな。

			「ありがとうな、みんな。……それで、ミナとマイは、なんでこっちにいるんだ？」

			　俺は、ミナとマイのほうへと目を向ける。

			　休憩室に彼女たちの姿が見えなかったから、多分こっちにいるんじゃないかとは思ってたけど、本当にいたとはな。

			　俺は１回戦を終えた身だからいいとしても、彼女たちはこれから戦いを控えている選手なのだから、休憩室にいなくてもいいのだろうか。

			「いいんじゃない？　どうせ休憩室にいても、落ち着かないんだし」

			「ここで、みんなの戦いを見ながら、自分の番が来るのを待つほうが気楽だよねっ」

			　そういう考えもアリか。

			　俺も、今の休憩室にはクロードたちがいるから、観客席に来たわけだし。

			　本人が一番くつろげる場所で待機していたほうが、精神衛生上よろしい。

			「一応、カンナって人は私たちも知ってるんだけど、よくあの人に勝てたわね」

			「確か、『頑丈』っていう異能の持ち主だったよねっ？　私、あの先輩が素手でモンスターを倒してるとこ見て、びっくりしたことがあるよっ」

			「籠(こ)手(て)とか使うより、自分の手で殴ったほうが強いっていうようなことも、前に言ってたね」

			　どうやら、俺がさっき戦ったカンナは、なかなかクレイジーなファイターだったようだ。

			　モンスターを素手で倒すとか、地球の熊を素手で倒す並のことだぞ。

			　俺ですら、モンスターと素手でなんて戦いたくないっていうのに。

			　つくづく、異能が常識外であることを痛感させられるな。

			「なんだ、君たちも観客席にいたのかい？」

			「氷室か」

			　と思っていたところで、氷室がやってきた。

			　そういえば、氷室も休憩室にはいなかったな。

			　こいつも観客席のほうにいたのか。

			「一之瀬、まずは１回戦を勝ち進んだことを褒(ほ)めておこう……おめでとう」

			「褒(ほ)めておこうとか言わなくていいっつの……ありがとうよ」

			　氷室が上から目線でおめでとうと言ってきたので、俺も負けじと軽く言い返した。

			「それで？　お前は俺たちに、なんの用で話しかけてきたんだ？」

			「用がなければ話しかけない、みたいな言い方をしなくてもいいだろう……強いて言うなら、さっきの言葉を君に言うことが、俺の用だ」

			「そっか」

			「……前々から思っていたんだけど、君は俺に対して、凄(すご)い態度が悪いな」

			「今更だろ、そんなのは」

			　俺が氷室を毛嫌いしているのは、今に始まったことじゃない。

			　どうも俺は、氷室だったりクロードだったりのようなキザッたらしい奴が苦手なんだよな。

			「寮では同じ部屋に住んでるんだし、そろそろ仲良くなってもいいと思うんだけどね」

			「いや、それはない」

			「俺も、一之瀬と仲良くするだなんて願い下げだな」

			　たとえ寮で一緒に暮らしていても、俺たちはこれまで通りの関係を貫(つらぬ)いている。

			　これは、半分意地のようなものではある。

			「そんなことよりも、一之瀬。君とは、このまま順当にいけば３回戦目で当たることができるな。そのときは覚悟しておけよ」

			「へえ。もう１回戦、２回戦を突破したときのことを考えてるのか」

			　俺と氷室がトーナメントを勝ち進めば、３回戦で対決することになる。

			　氷室はそのときの話を持ち出して、わざわざ俺に宣戦布告を行ってきた。

			「シンに当たる前に、私と当たるから、氷室君はそこで敗退よ」

			　ミナが、氷室と同じく強気な姿勢で言った。

			　２人とも、かなり強気だな。

			　優勝すると言っている俺も、人のことは言えないんだけど。

			　……しかし、ミナと氷室が当たるにしても、それにはまず、２人とも１回戦を突破しなければならない。

			　氷室と１回戦で当たるナツメという選手は、ギルドに加入していない３年生の選手らしく、強力な異能を持つことで、そこそこ有名な生徒であるらしい。

			　そして、ミナと当たるクロードは、【Noah's Ark】のサブマス。こちらは２年生で、中高生の中でもトップクラスの実力を持っているとのことだ。

			　氷室とミナがこれから戦う相手は、どちらも強敵だ。

			　特に、ミナと当たるクロードは、俺と当たるまで絶対に負けない様子だった。

			　ミナも強くなっているが、もしかしたらクロードに負けてしまうんじゃないだろうか。

			「そろそろ試合が始まるみたいだよ」

			「おっと……それじゃあ、まずそっちを見るか」

			　とりあえず、俺はみんなと一緒に観客席へと座って、第２試合の観戦を行うことにした。

			【Noah's Ark】に所属する《知将》アキの実力、とくと拝見させてもらおう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　……俺は、その後行われた第２試合以降の決闘を、すべて観戦した。

			　第１回戦の結果は、波乱に満ちたものだった。

			　トーナメント表の形で書かれた結果発表用紙が、係員の人の手によって壁に張られる。

			　いまだに、信じられない気持ちでいっぱいだ。

			　試合はすべて観戦したから、結果はすでに知っているのだが……ここで再びその事実を確認するべく、俺は目を用紙へと向けた。

			　先ほど大言壮語を言い放っていたクロードたちは……。

			　

			　決闘大会本戦第１回戦

			　第１試合　○シンVS●カンナ

			　第２試合　●アキVS○ダークネスカイザー

			　第３試合　●ナツメVS○フローズ

			　第４試合　●クロードVS○ミナ

			　第５試合　●ガッツVS○ああああ

			　第６試合　●ナナシVS○フィル

			　第７試合　○ねこにゃんVS●ナイトウ

			　第８試合　○マイVS●紅

			　

			　全員負けてた。

		

	
		
			29　波乱の２回戦

			　

			　決闘大会本戦第２回戦

			　

			　第１試合　シンVSダークネスカイザー

			　第２試合　フローズVSミナ

			　第３試合　ああああVSフィル

			　第４試合　ねこにゃんVSマイ

			　

			【Noah's Ark】とは、なんだったのか。

			　そう思わざるをえない試合結果となった。

			　今大会でギルド【Noah's Ark】から参戦したメンバーは、クロード、カンナ、紅、アキ、ナナシの５人だ。

			　16人という本戦枠の中に５人とも入ったのだから、それは凄(すご)いことであると言える。

			　しかし、そいつらは全員、本戦の１回戦で敗北することとなった。

			　理由については、いろいろある。

			　まず、なんだかんだで２組は、１組と違って自分の異能に頼らない分、プレイヤースキルという点で質が高い。その結果、異能に制限をかけられた強異能持ちの１組勢は、２組勢に後れを取ることとなった。紅やナナシの敗因が、それに該当していた。

			　クロードも、腕に『アビリティジャマー』を付けていた。だから、今回の戦いが、あいつの本当の力というわけではないのだろう。

			　だが、クロードの場合は、そんな異能制限の他にも、なにか理由があるような雰囲気だった。

			　ミナと戦っているとき、攻撃をためらうそぶりが多く見られた。あれはなんだったのだろうか。

			　また、アキに関しても、敗因はクロードと近い。アキは対戦相手のダークネスカイザーと戦っている間、妙に焦っていた。多分、例の計算結果とやらに狂いが生じたのだろう。その狂いがなんだったのかまでは知らないが。

			　……まあ、負けた奴らのことは、どうでもいいか。

			　あれだけ偉そうなことを言っておいて、結局全員１回戦で敗退したというのは、不甲斐ないにもほどがあるけどな。

			「まずは、みんな１回戦突破したね！　おめでとう！」

			「ええ、ありがとう、サクヤ」

			「いやー、私はホント、ギリギリだったんだけどねっ」

			「マイは危うく火だるまになりかけるところだったよね」

			　俺の傍(そば)にいたサクヤ、ミナ、マイ、ユミは、みんな笑顔で言葉を交わしている。

			　本戦に残った俺たちは３人とも２回戦に進んだわけだから、喜ばないわけがない。

			　かくいう俺も、喜んでいたりする。優勝することを目標に掲げているが、一つ一つの戦いの結果を蔑ろにしているわけじゃないからな。

			「次は、ミナと氷室が当たるんだな」

			「ええ、そうね」

			　２回戦第２試合では、それぞれ１回戦を勝ち上がったミナと氷室が対決する。

			　どっちが勝って、俺と戦うことになるだろうか。

			　できれば、成長度合いを直に確認したいので、ミナに勝ち上がってもらいたいものだ。

			「マイは、ねこにゃんさんとだね」

			「あの人って可愛(かわい)いキャラネームだけど、すっごく強いから、気を引き締めていかないとっ」

			　俺の隣で、ユミとマイがそんな会話を交わしている。

			　ここまで勝ち残ってきた奴が、弱いわけなんてないからな。

			　名前に惑わされると、痛い目に遭(あ)いかねない。

			　そういった意味では、ねこにゃん同様、ああああという、名前と呼んでいいのかすら微妙な奴も、油断ならない相手だ。

			　ああああの対戦相手はフィルだから、多分負けるだろうが。

			「……フッ。なかなか楽しそうにしているな、君たちは」

			「…………」

			　と、そこで俺たちの目の前に、クロードが姿を現した。

			　こいつ、よく顔を出せたな。

			　あれだけ大物ぶって煽(あお)ったにもかかわらず、俺と当たる前に負けましたなんて珍事を犯したら、恥ずかしくて話しかけられないだろう。

			「……で、この場合はどうなるんだ？」

			「どうなるって、なにがだい？」

			「サクヤのことだよ。これでお前はサクヤを諦めるのかって言ってるんだ」

			「それか……」

			　クロードは、髪を軽くかき上げ、サクヤに視線を向ける。

			「サクヤさんのことは諦めない。いつかきっと、僕が目を覚まさせてあげるから、それまで待っていてくれ」

			「…………」

			　クロードの熱烈な愛を、サクヤは無言のまま受け流した。

			　というか、完全に無視だな。

			「……でも、今はそれとは別に、僕にはやることがある」

			「？　やること？」

			　なんだろう。こいつは、サクヤの件以外にも、俺たちに用事があるのだろうか。

			「ミナさん」

			「……なんですか？」

			　俺が首を傾げていると、クロードはミナの前まで歩いていった。

			　なるほど。さっき戦ったミナに用があったのか。

			　負けた腹いせで、ミナへなにかちょっかいをかけようとしている、というのであれば、俺は割って入る所存だが……果たしてどうか。

			「僕は君に惚れた！　君は僕のエトワールだ！　《流星》のミナさん！」

			「……………………は？」

			　俺たちは、全員その場で固まった。

			　……え、なにこの人。サクヤのことが好きなんじゃなかったの。

			　なに、いきなりミナを口説いちゃってんの。

			　なに、エトワール（星）とか言っちゃってんの。

			「おいちょっと待て！　お前はサクヤが好きなんだろ！」

			「もちろん好きさ。だが、可憐な花を愛でずにはいられないのが、この僕だ！」

			「お、おう……」

			　ヤバい。こいつは生粋のハーレムヤロウだ。

			　もしかして、さっきの戦いで動きがおかしかったのは、ミナに惚れたからとかか……？

			　なんか……こいつと話すのが、馬鹿らしくなってきた……。

			「試合中に君から強い視線を向けられたそのとき、僕は愛の奴隷となってしまったんだ！　さあミナさん！　今度は君が愛の奴隷となる番だよ！」

			「い、いやよ！　あっち行って！　あなたみたいなのは私のタイプじゃないわ！」

			「そんなことを言わずに！　一緒に夜空を見ながら、星座について語り合おう！」

			「私は別に、星座とか興味ないから、１人でやってちょうだい！」

			　クロードとミナのやり取りを聞いていると、頭が痛くなってきそうだ。

			　トーナメント表でも見て、気合を入れなおそう……。

			「……で、俺の相手はダークネスカイザーか」

			　俺は、次の対戦相手を再確認した。

			「シンくんなら、次も楽勝だね！」

			「いや、そうとも限らないぞ」

			　ダークネスカイザー。

			　名前は完全にふざけているが、プレイヤースキルは一級品と言っていい。

			　ジョブは弓兵職らしいのだが、弓を使ってなかった。

			　でも、その代わりに短剣を用いて、対戦相手のアキを圧倒していた。

			　しかし、スキルはまったく振っていなかった。

			　俺同様、どんなジョブであっても、それなりに戦えるっていうタイプなんだろう。

			　ジョブの補正に頼らず、素の強さで十分戦える敵というのは、一番厄(やつ)介(かい)だ。

			　けれど、俺は誰にも負ける気なんてない。

			「まあ、最終的には俺が勝つさ」

			　相手がどれほど強くとも、俺は絶対に勝つ。

			　なので、俺はサクヤのほうを見て、ニッと笑う。

			「２回戦突破したら、また出迎え頼んだぞ、サクヤ」

			「うん！」

			　そして俺は、次の戦いへ赴(おもむ)いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　決闘フィールドには、すでに審判と対戦相手が立っていた。

			「おぉ、待ちくたびれたぞ、《ビルドエラー》」

			　対戦相手の男が、俺に声をかけてきた。

			　男はパーソナルデータを伏せているようで、名前もジョブも、見ただけでは判断できない。

			　というか、表示をいじったんじゃなくて、ただ単に黒い仮面をつけているから表示されないのかもしれないが。

			　そう。俺の対戦相手は、仮面をつけている。黒い仮面をつけ、黒い服装で身を包んでいる。

			　これが、この男――ダークネスカイザーの通常装備だ。

			　全身を黒で統一しているうえに仮面をかぶっているというその姿は、中二病精神をくすぐられるものがある。

			　けれど、そんな服をゲーム以外で平然と着ることは、普通なら躊躇(ためら)われる。

			　こんな姿で街を歩けば、職質されるか、『なんのコスプレですか？』と問われること、うけあいだ。ダークネスカイザーという名前もあいまって、非常に痛々しい。

			　中二病の権化がそこにいた。

			「やっと《ビルドエラー》と戦える機会ができて、俺は嬉しいぞ」

			「？　そうなのか？」

			「そうだぞ。俺はお前と戦うために、この大会に参加したといっても過言じゃない」

			「……へえ」

			　見てくれはアレだが、中身は案外まともそうだ。

			　でも、俺と戦うために参加したというのは、どういうことか。

			　一応、俺はこれでも回復職なんだが。

			　地球のオンゲーで俺と戦いたいっていうならわかるが、アースで俺と戦う意味は、あんまりないぞ。

			「ん？　別におかしなことじゃないだろ？　だって、《ビルドエラー》っていったら中高生世代最強候補の１人として数えられてるじゃない？」

			「そうなのか？」

			　初耳だな。俺のプレイヤースキルやレベルはそれなりに知られているだろうから、そんなふうに囁かれていても、不思議じゃないんだろうけど。

			「【黒龍団】のアギトとセツナ、【Noah's Ark】のノアとクロード、【流星会】のミナ、それに《ビルドエラー》の６人を、最近では中高世代の『六強』と呼んでいる人が多いぞ」

			【黒龍団】と【Noah's Ark】の４人はともかくとして、ミナまで中高生の強者として見られているとはな。

			　なんだかんだで、ミナもかなり強くなっているから、意外ではないんだが。

			　しかし、そのなかにフィルが入っていないところを考えるに、知名度の問題も絡んでいるんだろう。

			　なら、この大会で七強に増える可能性もあるな。

			　もし８人にまでなったら、劣化八大王者だ。

			「まー、そういうわけだから、お手柔らかにお願いしますわ」

			「あ、ああ、こちらこそ」

			　審判の視線を受けて、俺たちは頭を下げた。

			　やっぱり、こいつはマトモそうだな。

			　クラスは１年１組らしいから、もっと傲慢なのを想像してた。

			　ザイールたちみたいなのは、例外か。

			　あいつらとの騒動以来、俺に突っかかってくる１組の連中もいないし。

			　大体の奴らは、ちゃんとした常識を持っているようで、安心した。

			　ダークネスカイザーっていうネーミングセンスは、どうかと思うけど。

			「それでは、第２試合１回戦、シンVSダークネスカイザー、決闘――」

			　観客席から聞こえる騒音のなか、審判の声が響き渡る。

			「……？」

			　その途中、ダークネスカイザーに動きがあった。

			　奴は、腰に着けていた短剣をシュッと引き抜いて、俺のほうに投げてきた。

			　審判が決闘開始と言い終わるまで、相手に攻撃をするのは禁止されているはずなんだが。

			　もしかして、これは審判が決闘開始と言い終わった直後のヒットを狙った攻撃か。

			　このタイミングなら、不意を突けると判断したのだろう。

			　だが、俺には効かない。

			　俺は、対戦相手の先手必勝な攻撃を弾くべく、小盾を――。

			「――開始！」

			　審判の声が響き、俺の網(もう)膜(まく)に、『決闘開始』という文字が浮かび上がった。

			　

			『決闘開始』、という文字が浮かび上がったのだ。

			　

			「!?」

			　短剣が見えなくなった。決闘の開始を告げる、その文字に隠されて。

			　俺は、このとき確信した。

			　ダークネスカイザーは、決闘をやりなれた――対人戦のプロであると。

		

	
		
			30　難敵

			　

			　ダークネスカイザーは、決闘の際に俺たち地球人(プレイヤー)の網(もう)膜(まく)に現れる『決闘開始』という文字列を、目くらまし代わりに使った。

			　俺は、この男が強敵であると確信した。

			　こんな使い方があるなんてな。

			　ちょっと考えれば、こういった使い方も思いつきそうなものであるが、俺は今まで、決闘システムを活用するという発想そのものがなかった。

			　小手先のセコイ技ではある。だが、勝つためには、こういったシステムの仕様を利用するというのも、悪いことではない。

			　少なくとも、俺はこの対戦相手に感心していた。また、同時に警(けい)戒(かい)心を強めた。

			　この技術を独力で身に付けたというなら、大したものである。

			　しかし、決闘とは基本的に立会人がいるなかで行われるものであり、そこまで頻(ひん)繁(ぱん)にするものではない。にもかかわらず、この男は決闘をやり慣れている。

			　いったい、どこで磨いた技術なんだ。

			　そんなことを思いつつ、俺は見えなくなった短剣の軌道を予測し、小盾を移動させた。

			　ついさっきまでは見えていたわけだから、防御も、できなくはない。

			　小盾に金属のようなものが当たった感触と音を認識して、ホッとした。

			　仕方のないことだ。敵の不意打ちじみた初撃を防げたのだから、わずかに隙を生んだとしても、自然と言える。

			「な…………！」

			　だが、その一瞬の油断が命取りだった。

			『決闘開始』という文字列が消えた瞬間……もう１本の短剣が俺の顔面めがけて飛んできた。

			　ダークネスカイザーは、１本ではなく２本の短剣を俺に向けて投げていたのだ。

			　しかも、２本目を投げたタイミングは、おそらく決闘開始直後。

			　俺が１本目の短剣に気を取られたその瞬間、ということになる。

			　つまり、ダークネスカイザーは不意打ちの攻撃を二段階に分けて行ったことになる。

			　その周到さに、俺はただただ戦慄した。

			「くっ…………！」

			　一撃目は、小盾で弾くことができた。

			　しかし、二撃目は防御が間に合わない。

			『時間暴走』が使用可能であったならば、話は別だった。が、すでに俺の間合いにまで入っている短剣を払いのける速度を、今の俺は有していない。

			　俺は、それを頭の動きだけで回避しようとした。

			　けれど、その回避行動もわずかに遅く、俺の頬(ほほ)に短剣の刃が、かすかに触れる。

			　頬(ほほ)から血がしたたり落ち、１ヒット攻撃を加えられたという判定が下されてしまった。

			　あと９ヒットまでなら大丈夫であるとはいえ、この男にそれを許さないという確証はない。

			　俺は、１回戦のとき以上の警(けい)戒(かい)心を持って、ダークネスカイザーを見据えた。

			「…………」

			「…………」

			　ダークネスカイザーは動かない。２本の短剣を投げ、腰に着けていた片手剣を抜くも、決闘を開始したその場から、一歩も動かずにいた。

			　これは、どういうことだろうか。

			　向こうは、弓兵職ながらも、弓を装備していない。

			　ならば、攻撃手段は手に持つ片手剣による近接戦闘。

			　１回戦におけるアキとの対戦でも、積極的に近接で攻めていた。

			　にもかかわらず、ダークネスカイザーは俺との距離を詰めてこない。

			　もしかして、これはなにか狙いがあってのことなのだろうか。

			　だが、俺にはこの男の思惑がわからない。

			　俺のほうから距離を詰めてもいいものなのかどうかも、悩んでしまう。

			　こちらから近づくと、相手の罠(わな)に引っかかりやすくなる。

			　様子を見ているだけなのかもしれないが、俺のほうから近づいていくのは躊躇(ためら)われた。

			　そうして、数十秒ほどの静(せい)寂(じやく)が訪れる。

			　このときの俺は、相手がこちらの隙を窺(うかが)っている、とだけしか思っていなかった。

			「…………っ!?」

			　が、それは大きな誤りであった。

			　俺は、この数十秒という短い間に、体の異変を感じ始めた。

			　これは……もしや毒、あるいは軽度の麻痺か。

			　俺の体を襲うダルさは、そのどちらかのバッドステータスに違いない。

			　おそらく、さっき投げてきた短剣に、なにかしらの細工が施されていたのだろう。

			　しかし、それはおかしい。なぜなら、俺はそんじょそこらの状態異常なんか、まったく問題にならないほどの耐性を持っているからだ。

			　フィル＆クレールとの秘密訓練の成果で、俺の状態異常耐性スキルは高位状態異常耐性スキルへと進化を果たしている。

			　そんな俺にかけられる状態異常といったら、もはや最上級クラスの状態異常と言って良い。

			　最上位クラスの状態異常を引き起こすスキルが扱(あつか)える、もしくはアイテムとして持っている奴が、中高生のなかにいる？

			　ありえない。

			　俺は、ダークネスカイザーという男を、じっと見つめた。

			「やっと効いてきたか。お前、見かけによらずタフだな」

			　ダークネスカイザーの声が聞こえてくる。

			　けれど、俺はなにも答えられない。沈(ちん)黙(もく)の状態異常にもかかっているのか。

			　同時に複数の状態異常を引き起こすとは、ますますおかしい。

			「それじゃあ、そろそろ戦闘開始といきますかねっと！」

			「！」

			　ダークネスカイザーは俺に向かって走り出す。

			　コンディションとしては最悪だが、迎え撃つしかない。

			　俺は小盾を前に出して、片手剣による攻撃を受け流す姿勢に入った。

			「っ……！」

			　けれど、やはり手に力が入らない。

			　小盾による受け流しは、わずかにタイミングがずれてしまった。

			　これによって、迫りくる剣の威力を殺しきることができず、俺の体勢がぶれる。

			　そこをダークネスカイザーは見逃さなかった。

			　若(じやつ)干(かん)体を泳がせた俺に連続で切り込みを行うことで、さらに揺さぶりをかけてきた。

			　状態異常にかかった俺は、この連続攻撃を捌(さば)ききれず、腕を軽く切られてしまう。

			　これで２ヒット目。

			　まだ俺のほうからは一発も当てられていないというのに、もう相手は２ヒットだ。

			　……面白いじゃねえか。

			　初手の不意打ち技術といい、この状態異常といい、いろいろ問いただしたい内容が多い相手ではあるが、これほど緊迫した戦いというのは、魔王の息子であるニーズ戦以来だ。

			　数々のハンデを背負っているとはいえ、俺をここまで追い込むことができる奴なんて数えるほどしかいないと思っていたんだが、まさかこんなところで出会えるなんてな。

			　俺はダークネスカイザーの力を認め、口元に笑みを浮かべた。

			「あー……なに笑ってんだこいつ……マジ死ねよ……死ね死ね死ね死ね……」

			「…………」

			　だが、そんな俺とは対照的に、ダークネスカイザーは物騒なことを口にする。

			　もしかして、さっきの連撃で一発しか当てられなかったことに腹を立てているのか？

			　自分で言うのもなんだけど、俺相手に一発でも当てられたら、それはもう十分凄(すご)いことなんだが。

			「お前はさっさと俺にやられてりゃいいんだよ……」

			　ダークネスカイザーはそう言うと、再び俺に向けて剣を振るってきた。

			　だが、ここからはさっきまでのような防戦一方になんてしない。

			　多少手間取ったが、今の自分がどのように動けるか、把(は)握(あく)できた。

			　ベストな動きができずとも、攻撃を十分捌(さば)ききってみせる。

			　俺はそう思いながら、ダークネスカイザーの攻撃を小盾で防御し、長い守りの末に見せた敵の隙を狙って『クロス』を叩き込む。

			　すると、ダークネスカイザーは即座に俺から離れ、手足をぶらつかせながら、自分の体に異常がないかを確かめ始めた。

			　どうやら、カンナとの戦いを見ていたようだな。

			　カンナの動きが悪くなっていったのは、俺の武器が原因であると推測していたか。

			「チッ……めんどくせ……こんな情報、知らねえぞ……」

			　わずかに体の動きが悪くなったからか、ダークネスカイザーはさらに悪態をついた。

			　なんだか、試合開始前に感じたイメージと、だいぶ違うな。

			　もっと理知的な奴だと思ってたんだが。

			「あーあ……そっちがその気なら、俺もマジでやってやんよ……」

			「…………っ！」

			　今、ダークネスカイザーから殺気めいたものを感じた。

			　目の前にいる敵を殺す。

			　そんな意思が、仮面越しであるにもかかわらず、伝わってきた。

			「シッ！」

			　ダークネスカイザーは走りながら、俺に向けて指さしをしてきた。

			　それは、なにかしらのスキルを発動するための動作ではない。

			　だったら、いったいどんな意味が――。

			「!?」

			　敵の挙動に気を取られていた俺は、ここで３度目の驚(きよう)愕(がく)に見舞われる。

			　防御に徹しようとふんばりを利かせていた俺の足が……突然スリップした。

			　なにが起きたのか、わからない。

			　わかったことといえば、足の裏にあるはずの地面が、いきなり氷のようにツルっと滑ったということだけだ。

			　それはまるで、足の裏と地面の間にある摩擦がゼロになったかのごとく――。

			「シィッ!!」

			　ダークネスカイザーの攻撃が俺に迫る。

			　対する俺は、完全に体勢を崩しており、まともに攻撃を受けられる状態ではない。

			　なので、苦渋の選択として、あえて自分の体を仰向けに倒した。

			　ここは仕切り直しだ。

			　一度ダウンしてしまえば、審判がストップをかけてくる。

			　俺は、敵からの攻撃を避けながらも、仕切り直しを狙って倒れようとした。

			「…………っ」

			　だが、ここで俺の身に悪寒が走る。

			　敵の攻撃はここで止まらない、と俺は直感で認識した。

			　目の前にいる男は、剣を空振らせた後、ポケットから小瓶を取り出す。

			　男は、その小瓶を俺めがけて投げつけようと、腕を――。

			　

			　――――。

			　

			「はぁっ……はぁっ……はぁっ……！」

			　俺は異能を使い、瞬時にダークネスカイザーの足を取って、転ばせた。

			　そうしないといけないという衝動に駆られて、つい異能が発動してしまった。

			　腕に巻かれていたアビリティジャマーが破損し、地面に落ちる。

			　これによって、俺のルール違反は明確なものとなった。

			「…………」

			　しかし、俺はそれ以上に、この男が手に持っている小瓶の正体が気にかかった。

			　沈(ちん)黙(もく)の状態異常が解けているのを確認した俺は、審判に言った。

			「審判……この小瓶は、この大会で使用が認められているアイテムか？」

			「え？　…………な、なんだこれは」

			　俺たちに近づいてきた審判は、ダークネスカイザーの傍(そば)に転がっている小瓶を手に取ると、驚いたというような表情を作り出した。

			「あーらら、負けちった。この続きはまた今後しようぜ、《ビルドエラー》」

			　すると、ダークネスカイザーは、闘技フィールドの外へと走り出した。

			「！　き、君！　待ちなさい！」

			　審判が慌てながらも声をかけようとしている。

			　だが、ダークネスカイザーは審判の言葉を無視し、そのまま会場の外へと駆けていった。

			　……なんだったんだ、あいつは。

			　そう思いながらも、俺は審判のほうを向いた。

			「で、その小瓶の中身は、いったい？」

			「……エリクサーだ。我々調査員でも滅多にお目にかかれない回復剤なのに……どうして高校生が……？」

			「…………」

			　エリクサー。それは、回復剤の最高峰に位置する超高級アイテムだ。

			　そんなものを、あいつはあの場で俺にぶち当てようとしてきた。

			　死霊装備を着こんだ、回復が弱点である俺に向かって。

			　

			　こうして俺は、２回戦を突破した。

			　異能を使ってしまったために、反則負けになると思っていたものの、相手のほうが先に反則を行ったということで、判定により俺が勝ち進むこととなった。

			　まあ、相手は会場から逃げちゃったわけで、そうなると、俺の勝ちにするしかないか。

			　ちなみに、俺が異能を使ったとは、観客に思われていないようだ。

			　俺のステ振りは、初期にＶＩＴへ全振りしたということ以外不明であるため、今はＡＧＩに大きく振ったのでは、という誤解を生んでくれたようだ。

			　そういう勘違いをしてくれるなら、俺のほうも楽なので、訂正はしない。

			　……そして、会場から逃げたはずのダークネスカイザーはといえば……会場のとある小部屋で拘束されているところを、職員が発見した。

			　なんでも、『１回戦に出ようとしていたら、突然何者かに襲われた』というのだ。

			　ということは、さっき俺と戦った奴は、ダークネスカイザーではなかったということか。

			　２回戦第１試合をなんとか突破することができたものの、いくつかの謎がそこに残り、俺は歯切れの悪いものを感じた。

		

	
		
			31　２回戦結果発表

			　

			　ダークネスカイザーとの決闘を終えた俺は、早川先生のもとを訪れていた。

			「こちらの管理が行き届かず、すまなかった」

			　俺がさっきまで戦っていた選手は、どうやら本戦から別人に入れ替わっていたらしい。

			　早川先生はそのことで俺に頭を下げた。

			　俺はその件に関して、早川先生たちを責めるつもりなんてない。

			「いえ、それは別にいいですよ」

			　事情聴取を受けている本物のダークネスカイザーからしたら、たまったものではなかっただろうけど、俺にとっては、そこまで問題視するようなことでもないからな。

			　俺は無事、３回戦に進めたわけだし。

			　対戦相手は偽者であったものの、ここで再び試合をして観客を混乱させないよう、結局、俺が勝ち進むことになった。

			「それで、その入れ替わっていた偽者は捕まったんですか？」

			「いや、今はまだ捜索中だ。ここは現在お祭りのような賑わいを見せているからな。素性のしれない人間をそのなかから探し出すのは、困難を極める」

			「そうですか」

			　まあ、顔も名前もわからない相手を、人ごみのなかからどう捜せっていう話だよな。

			　見つけるのは、ほぼ不可能だろう。

			　しかし、あいつはどういう理由で、ダークネスカイザーに成り代わっていたんだろうか。

			　試合開始前に少し話した限りでは、俺と戦いたそうにしてたから、そのためだけにこんなことをしでかしたのか？

			　いや、でもそれはおかしいだろう。

			　あいつはダークネスカイザーの偽者だったわけだが、実力は間違いなく本物だった。

			　正規の手段でこの決闘大会に出場すれば、いずれ俺と戦うことだってできたはず。

			　だが、あいつはそれをしなかった。

			　素性を知られたくないから？

			　もしかして、あいつは中高生ではないとかか？

			　あるいは、俺たちとは別口の――。

			「それはそうと、一之瀬君。君は先ほどの決闘で、アビリティジャマーを壊したな？」

			「う……」

			　俺が思考をめぐらせていると、早川先生が痛いところをついてきた。

			　そういえば、壊しちゃったんだった。あれって弁償とかさせられるのかな……。

			「事情を鑑みるに、あれは仕方がなかったのだろうと、私も理解している。だから、そう畏(かしこ)まらなくてもいい」

			「……そうですか」

			　早川先生は、アビリティジャマーを壊したことを怒っているわけではないようだった。

			　一応、あれは借り物だから、もしかしたら怒られるのかもしれないと思ってたんだけど。

			「……しかし、あれはちょっとやそっとで壊れるような代物ではないのだがな。君は、いったいどれだけの力を込めたんだ？」

			「それは……わかりませんね。あのときは、俺も必死でしたから」

			　アビリティジャマーが壊れるほど異能の力を引き出した、というわけなのだろうけど、俺自身はどれだけの力を出したのか、自覚がなかったりする。

			　俺の異能は、ほぼオートで発動してしまう危機察知型の面も強くあるから、しょうがない。

			「とりあえず、予備のアビリティジャマーを君に渡しておく。もう壊さないよう、気をつけるように」

			「はい」

			　早川先生の注意にコクリと頷くと、俺はその場を去った。

			　要は、俺が危ないと思わなければいい話なのだろう。

			　それが残り２回の決闘で可能かどうかは、まあ、やってみないとわからない。

			　ベスト４に残った奴らは、どいつも危なげなく勝てる相手ではないからな。

			　まあ、あまり気にしすぎてもしょうがないか。

			　今の俺にできるのは、油断せずに戦うことだけだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　決闘大会本戦第２回戦

			　

			　第１試合　○シンVS●ダークネスカイザー

			　第２試合　●フローズVS○ミナ

			　第３試合　●ああああVS○フィル

			　第４試合　○ねこにゃんVS●マイ

			　

			　決闘大会２回戦は、第１試合以外、特に目立った問題もなく終了した。

			　３回戦に進むことが決定したのは、俺、ミナ、フィル、ねこにゃんの４人となった。

			　ミナと氷室は、良い勝負だった。

			　異能制限をかけられたミナは、若(じやつ)干(かん)動きが悪いように見えたものの、それでも氷室と互角の戦いをしていた。

			　氷室は別に弱いわけではなかったのだが、今回はミナに軍配が上がった。

			　正直、どちらが勝っていても、おかしくなかったな。

			　そして、フィルはああああに対して圧勝した。

			　フィルは３歳年上のああああから一切ダメージを受けないという、完封勝利だった。

			　元々、回避重視の戦闘スタイルであるわけだから、こうなることも可能性として十分あったわけだが、この結果に、観客は大きな歓声を上げた。

			　もしかしたら、中高生で『六強』とか呼ばれているなかに、フィルも入るかもしれないな。

			　また、マイはねこにゃんと対決して、負けてしまった。

			　ねこにゃんは、可愛(かわい)らしいキャラネームをしているわりに強いな。

			　マイのプレイヤースキルも一流と言って良いはずなのに。

			「あーっ！　くやしいいいっ！　なんであそこでスキル振っちゃったんだろう、私いいっ！」

			「ドンマイ」

			「僕の見た感じでは、あれは向こうが一枚上手だったね。あの人、ホント強いよ」

			　ねこにゃんに負けて悔しがっているマイに、俺たちは慰(なぐさ)めの言葉をかける。

			　実際のところ、マイの戦いは、ねこにゃんの読み勝ちなところがあった。

			　マイが隙を見計らって大技のスキルを発動し、ねこにゃんはそれを読んでのカウンターを決める、という決着だった。

			　ねこにゃんは、あえて隙を見せたのだろう。でないと、あれだけ綺(き)麗(れい)なカウンターは無理だ。

			　まあ、次戦ったら、マイもより警(けい)戒(かい)心を強めるだろうから、今回と同じ結果にはならないだろうけどな。

			「よしっ！　大会が終わったら特訓だっ！　今日は寝るまでＰｖＰの練習だよっ！　ユミ！」

			「えっ、僕もそれに付き合うの？」

			「当たり前でしょっ！　ユミは予選落ちなんだから、もっと強くならないとっ！」

			「僕は援護役なんだから、負けても別にいいんだけどなぁ……」

			　マイは、負けた悔しさをバネにして、今よりもっと強くなるだろう。

			　彼女に付き合わされるユミは、ご愁傷様だ。

			「それで……だ。ついに俺たちが戦うことになったようだな、ミナ」

			「どうやら、そのようね」

			　マイとユミから視線を移動させ、俺はミナのほうを向く。

			　彼女は澄ました顔で俺を見ている。その表情からは、静かな闘争心のみが伝わってきた。

			「あなたは優勝するつもりみたいだけど、私も優勝するつもりで戦ってるから、３試合目は覚悟しなさい」

			「ああ、楽しみにしてる」

			　ここで自信なさそうなことを言ったら、ミナに失望しているところだった。

			　３試合目は、なかなか楽しめそうだな。

			「俺に戦いを挑むからには、全力でこい。真っ向からぶっ倒してやるから」

			「ぶっ倒すって……まあいいんだけど。でも、それって女の子相手に言っていい台詞(せりふ)じゃないわよ？」

			「わ、わかってるっつの。ただし決闘をするときに限る、って話だ」

			「わかってるならいいわ」

			　失礼な奴だな。戦闘になったら容(よう)赦(しや)なんてしないが、普段の俺は、女の子に暴力を振るうようなＤＶ男じゃないぞ。

			　１回戦におけるカンナとの戦い方で、ミナはこんな疑念を持ってしまったのか。

			　だったら、ちゃんとこの場で宣言しないといけないだろう。

			「俺は、戦闘以外で女の子に手を上げることはしないからな」

			「あ、でも私、シンくんにだったら殴られても結構平気かも」

			「おい……サクヤ……そういうことは今言わなくていいから……」

			　サクヤから横やりが入った。

			　せっかく俺が非暴力宣言をしているというのに、殴られても平気かもとか言うなよ。

			　前々から思っていたことだけど、サクヤがアブノーマルな性癖に目覚めないよう、気をつけないといけないかもしれないな。

			　ある日突然、『私を殴って！　シンくん！』とか言うようになったら、さすがの俺も引く。

			　ＳかＭかで言うなら、俺はＳ寄りだと思うけど、女を殴って喜ぶようなどＳではない。

			「なんだったら、私がシンくんを殴る側でも構わないよ？」

			「いやいやいやいや……俺がどＭってわけでもないからな……」

			　……サクヤの発言は、いつものことながら酷(ひど)いな。

			　俺でなかったら、ドン引きされているところだ。

			「あなたたちは、またそんなアホなこと言って……」

			「そんなストレートにアホ言うなよ、ミナ」

			　俺たちの様子を見て、ミナが呆れたというような声を漏(も)らしていた。

			　今のやり取りは、ミナたちにとって頭の痛い内容だっただろう。

			「……とにかくだ。戦うときは正々堂々、全力でこい、ミナ」

			「ええ、そうさせてもらうわ」

			　そうして、俺たちは不敵な笑みを交わし合った。

			　ミナとの決闘か。あいつと戦う機会がくるなんて、夢にも思わなかった。

			　けど、やるからには成長のほどを全力で確かめさせてもらおう。

			「２人とも頑張ってね！」

			　サクヤは俺たち２人を応援するつもりのようだ。

			「素直にシンのほうを応援しときなさい、サクヤ。じゃないと、あなたの応援で私が勝っちゃうかもしれないわよ？」

			　だが、それはミナが止めた。

			　言うようになったじゃないか。

			　ついこの前まで、こういった戦いに関しては素人同然だったはずなのに、今ではこんな挑発すら様になるだけの実力を持ち合わせるまでに成長している。

			　案外、ミナには戦闘の才能があったんだろうな。

			　そんな才能があっても、ミナは嬉しくないと思うかもしれないけど。

			「よし、いくか」

			　そんなことを思いつつ、俺はミナと一緒に闘技フィールドのほうへと歩きだした。

		

	
		
			32　準決勝

			　

			「第３試合１回戦！　シンVSミナ、決闘開始！」

			　審判の声が闘技フィールドに響き渡った瞬間、ミナは俺のほうに向かって走り出した。

			　それを見た俺も盾(たて)を構えて、彼女の攻撃に備える。

			　今回の俺の装備は、神器『クロス』と死霊の大盾だ。

			　小盾のほうが、細かい動きに対応できる。でも、ミナの大剣を受けるのなら、大盾のほうが安定するだろう。

			　ちなみに、現在のミナは、アビリティジャマーを身に付けていない。

			　これは、早川先生や審判が、俺相手にハンデは必要ないと判断したからだろう。

			　ミナは１回戦同様、正(しよう)真(しん)正(しよう)銘(めい)の全力で戦ってくる。

			　大剣二刀流の《流星》、ミナ。お手並み拝見といこうか。

			「はぁ！」

			　ミナが俺に近づき、右手に持った大剣を振り下ろしてきた。

			　これは、盾(たて)を使うまでもない。

			　俺はそう判断し、体を左に移動させる。

			「ふっ！」

			「！」

			　するとミナは、振り下ろした大剣の軌道を無理やり変化させ、横切りを放ってきた。

			　普通、大剣でこれほど急激な軌道変化は行えない。

			　高重量の物質を慣性に逆らって動かすには、それ相応の力が必要になる。

			　なのにミナは、細腕でそれをこなして見せた。

			　それは、通常であるなら不可解な事象だ。

			　ＳＴＲの補正によるところもあるだろうが、これは……ミナの異能『重力制御』が関わっているのかもしれない。

			「ぐっ！」

			　しかもミナは、攻撃をヒットさせる瞬間には重力を強くしているようで、大剣を防いだ大盾を持つ俺の腕に、大きな衝撃が加わった。

			　ミナの攻撃は、かなり重い。とてもレベル40そこそことは思えない破壊力を秘めている。

			　必要に迫られてのことではあるだろうけど、これがあったからこそ、ミナは効率的な狩りが行えていたのだろう。

			「やぁっ！」

			　そして、ミナは俺に怒(ど)涛(とう)の連撃を繰り出してきた。

			　一つ一つの攻撃が、軽やかかつ重い。

			　軽くする作業と重くする作業を、ここまで素早く切り替えられるとは思わなかった。

			　俺と違って、ミナは自分の異能を相当使いこなしている。

			　これなら、中高生のなかでも上位の実力を持っている、と断言できるな。

			　……でも、俺はさらにその上を行く。

			「くっ！」

			　俺は、ミナの連続攻撃が収まったところを見計らって、『クロス』を彼女の腕に軽く当てた。

			　その程度の攻撃ではダメージを与えることなんてできやしないが、武器に宿るスキルがミナを蝕(むしば)むのには十分だ。
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			「……へえ」

			　ミナは俺の攻撃がヒットした瞬間、空へと飛び上がった。

			　俺との距離を取るためだろう。

			　おそらくは、ダークネスカイザー（偽）と同様、自分の体に異常がないかを確かめようとしての行動だ。俺の戦いを、ちゃんと見ていたってわけだな。

			「……あなたの新武装に関して特に聞くことはしなかったけど、もしかして、それってとんでもないチート能力が備わってたりするの？」

			　空に浮いているミナが、俺に問いかけてきた。

			　彼女の口からチートという、いかにもな言葉を聞くようになるとはな。

			　だいぶ俺たちに毒されてきたじゃないか。

			　って、それはどうでもいいか。

			「まあな。多分、ミナが想像している通りのチート性能を持ってるぞ」

			「ふぅん」

			　俺の答えを聞いたミナは、眉(み)間(けん)にシワを寄せつつ、ゆっくりと地面に降り立った。

			「つまり、そう何度もあなたから攻撃を貰うわけにはいかないってことね」

			　今ので、俺の持つ武器がどのような性能を秘めているのか、大体読めたようだな。

			　元々、積極的に隠す気なんてなかったから、それはいいんだけど、ここできちんと状況を整理する能力も備わっているとなると、ミナの評価をさらに一段階上げざるを得ない。

			　俺はミナが強敵であると認識し、口元を緩ませた。

			「本当に強くなったな。腕っぷしにしろ、判断能力にしろ、お前はもう一人前だ」

			「私だって、いつまでも初心者じゃないのよ。人は日々成長していくものなんだから」

			「そうだな」

			　成長という意味では、ミナに限らず、俺にも当てはまる。

			　俺のプレイヤースキルだって、日々磨かれているんだ。

			「今なら、あなたとも十分戦える。うかうかしてると、あなたでも負けちゃうわよ」

			「いや、それはどうかな」

			　ミナと実力の差は縮まったかもしれないが、それでも俺は、まだ彼女の先を行っている。

			「こいよ、ミナ。上には上がいるってことをわからせてやる」

			「……言うじゃない。それじゃあ、お言葉に甘えてッ！」

			　俺の挑発に乗ってきたミナは、２本の大剣で、再び攻撃をしかけてきた。

			　剣で真空波を起こす遠距離スキル『エアリアルスラッシュ』でけん制を行い、それを俺が大盾で弾こうとしたところを狙って、ミナは詰め寄ってくる。

			　今回は、さっきまでとは違って、大盾の位置が悪い。

			　大盾は、広範囲を防御できる反面、重量が大きいせいで振り回しにくい。

			『エアリアルスラッシュ』は、俺の大盾を誘導するための囮だった、というわけか。

			　とはいえ、それもリカバリーできないレベルではない。

			　俺は、ミナの攻撃をこのまま馬鹿正直に受けないよう、その場から数歩後ろに下がる。

			　それによって得た一瞬の時間的余裕で、けん制の防御に使っていた大盾を構える。

			　剣そのものによる初撃は、俺が下がったことによって空振りとなり、二撃目以降は、大盾によって完全に防ぐことができた。

			　ミナからしたら、歯がゆい結果となったな。

			「どうした、ミナ。お前はこの程度か？　俺はまだ、一発も攻撃を貰ってないぞ？」

			　俺はミナに『クロス』を叩き込みながら、さらに挑発をした。

			「…………ッ！」

			　ミナは睨(にら)むような視線をこちらに向け、より鋭くて重い攻撃を繰り出してきた。

			　けれど俺は、彼女の攻撃をすべて弾き、あるいは避けて、確実に『クロス』を当てて、状況を優位に持っていく。

			　まだまだ青いな。こんな軽い挑発にさえ乗ってしまうんだから。

			　煽り耐性もまた、プレイヤースキルの１つと言えるのに、ミナにはそれがないようだ。

			　もっと精進しろよ。お前は、今よりさらに強くなるはずだからな。

			「詰みだ、ミナ」

			「う……」

			　十発ほど攻撃を加えられたミナの動きは、目に見えて悪くなった。

			　これではもはや、俺に一矢報いることさえ敵わないだろう。

			「まだ……まだ終わってなんていないわよ！」

			「！」

			　だが、そんな予想は誤りだった。

			　ミナはその場で大きく跳躍し、俺に向かって落ちてきた。

			　技の名前は流星斬。かつて、ミナが練習しているところを見たことがある。

			『重力制御』で身を軽くすることにより高度を得て、落ちる際は身を重くすることで破壊力を上げる、というオリジナルスキル。

			　しかし、これは動作が大きく、簡単に避けてしまえる弱点を持っている。

			　ゆえに、この技を使うには、対象が足を止めているか鈍足でなければならない。

			　ここで俺相手に使うとは、博打(ばくち)にでも走ったか？

			「……!?」

			　と思った瞬間、体がとてつもない重さを感じ始めた。

			　それによって、俺は地面に膝をつき、動きが封じられてしまう。

			　……もしかして、ミナは自分だけでなく空間にまで『重力制御』を適用させる技術を編み出していたのか？

			　だとしたら、非常に厄(やつ)介(かい)だ。

			　ミナは『重力制御』を敵の足止めにも使用し、流星斬を確実に当てる工夫を凝らしてきた。

			　足止めも可能であるなら、流星斬は、もはやミナのみが扱(あつか)える最強剣技と言っていい。

			「やあッ!!」

			　数倍、数十倍という重力が乗った２本の大剣が、上空から迫りくる。

			「ぐぅッ！！！」

			　片手では持ち上げられないほどに、今の大盾は重い。

			　なので、俺は『クロス』から手を離し、両手でなんとか大盾を動かすことによって、頭上から迫るミナの大剣を防いだ。

			　その際、激しい衝撃が盾(たて)越しに伝わってきたが、それでも俺は守りに成功した。

			「まだまだぁッ!!」

			　俺に攻撃を与えられなかったミナは、悔しがるそぶりも見せず、再び飛び上がった。

			　また、今の攻撃をするつもりか。というか、よく考えてみると、これでは俺がミナに攻撃するタイミングがほとんどないじゃないか。

			　流星斬は攻防一体の技だった、というわけか。

			「……だが、甘いぞ」

			　けれど、この技には弱点と言えるものが、まだ存在する。

			　それを今教えてやるよ、ミナ。

			　俺は大盾をわきに置き、両手で『クロス』を持って、ミナが落ちてくるのを待った。

			「!?」

			　そんな俺の挙動に驚いたのか、ミナは目を見開いていた。

			　だが、ここでミナが流星斬を止めるわけもなく、俺に向かって勢いよく落下を始める。

			「フッ!!」

			　そして俺は、強力な重力に逆らいつつ、ミナの腹に向けて『クロス』の突きを放った。

			「がっ!?」

			『斬る』という動作を行うミナより早く、俺の『突き』は彼女の懐(ふところ)に入っていった。

			　確かに、流星斬は強力だ。でも、こうしてカウンターを取ることも、容(よう)易(い)な技だ。

			　一直線にしか落ちてこられないミナは、俺の攻撃を避けることができない。

			　かつての校舎前で、ミナが軌道を変えられず、俺に向かって飛び込んできたときと同様に。

			「そこまで！」

			　審判の声が闘技場に響いた。

			　俺は立った状態で、ミナは倒れた状態で、試合の結果を聞き届ける。

			「ミナ選手ＨＰ半減！　よって勝者、シン選手！」

			　ミナは、俺から受けたカウンターによってＨＰバーを合計で半分切り、仰向けに倒れた。

			　結果はこうなったが、今の突きが間に合わなければ、俺のほうが倒れていたかもしれない。

			　ミナは本当に強くなった。

			　そう思いながら、俺は口元を緩め、彼女に手を差し出す。

			「……ちゃんと決勝も勝ちなさいよ」

			「ああ、もちろんだ」

			　俺はミナの手を握って体を起こしながら、次の戦いへの勝利を誓った。

			　こうして俺は、ミナと行った準決勝を勝ち上がり、決勝へと駒を進めたのだった。

		

	
		
			33　決勝戦への意気込み

			　

			　決闘大会本戦第３回戦

			　第１試合　○シンVS●ミナ

			　第２試合　○フィルVS●ねこにゃん

			　

			　ついに、ここまできた。

			　俺は決闘大会の決勝戦までたどり着き、そこでの対戦相手はフィルに決まった。

			　この結果を、俺は最初から予想していた。

			　しかし、周りの連中からすれば、かなり意外であったらしい。

			　みんな口々に『ねこにゃんさんが負けた……？』、『あの技巧派で有名なねこにゃんさんが……？』、『ねこにゃんさんを倒すなんて……相手の中学生は化け物か……』と言って、フィルの実力を認めていた。

			　というか、ねこにゃんの知名度が半端ない。

			　みんな、ねこにゃんが勝つと思ってたみたいだし。

			　あの男は、いったい何者なんだ？

			　……まあ、それはどうでもいいな。

			　今は、フィルと決勝で戦うことになる。それだけがわかっていればいい。

			　でも、なあ……。

			「うーん……」

			　俺は闘技フィールドへと続く通路を１人で歩いていた。

			　次は本日最後の試合となるため、サクヤは観客席に座らしている。

			　通路側からでも試合は見えるけど、観客席からのほうが見やすいからな。

			　決勝戦くらいは、そこからじっくり観戦してもらおう。

			　……というのは建前で、本当は俺が悩んでいるのを彼女に見せるのが嫌だったから、そうしてもらったんだけどな。

			「フィル……」

			　俺は歩きながら、フィルのことを考えていた。

			　ここまではあまり考えないようにしてたけど、決勝の相手が予想通り彼女になったことで、どんなふうに接すればいいのかと悩むことになった。

			　学校の食堂で声をかけて以来、彼女はずっと俺を避けている。

			　こんなことは、今まで一度もなかったのに……。

			　いったいどうしちゃったんだ、フィルの奴は。

			　彼女は今、なにを考えているんだろうか。

			「あー……ふぃーるー……」

			　天井を見上げながら、またもフィルの名を呟(つぶや)いた。

			「シンさん」

			「！」

			　そんなことをしていたら、突然背後から俺を呼ぶ声が聞こえてきた。

			　俺は咄嗟に振り返る。

			　そこには……フィルが立っていた。

			　……さっきの呟(つぶや)き、聞こえてなかったよね？

			「よ、よう、フィル。お前も決勝まで残ったんだな」

			　ひとまず俺は、フィルに挨拶をしてみた。

			「……ん」

			　すると、今回は今までのように逃げることもなく、小さくではあるものの、頷き返してくれた。

			　その反応に、俺はホッと息をついた。

			　さっきまで俺から逃げていたフィルのほうから話しかけてくるなんて、予想外だった。

			　しかも、今のフィルからは、どことなく強い意志のようなものが窺(うかが)える。

			　なにかを決心したような顔つきだ。

			　彼女のほうから接触してきたことといい、なにか心境の変化でもあったのだろうか。

			「シンさんに、訊ねたいことがあり……ます」

			「……ん？　なんだ？」

			　どうやら、俺に訊きたいことがあったらしい。

			　今の俺なら、なんだって答えてしまいそうだ。

			　それでフィルがいつも通り俺と話してくれるというのなら、どんな情報も安いもんだろ。

			「シンさんとサクヤさんは……付き合ってるん……ですよね……？」

			「へ？」

			　と思っていたものの、訊かれた質問は、俺にとって予想外なものだった。

			「あ、や、やっぱり言わなくていいです！　お、オレ……ちゃんとわかってるから！」

			　フィルは、そこで首を振って、ただ『わかってる』と強調した。

			　……いや、多分全然わかってないだろ。

			　なんで、俺とサクヤが付き合ってるかだなんて訊いてくるんだ。

			「え、えっと、フィル？」

			「この前、シンさんとサクヤさんがデートしてるの……ずっと見てたから……」

			「…………あ」

			　なるほど……。

			　フィルは、俺たちが仲良くデートしているのを見て、勘違いしていたのか。

			　でも、２人で遊ぶことくらいなら、フィルとだってしたことがある。

			　それだけで、俺たちが付き合っているだなんて勘違いをするものだろうか？

			「シンさんとサクヤさんが……き、キスしてるとこも……み、見ました……」

			「おぉ……」

			　ああ……それかー……。

			　それがあったから、フィルは俺たちが付き合い始めたと思い込んじゃったんだな。

			　というか、やっぱりあのとき見間違いかと思った女の子は、フィルだったのか。

			　変なとこを目撃されちゃったな……。

			　いや、フィルの言い分を聞く限りでは、俺たちのデート風景は全部見られてたんだろう。

			「フィル……あのな――」

			　ひとまず、俺は誤解を解こうとして口を開いた。

			「で、でも！　オレはシンさんのこと、諦めきれない……です！」

			　……が、それはフィルの大声でかき消された。

			　あ、あの、ちょっと待ってください、フィルさん。

			　俺の話をまず聞いてください。

			「だから……オレが決闘大会でシンさんに勝ったら……オレと付き合ってください！」

			「え……？」

			　フィルは赤い顔でそう言い、途端に泣きそうな顔へと表情を変えた。

			「すみません……迷惑ですよね……オレなんて所詮、シンさんたちのお邪魔虫……です……」

			「い、いや、だから――」

			「でも、オレはイヤ……です！　シンさんが離れていっちゃうのは……イヤなんです！」

			　フィルは俺の話に耳を貸さず、どんどん話を進めていく。

			　俺はその気迫に圧倒され、なかなか誤解を解けずにいた。

			「もしオレが決闘で勝ったら……シンさんはオレに執着するはずです……シンさんは負けず嫌いですから」

			　どうやら、フィルは俺に勝つことで、自分を意識させようとしているようだ。

			　確かに、俺を負かす奴がいたら、俺はそいつのことをライバル認定して、しつこく接触を試みるだろう。

			　それが恋愛に繋がるかというと微妙だが、俺から関心を持たれることにはなる。

			　フィルはそれを狙っているのか。

			　だけど、別にそうことはしなくてもいいわけで。

			　俺とサクヤは、別に付き合ってなんていないわけで……。

			　どう言って誤解を解いたものか……。

			「今のオレは、そんなことでしかシンさんの気を引けません……だからオレは……シンさんに勝ちます……絶対……絶対……勝ちますから！」

			「あ、ちょ、フィル――」

			　フィルは最後まで俺の話を聞かず、闘技フィールドのほうへ走り去っていった。

			「えー……」

			　……これ、どうすりゃいいの？

			　俺は通路で１人、呆然と佇んでいた。

			「……誤解を解くのは、戦ってからにするか……」

			　今のフィルは、かなりの暴走状態にある。

			　そんな彼女に話を聞かせるには、とにかく、場を設けてゆっくり話し合うほかない。

			　だとしたら、それは決闘大会後に持ち越しとなる。

			　もうすぐ決勝が始まるこのタイミングで、ゆっくり話し合うなんてできないからな。

			　俺は両手で頬(ほほ)を叩いて、気合を入れなおす。

			「……ふぅ……うっし」

			　そして、俺はフィルが走っていった闘技フィールドのほうへと――。

			「おお、シン殿。ここにいたか」

			「…………」

			　と思ったら、今度はクレールと出くわした。

			　クレールは、俺から見て十字となっている通路の右側から、ひょっこりと現れた。

			　そんな彼女の隣には火焔もいる。ここまでは２人で来たみたいだな。

			「……ん？　なんだその顔は。なにかあったか？」

			「いや、別になにもないぞ」

			「？　両の頬(ほほ)を叩いたような跡があるが？」

			「……気合を入れてただけだ」

			　ちょっと強く叩きすぎたか。

			　俺は頬(ほほ)を手でそっと隠した。

			「そんなことより、お前はここでなにをしてるんだ」

			「シン殿の活躍を見にきたに決まっているであろう！　火焔と一緒にな！」

			「こんな催しがあるのであれば、余が見ぬわけにはいかぬわ」

			　２人は観戦目的でここに来たわけか。

			　でも、それだったら、１つ謎が残るな。

			「なら、どうしてこんなところにいるんだ？　ここは出場選手用の通路だぞ？」

			「道に迷ったからに決まっているであろう！」

			「ちょうどいい。そなた、余らを観客席に案内せよ」

			「…………」

			　なに迷子になってんの、この子たちは。

			　一応数百年生きてるんだから、もっとしっかりしてくれよ。

			「はぁ……観客席は、こっちの通路をまっすぐ行ったところの階段を上ればあるから、そこでサクヤたちを見つけるなり、適当な席に座るなりしてくれ」

			　とりあえず俺は、クレールたちに観客席への行き方を伝えた。

			「うむ、観客席の場所はわかった。つまり、あっちに行けばいいのだな！」

			　俺の説明を受けたクレールは、大きく頷いて一つの方向を指さした。

			　本当にわかってくれたのだろうか。

			　ちょっと心配になる返答だったぞ。

			　……って、んなことしてる場合じゃなかった。

			　そろそろ行かないとだな。

			　決勝が始まるまでもう少し余裕があるけど、それもあと数分って程度だし。

			「わかったなら、俺はもう行くぞ。またな」

			　俺はクレールにそう言って、闘技フィールドのほうに歩き出そうとした。

			「待て、シン殿」

			　だが、そこでクレールに引き留められた。

			「なんだ、まだなにか聞きたいことでもあるのか？」

			「いや、どうもシン殿の様子がおかしいと思ってな。なにかあるなら、我が聞いてやらんこともないぞ？」

			　クレールにしては、よく気がつくもんだな。

			　って思っちゃうと、こいつに失礼か。

			「……時間がないから、かいつまんで話すぞ」

			　このままの状態で決勝に臨むのもどうかと思ったので、俺はクレールに、さっきあったフィルとの出来事を説明した。

			「ほう、つまりは色恋沙汰で悩んでいると？」

			　クレールと一緒に俺の話を聞いていた火焔が、ニヤリと笑った。

			「要約すると、そういうことになるな……」

			　実際は、ただのフィルの勘違いなわけだけど。

			　フィルの様子からして、早いとこ誤解を解く必要があるだろう。

			「もしも、好いている女(おな)子(ご)が１人に絞れんと言うのであれば、全員そなたの妻にする、という手もあるぞ？」

			　そう思っていたら、火焔がいきなりとんでもないことを言いだした。

			「いやいや……そういうことで悩んでいるわけじゃないから……それに、全員をだなんて、そんなことは俺にはできないな」

			「貴様の頭はイデア教徒並に固いな。シン殿がサクヤとフィル両方を取ったとしても、我もそのなかに入れてくれるなら気にしたりしないのだが」

			「いやいやいや……だから違うっつの」

			　話が思いっきり脱線しているぞ。

			　あと、ちゃっかり俺の腕に腕を絡めてくるな、クレール。

			「とにかく、あまり思い悩んでいると、あの女(おな)子(ご)にあっさり負けるかもしれんぞ」

			「うむ、いつものシン殿らしく、戦いの前はちゃんと集中するがいい」

			「まあ……それはそうだな」

			　思い悩むあまり、決勝で十分な力が発揮できなかったら、それこそ対戦相手のフィルに失礼ってもんだ。

			　彼女とのことで悩むのは、決勝が終わってからでも遅くはないんだ。

			　今は戦うことだけに意識を向けよう。

			「ありがとうな、クレール、火焔。ちょっとスッキリした」

			「礼はいらぬ。その代わり、余を楽しませるような戦いっぷりを見せてもらおう」

			「またなにか悩み事ができたら、なんでも我に言うのだぞ！」

			　火焔とクレールはドヤ顔でニヤリと笑った。

			　なんていうか、こいつらには悩み事なんてなにもなさそうだな。

			　そう思わせるくらいに清々しいドヤ顔だ。

			「ところでシン殿、そろそろ試合が始まるのではないか？　確か予定では、あと１分ほどで決勝戦が始まるはずだぞ」

			「っと、そうだった」

			　あと１分しかなかったのか。

			　クレールたちといつまでも話している場合じゃないな。

			　早く闘技フィールドに行かないと、棄権扱(あつか)いになってしまう。

			「それじゃあ、行ってくる！」

			　そうして俺は、慌てながら闘技フィールドへと走っていった。

		

	
		
			34　シンVSフィル

			　

			「……来ましたね……シンさん」

			「ああ。待たせたな」

			　闘技フィールドに来た俺は、フィルに出迎えられた。

			　フィルの表情は暗い。

			　正直、その顔を見ていると、今すぐにでも誤解を解きたいと思ってしまう。

			　でも、さすがにこの大衆の面前でそういった話をするわけにもいかない。

			　この戦いが終わったら、すぐ話そう。

			「フィル。そんな面構えじゃ、俺に勝つことなんてできないぞ」

			　ここはひとまず、全力で戦うことにだけ集中しよう。

			　色恋沙汰が原因で、集中力が乱れて負けてしまいました、というのでは、この場に集まった様々な人に失礼だし、俺が納得しない。

			　だから俺は全力で戦うし、フィルにも全力で戦ってもらいたい。

			　今の俺は、フィルを好敵手としてだけ見ることに専念する。

			「まあ、元々お前が本気を出したところで、俺には勝てないんだけどな」

			「……嘘(うそ)つかないで……ください。オレにも勝機はある……でしょう？」

			　俺の挑発に乗ってきたフィルは、キッとこちらを睨(にら)みつけて反論してきた。

			　フィルの言っていることは、確かに正しい。

			　彼女とは模擬戦を何度も行ってきたが、そこでの俺の勝率は９割といったところだった。

			　つまり、逆に言うと、１割ほどは彼女が勝っていたということになる。

			　そして、この戦いにおける俺のハンディキャップを考えれば、この決闘においてフィルが勝つ可能性は３割ほどになるだろう。

			　割と高い可能性だ。

			「シンさんこそ……うかうかしてると、オレに負け……ますよ？」

			「俺は戦闘において油断なんかしない。甘く見るなよ」

			　フィルの挑発返しを受けて、俺は不敵な笑みを浮かべる。

			　裏では変なことになってはいるが、こうして本気のフィルと戦えるというのは、俺も楽しみだったりする。

			「さあ審判、とっとと始めてくれ。こっちは早く戦いたくて、ウズウズしてるんだ」

			「わ、わかった」

			　俺は審判に、試合開始の催(さい)促(そく)を行った。

			「それでは、決闘大会決勝、シンVSフィル、決闘開始！」

			　審判は俺たちへと視線を配ったのち、決闘の始まりを告げた。

			「シッ！」

			　先手必勝か。

			　フィルは決闘開始と同時に俺へと近づき、両手に持った２本のクナイを向けてきた。

			「まだ遅いぞ、フィル」

			　俺は左手に持った小盾と右手に持った『クロス』で守りに入り、フィルの攻撃を冷静に捌(さば)いていく。

			　フィルの攻撃は、決して遅くない。

			　むしろ、今日はかなりキレが良いと言えるのではないだろうか。

			　だが俺は、そんなフィルの動きを遅いと断じる。

			「そんなんじゃ、俺に傷をつけることなんてできないぞ。もっと腰に力を入れろ。足を動かせ。まだ始まったばかりだからといって、力を温存しようだなんて思うな」

			「…………！」

			　これが、俺とフィルのいつも通りだ。

			　戦闘中に俺があーだこーだ言って、フィルはその情報を元にして、より動きを洗練させていくという、いつものやりとりだ。

			　それを、俺たちはこれまで、飽きるほどに繰り返した。

			　ゆえに、フィルの動きには、俺の思想が大きく反映されている。

			　俺の師匠はケンゴだが、フィルの師匠は俺なのだ。

			　俺はケンゴからあらゆる技を仕込まれ、俺はフィルにあらゆる技を仕込んだ。

			　そういう系譜になっている。

			　なので、俺はフィルがどのような攻撃をしてくるかが手に取るようにわかるし、フィルのほうも大体わかっていることだろう。

			　だとしたら、俺たちの戦いは、どれだけ相手の意表を突けるかにかかってくる。

			　さっき俺が言った内容もそうだ。慎重派のフィルが最初からフルスロットルで来たら、俺は対応に手間取って、一発二発は攻撃を貰っていたかもしれない。

			　でも、フィルはそれができなかった。

			　結果、序(じよ)盤(ばん)の流れとしては、フィルの攻撃をすべて防御できた俺のほうが優位となった。

			「……シッ！　…………シッ！」

			　フィルは、数々のフェイントを交えたスキルを放って、俺を翻弄しようとしている。

			　けれど、俺はフィルの誘いに乗らず、堅実な守りを貫(つらぬ)く。

			　これによって、彼女は徒労感を味わうことになるだろう。

			　そうすれば、俺以上に体力を消耗していき、一つ一つの動作が雑になっていくはずだ。

			　焦ることはない。俺はフィルがへばるのを、ゆっくり待てばいい。

			「はぁ……はぁ……くっ！」

			　決闘開始からそれなりに時間が経過した頃、フィルの動きがやっと怪しくなってきた。

			　フィルの攻撃は、最初の頃より単調となり、フェイントの数もかなり減った。

			　肩を上下させ、口で呼吸をするフィルの様子からも、彼女がバテ始めていることがわかる。

			　それを見た俺は、守りの姿勢を解き、フィルに向かって『クロス』を叩き込もうとした。

			「！」

			　だが、それはブラフだったようだ。

			　フィルは俺の攻撃を読んでいたかのように、紙一重で回避した。

			　そしてさらに、俺の伸ばした右腕にクナイを刺そうとしている。

			　俺は小盾でフィルを押して、それを阻む。

			「ふぅ……」

			　……今のは危なかった。

			　保険をかけていなかったら、危うく１ヒットになるところだったな。

			　多分、今の疲れた様子は演技だったんだろう。

			　じゃないと、あれだけ機敏な反応はできなかったはずだ。

			「やるな、フィル」

			「……ども」

			　俺から離れて息を整えているフィルの顔は、真剣そのものだ。

			　試合前の暗い表情はない。

			「はぁ…………はぁ…………」

			　さっきの流れは素晴らしかった。

			　しかし、フィルにとって、今ので波に乗れなかったのは、つらかったはずだ。

			　演技をしているときと比べると、バテているというふうには見えないが、それでも疲れがないはずがない。

			　フィルの運動量は、ここまででかなりのものとなっている。

			「……やぁッ！」

			　フィルは声を出して攻撃を放ってくるが、それにはキレがなかった。

			　さっきの攻撃を防がれたせいで、集中が乱れたか。

			　あるいは、これもまたブラフか。

			　俺は、これが誘いである可能性を警(けい)戒(かい)しつつ、フィルに反撃を行った。

			「うっ!?」

			　どうやら、前者だったようだ。

			　焦りの見えるフィルの攻撃は、小盾で簡単に弾けた。

			　また、ガードが甘くなったので、ついでに『クロス』を叩きつけることにも成功した。

			「くっ！」

			　フィルは苦(く)悶(もん)の声を上げつつも、俺が攻撃をした隙を狙って、クナイを投げてくる。

			　……これは、さすがに避けられない。

			　俺は、肉を切らせて骨を断ったフィルの攻撃を足に受けて、１ヒットを許してしまった。

			　だが……。

			「終わりだ、フィル」

			「!?」

			『クロス』が当たったフィルの動きは、若(じやつ)干(かん)鈍い。

			　俺は、そんなフィルに接近して、攻撃を続行した。

			　この武器の性能を甘く見たな。

			　当たれば容(よう)赦(しや)なく対象者の能力を縛(しば)りにかかる、この武器の鬼畜性能は折り紙つきだ。

			　カンナ戦とミナ戦では、これがあったからこそ勝てたと言っていいのだから。

			　けれど、フィルはそれを軽視した。

			　一度くらいなら当たっても問題ないと、そう高をくくっての行動に出た。

			　だったら、俺の勝ちだ。

			　俺は傍(そば)にいるフィルに向けて『クロス』を――。

			「なっ……」

			　フィルは、俺と同じく、攻撃を続行した。

			　それによって、俺の腕がフィルのクナイで軽く切られ、２ヒット目を許してしまった。

			　その間に、俺はフィルへ３発の攻撃を当て、彼女の動きをさらに制限する。

			「う……」

			　俺の優位は変わらない。だというのに、いまだ勝利が確定しない。

			　俺の体にも……異常が見え始めたからだ。

			「毒……か」

			　どうやら、先ほどのフィルの攻撃は、スキル『ベノムスラッシュ』だったようだ。

			　麻痺でも眠りでもなく毒を選んだのは、状態異常の発生する確率が一番高いからだろう。

			　でも、高位毒耐性を持つ俺を一発程度で毒にするとはな。もしかしたら、フィルに運が傾いているのかもしれない。

			　そう思った俺は、毒が全身に回って今より動きが鈍る前に勝負を決めるべく、動いた。

			「うおおおおおおおおおおおおおお！！！」

			　俺は、フィルに対して、容(よう)赦(しや)のない連撃を繰り出す。

			　いつもの俺は、基本的にカウンターを狙っていくのだが、ここではあえて、こちらから攻撃を加える。

			「ぐぅっ！」

			　俺は、フィルに『クロス』を５発当てた。

			　ここで俺が攻撃に重きを置くとは、思っていなかったんだろう。

			　フィルは豆鉄砲をくらった鳩のような表情をして、俺を見ていた。

			　――しかし、ここでやられてばかりというわけでもない。

			「ぐっ!?　やるな、フィル！」

			　俺が攻撃に転じたことによる隙を狙って、フィルがさらに２発の攻撃をヒットさせてきた。

			　これで、フィルから貰った攻撃は合計４発。あと６発で、俺の負けとなる。

			　けれど、それより先に、俺が勝つ。

			　俺はそう意気込んで、攻撃の手を緩めない。

			「うらああああああああ!!」

			　その後の俺は、タンクではなくアタッカーとして、ひたすらフィルと戦い続けた。

			　できることなら、フィルとの戦いがずっと続いてほしい。

			　そう思えるほど、この時間は俺にとって楽しいものだった。

			　フィル……お前、強くなったな。

			「それまで！　勝者、シン選手！」

			　楽しい時間は、無情にも過ぎ去っていく。

			　審判の声が轟き、観客席から歓声が響いてくる。

			　決勝戦は……俺の勝ちとなった。

			「はぁ……はぁ……」

			「う……うぅ……」

			　倒れたフィルを、俺は見下ろしていた。

			　フィルは両腕を顔の前で交差させ、嗚咽を上げている。
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			　負けたことを嘆いているのだろう。

			　……そういえば、フィルにとってのこの戦いは、俺との関係がどうなるかを賭(か)けたものだったんだよな。

			　結果的に俺が勝ったから、なにがどうなるということもなかったわけなんだが、もし俺が負けてたら、フィルが言ってた通り、彼女と付き合うことになっていたのだろうか。

			　それはそれで悪くない未来だと思うんだが、それよりもまず先に誤解を解かないと――。

			「ぅ……し、シン……さん……」

			　フィルが涙声で俺に声をかけてきた。

			　……や、ヤバい。これは……ガチ泣きしてるぞ。

			「負け……ちゃい……ました……」

			「あ、ああ……そうだな」

			　フィルは負けて、俺は勝った。

			　つい先ほど審判が告げた結果でも、俺の勝利がゆるぎないものであることを証明している。

			「ひぐ……でも……でも……！」

			　泣きながらも、フィルは俺になにかを伝えようとしている。

			　なので俺は、しどろもどろになりながらも、黙(だま)ってフィルの言葉を聞き続けた。

			「シンさんは……サクヤさんと遠くに行っちゃうかもだけど……オレは……シンさんのことを……忘れたり……しませんから……！」

			「…………」

			「シンさんが……他の人を……好きになっても……オレは……シンさんのことを……好きで……い続けますから……ぅ……」

			「…………」

			　……これ、どう収拾つければいいんだ？

			　俺、こんなこと言わせちゃったフィルに、サクヤとの関係は誤解だって言うの？

			　フィルの思いは、十分伝わった。人によっては重いと思われるかもしれないが、彼女が俺のことを好きでい続けると聞いて、俺は嬉しかった。

			　フィルは、なりふり構わない言葉を俺にぶつけてきた。

			　いろいろと駄目な俺を、好きだと言ってくれている。

			　俺は、それがとても嬉しく……とても悩ましかった。

			　……どうしよう……今更『サクヤとの関係は、フィルの勘違いだよ』とか言えない……。

			　俺はフィルのすすり泣く声を聴きながら、深く悩んだ。

			　しかし、このままではいけないと思い、俺はフィルに声をかけようと口を開く。

			「あー……そのー……フィル……実はな――」

			「フィルちゃん」

			　そこへサクヤがやってきた。

		

	
		
			35　三連発

			　

			　サクヤがフィルの名を呼んだ。

			「さ、サクヤ……」

			　闘技フィールドのなかにやってきたサクヤを見て、俺は驚いた。

			　さっきまで観客席にいたはずの彼女が、どうしてここに……？

			「う……さ、サクヤさん……」

			　フィルは、近くに来たサクヤの顔を見ながら、バツの悪そうな表情をしている。

			　そんな彼女の目の下には、涙を拭(ふ)いた跡がある。

			「ご……ごめん……なさい……オレ……どうしてもシンさんを諦めきれなくて……こんな……見苦しいことを……」

			「ううん、見苦しくなんてないよ。私も、なにがあってもシンくんを諦めたりしないしね」

			　サクヤはフィルに『うんうん』と頷いて、彼女の行動を肯定した。

			「やっぱり、フィルちゃんは手ごわいライバルだね。初めてパーティーを組んだときから、なんとなくわかってたことなんだけどさ」

			　ら、ライバルか。

			　それは、戦闘的な意味では……ないんだろうなぁ……。

			「でも、結局シンさんはサクヤさんを選んだわけで……オレはただのお邪魔虫なわけで……」

			「そんなことないよ」

			「え？」

			　サクヤは、いじけるフィルの言葉を否定して、俺のほうをチラッと見た。

			「……このまま勘違いさせておくのも１つの手だけど……やっぱり駄目だよね」

			「…………？」

			　今、サクヤはなにかをボソッと呟(つぶや)いた。

			　でも、俺には彼女がなにを言ったのか、声が小さすぎて、よく聞こえなかった。

			「フィルちゃん」

			「っ……は、はい……」

			　フィルはサクヤに呼ばれ、ピクッと肩を震わせた。

			「私とシンくん、別に付き合ってなんてないよ」

			「……………………え？」

			　サクヤが俺たちの関係をキッパリ否定した。

			　すると、フィルは表情から力が抜け、ポカンとした顔になった。

			　多分、サクヤがなにを言っているのか、完全には理解しきれていないんだろう。

			「フィルちゃんは勘違いしているみたいだけど、私とシンくんが付き合っているだなんてことはないんだよ」

			「え……？　で、でも……この前、シンさんとサクヤさんが仲良さそうにデートしてて……」

			「あれは、１日だけ私とデートしてっていう私のワガママに、シンくんが付き合ってくれてただけだよ」

			「で、でも、でも……いつの間にか、サクヤさん……シンさんの呼び方が『シンくん』になってるし……」

			「それは、シンくんが『いつまでも様付けはやめてほしい』って言ったから、呼び方を変えただけだよ」

			「そ、それでも…………サクヤさん、シンさんと、き、キス……しましたよね……」

			「ああ……うん、したね。でもそれ、シンくんの合意を得てやったわけじゃないんだ」

			「…………」

			　フィルの疑問に、サクヤは次々と答えていく。

			　そうするうちに、フィルの顔は……。

			「…………っ…………っ！」

			　……フィルの顔は、茹でダコのように真っ赤になっていった。

			　おそらく、自分が今まで勘違いしていたことを知って、恥ずかしがっているんだろう。

			「お、おーい……フィルー……？」

			「……っ……っ……っ！」

			　フィルは俺の声を無視し、顔を両手で隠しながら、闘技フィールドの上をゴロゴロと転がり出した。

			　いかん。

			　物(もの)凄(すご)く恥ずかしがっていらっしゃる。

			　こんなフィルは初めて見るな。

			　というか、いつまで俺たちは公衆の面前で赤裸々会話を続けるつもりだ。

			　観客も審判も、こっち見てるぞ。

			　……あ、ヤバい。

			　なんか……俺まで恥ずかしくなってきた……。

			　とんでもない羞恥プレイだ……。

			「ふぃ、フィル……と、とりあえず場所を変え――」

			「……し、シンさん！」

			「むぅっ……!?」

			　俺がフィルに近づくと……彼女は突然、俺の唇にキスをしてきた。

			　それを食らった俺は、あまりの衝撃で、頭のなかが真っ白になった。

			「……んっ…………サクヤさんやクレールさんがやったんだから……オレだって、これくらいしても、いい……ですよね？」

			　フィルは俺から顔を離すと、上目づかいでそんなことを言った。

			　いや……それは、どうなんでしょうね……？

			　もちろん、フィルとキスすることが嫌なんてことはない。

			　でも、なんていうか、その、俺たちは付き合っているわけじゃないし……ここは公衆の面前だし……。

			　……というか、スキルレベル上げの最中にあったクレールとのキス騒動については、弁解の余地もないんだが、サクヤとのキスは、ほっぺにチューだぞ。

			　唇と唇によるチューってわけじゃないんだから、あれはノーカンだろ。

			「シンくん」

			「あ……さ、サクヤ……？」

			　サクヤが俺の肩を、背後からガシッと掴(つか)んできた。

			　それにビビった俺は、恐る恐る後ろを振り返った。

			「クレールさんがやったんだからって、どういうことかな？」

			「そ、それはだな……」

			「キス、したんだね？」

			「あ、はい」

			　サクヤの迫力に負け、俺はあっさり首を縦に振った。

			「そうなんだあ、クレールさんとキスしちゃってたんだあ」

			「さ……サクヤ……さん？　もしもし……？」

			「しかも、そのうえフィルちゃんともキスしちゃったんだねえ」

			「あの、俺の話、聞いてます……？」

			　なんか、サクヤの様子が怖い。

			　顔に微(び)笑(しよう)を浮かべたまま、俺をじーっと見つめている。

			　に、逃げたい……。

			　今すぐこの場から逃げ去りたい……。

			「サクヤ……あのな――」

			「私だけしないっていうのは、不公平だよね」

			「え――っ!?」

			　微(び)笑(しよう)を浮かべたサクヤは……さっきのフィルと同じく、俺の唇に唇を重ねてきた。

			「ん……っ………………ふぅ……これでお相子だよ、フィルちゃん」

			　フィルよりも長い口づけをかましてきたサクヤは、俺から離れてフィルのほうを向いた。

			　２人とも、なにしてくれちゃってんの……。

			　心臓……バクバクしちゃってるんですけど……。

			「え……えと……さ、サクヤさんはこの前、シンさんとキス……しましたよね？」

			　フィルがサクヤに訊ねた。

			「…………？」

			　どうもフィルは、なにかおかしいと思っていることがあるみたいだ。

			　なにをおかしいと思っているのか、この状況に翻弄されている俺には、よくわからない。

			「キスはしたけど、でもあれって頬(ほほ)にだったし……さっきのフィルちゃんのキスとは釣り合いが取れないよ」

			「え？　………………あっ」

			　サクヤの説明を聞き、フィルはまたもや赤面させた。

			　そして、顔を隠してその場にしゃがみ込んだ。

			　えっと……フィルはもしかして、俺とサクヤがデート中に、唇同士でキスをしたと勘違いしていたのか……？

			　……そういえば、あのときのフィルは、俺たちを遠くから見てたんだよな。

			　しかも、あれは夜の出来事だったわけだし……唇同士のキスをしていたように見えたとしても、不思議じゃないな……。

			「あの……フィル……？」

			「……と、とにかく！　これでオレとサクヤさんはイーブン……なんです！　も、文句……ありますか！　シンさん！」

			「い、いえ……ありません……」

			　フィルが若(じやつ)干(かん)キレ気味な様子で俺に詰め寄ってきた。

			　この子にしては珍しい反応だ。

			　というか、最近は彼女のレアな反応がバンバン出てくるな。

			「そういうわけだから、これからもよろしくね、フィルちゃん」

			「わ、わかり……ました。でも、サクヤさんとは……ライバル同士として……ですよね？」

			「うん、それでいいと思うよ」

			　前までは、ちょっとだけ仲の良い先輩と後輩ってくらいの関係だったが、ここからのサクヤとフィルは、対等な関係として認め合ったってこと……なんだろうか。

			　ライバル同士になったとはいえ、彼女たちが喧嘩とかをしないっていうのなら、俺としては胃を傷めなくて済むのでありがたいんだが。

			　にしても……一度に２人の女の子からキスをされるなんてな……。

			　嫌なわけではない。むしろ嬉しいと思ったりする。

			　でも……それってどうなんだ、世間的に考えて。

			　観客が俺たちを見てんですけど。審判も、すぐ傍(そば)で苦笑いを浮かべちゃってるんですけど。

			　明日から、どの面下げて歩けばいいんだろうか……。

			「シン殿。チュッ」

			「…………」

			　俺が周囲に目を向けて冷や汗を流していると、突然クレールが現れ……キスをしてきた。

			「って、なんでだよ！」

			「ええ!?」

			　大きな声でツッコミを入れると、クレールは目を見開いた。

			「なに、いきなり俺にチューしてんの!?」

			「えっ」

			「えっ、じゃねえよ！　なにナチュラルに今の流れに乗ろうとしてんだ！」

			「だ、だって、フィルとサクヤがシン殿にキスしたのに、我だけナシではずるいであろう！」

			「ずるくねえよ！　っていうか、お前どこから出てきた！　さっきまでいなかっただろ！」

			「そ、それは……さっきまで我は、シン殿の影に潜(ひそ)んでいたのだ。火焔と一緒に観客席へ行くよりも、こっちにいたほうが観戦するのに適していると思ったのでな」

			　クレールはしどろもどろになりながらも、俺の疑問に答える。

			　ここにいる理由も、いきなりキスをした理由も、とりあえずわかった。

			　……でも、ここで駄目押しのキスはないだろう。

			　心臓は相変わらずドキドキしっぱなしだし、サクヤとフィルが『クレールさんもか……』

			　と呟(つぶや)いて、ライバル認定している雰囲気だし。

			　それになにより、会場の空気が怖い。

			　俺たちの事情を知らない観客連中は、フィルとのキスを見たとき、大いに盛り上がった。

			　また、そこからさらにサクヤとのキスが加わって『二股か!?』というような声が上がり、先ほどとは違った意味で盛り上がった。

			　だが、クレールとのキスにまでなると『あ、なんだハーレムか』というような視線となって、途端に空気が冷めだした。

			　俺たちは、観客の前でイチャイチャしすぎた。

			　もう、さっきとは別の意味で逃げ出したい。

			「はぁ……あなたたちは、いったいなにをやってるのよ」

			「お、おお……ミナか」

			　そんな俺たちのところへ、ミナも駆けつけてくれた。

			　多分、サクヤを追ってきたんだろうな。

			「……で、この状況を、あなたたちはどうやり過ごすつもり？」

			「どうって聞かれてもな……」

			　観客席にいる連中は、もう『ハーレム野郎！　死ね！』だの『美少女に囲まれて羨(うらや)ましすぎるだろ！』だの『爆発しろ！』だの『ミナさん！　僕のほうを向いてくれ！』だの、言いたい放題である。

			　いや、最後の奴はどうでもいいな。

			「……とりあえず、逃げるか」

			「え、表彰式はどうするの？」

			「そんなの知るかよ。戦って勝てたら、俺はそれで十分だ！」

			　俺は、この場からトンズラすることに決めて、走り始めた。

			「あ！　待ってよ、シンくん！」

			「お、オレも付いていきます！」

			「なんだ、慌ただしい。我はもう少しのんびりしたいのだが」

			「そんなこと言ってると、置いていくわよ！」

			　そして、俺の後ろから、４人の少女たちがついてきた。

			　１人だけ偽少女がいるが、まあ、それはどうでもいい。

			　こうして俺は、周囲から罵(ば)詈(り)雑(ぞう)言(ごん)とゴミの雨をくらいながらも、フィルやサクヤとの問題が一件落着したことにホッとしつつ、決闘会場から走り去ったのだった。

		

	
		
			有馬五十鈴（ありま　いすず）

			季節の変わり目になるとよく風邪を引きます。体に気を使いつつ執筆頑張ります。健康第一！（二〇一六年五月現在）

			　

			ＫＵＭＡ（クマ）

			出来ることなら年中冬眠していたい熊のようなＫＵＭＡです。はじめて小説のイラストを描かせていただきました。まだまだ成長中です！　どうぞよろしくお願いします。（二〇一六年五月現在）

		

	
		
			ビルドエラーの盾(たて)僧(そう)侶(りよ)⑤

			発行日：２０１６年４月30日

			著　者：有(あり)馬(ま)五(い)十(す)鈴(ず)

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Isuzu Arima 2014

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『ビルドエラーの盾僧侶⑤』（２０１６年５月１日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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